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で、4~ 5 
設定小間満たす申し込み期限を延長し、

J
A
M
M
A
の
電
気
用
品

取
締
法
委
員
会
{
福
田
哲
夫

委
員
長

・
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト

紛
)
で
は
十
二
月
十
六
日
に

第
四
回
会
合
、

二
月
二
日
に

第
五
回
会
合
を
そ
れ
ぞ
れ
J

A
M
M
A
事
務
局
で
聞
き
、

貿
易
摩
擦
解
消
の
た
め
の
一
定

取
法
施
行
内
容
の
改
正
に
際

し
て
業
界
側
の
要
望
を
ま
と

め
る
な
ど
の
作
業
を
進
め
て

き
て
い
る
。
そ
の
結
果
T
V

ゲ
l
ム
機
の
技
術
基
単
に
お

い
て
、

「
雑
音
の
強
さ
」
を

一
般
家
庭
用
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

と
同
等
に
す
る
こ
と
が
採
用

さ
れ
る
な
ど
の
成
果
を
も
た

ら
し
た
。

貿
易
摩
抽
僚
が
問
題
化
し
て

い
く
国
際
状
況
の
中
で
、
と

く
に
非
関
税
障
壁
が
昨
年
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
電
取
法
の
技
術
基
準
が

尭行煎

第
二
回
N
A
O
シ
ョ
ー
は

出
展
募
集
期
日
を
繰
り
延
べ

二
月
上
句
や
っ
と
、
当
初
設

定
の
百
八
十
四
小
間
を
満
た

す
こ
と
に
な
り
、
予
定
ど
お

り
の
フ
ロ
ア
ー
を
全
部
俊
い

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
シ
ョ

ー
は
日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

・
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
協
会

(
N
A
O
)
が
独

自
の
観
点
か
ら
開
く
，
春
の

A
M
シ
ョ

l
u
で
、
内
国
捕
開

会
長
を
シ
ョ

l
委
員
長
と
す

る
N
A
O
シ
ョ
|
委
員
会
が

企
画
・
運
営
を
進
め
て
き
て

い
る
も
の
。
昨
年
三
月
初
め

に
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
で

闘
か
れ
た
第

一
図
N
A
O
シ

ョ
ー
の
笑
績
を
踏
ま
え
、
今

回
は
完
成
後
き
ほ
ど
日
を
経

て
い
な
い
東
京
・
新
宿
の

N

S
ビ
ル
、
地
下
展
示
ホ
|
ル

で
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

N
A
O
シ
ョ
ー
委
員

会
な
ら
び
に
問
実
行
委
員
会

で
は
す
で
に
昨
年
十
二
月
二

十
二
日
に
、
出
展
社
の
た
め

の
説
明
会
を
聞
き
、
一
月
二

十
日
ま
で
に
出
展
申
し
込
み • 

は
締
切
ら
れ

る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

し
か
し
締
切

後
の

一
月
二

十
一
日
現
在

N
A
O
じ
は

四
十
七
社
、

百
五
十
五
小

間
の
申
し
込

み
し
か
な
く
、

当
初
設
定
の

百
八
十
四
小

間
に
二
十
九

小
問
分
申
し

込
み
が
不
足

し
て
い
る
こ

と
が
削
判
明
し
て
い
た
。
一
月

二
十
四
日
、
出
展
資
格
審
査

と
小
関
位
置
決
定
の
た
め
閲

か
れ
た
実
行
委
員
会
で
、
ゑ

拠
こ
の
申
し
込
み
小
間
不
足

を
ど
う
解
消
す
る
か
が
検
討

さ
れ
た
。

事
務
当
局
に
よ
る
と
こ
の

時
点
で
、
出
展
市
申
し
込
み
社

は
す
べ
て
問
題
な
く
受
入
れ

ら
れ
た
。
そ
の
よ
で
、
す
で

に
申
し
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
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に
対
し
て
は
申
し
込
み
小
聞

を
増
や
し
て
も
ら
う
、
ま
た

申
し
込
み
の
な
い
数
社
に
対

し
て
出
展
申
し
込
み
を
し
て

も
ら
う
と
の
方
向
で
、
申
し

込
み
締
切
り
期
日
を
延
長
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
関
位

置
は
二
十
四
日
ま
で
に
決
定

し
、
直
ち
に
出
回
収
祉
に
通
知

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
当

然
こ
れ
も
延
期
と
な
っ
た
。

全
般
的
な
出
展
社
名
/
小

間
位
訟
は
二
月
三
日
付
で
出

展
社
に
通
知
さ
れ
、
さ
ら
に

少
し
変
更
が
加
え
ら
れ
十
日

過
ぎ
に

「実
施
細
則
」
の

一

部
と
し
て
通
知
が
行
な
わ
れ

た
。
最
終
販
と
さ
れ
て
い
る

出
展
社
名
/
小
閑
位
置
は
右

に
絡
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
一
月
二
十
日

時
点
か
ら
十
二
社
二
十
九
小

間
分
を
追
加
、
増
補
し
た
こ

と
に
な
る
。
こ
う
し
て

N
A

厳

し

い

た

め

日

本

へ

の

輸

入

ご

ろ

省

令

と

し

て

「電
気
周

が

困

難

と

の

問

題

が

指

摘

さ

ロ

聞

の

技

術

上
の
基
泌
を
定
め

れ

、

通

尚

産

業

省

資

源

エ

ネ

る

省

令

別

表

第

八

」
改
正
が

ル

ギ

|

庁

で

は

紛

入

検

査

手

行

な

わ

れ

る

こ

と

で

、
こ
の

続

き

の

簡

素

化

お

よ

び

欧

州

作

業

は

一
段
+
治
す
る
こ
と
に

国
際
規
絡

(I
E
C
)
へ

の

な

っ

て

い

る

。

整
会
化
と
い
う
方
向
で
昨
年

改

正

案

に

よ

る

と

T
V
ゲ

春
以
来
大
綴
な
改
正
作
業
を

l
ム
の
雑
音
の
強
さ
は
、
周

T

V
ゲ
l
ム

機

の

電

取

・
技

術

基

準

改

正

案

で

波
数
が
鈎

M
h
以
上
川

M
h

ー

ー

・

以
下
に
お
い
て
雑
音
電
力
が

佳
院
主
主
回
厄
岨
町
、

一
嶋
茂
晦
也
九
、

r4-

2
以一
げ
で
あ
る
こ
と
、
周

角
帯
玉

E
E
q喧
時

一
尚
周

A
M
w
d
p
u

波
数
が
山

長

以
上

5
M
h

‘

以

下

に

お

い

て

雑

音

端

子

電

J
A
M
M
A
・
電
取
委
が
具
申
、
成

果

挙

げ

る

庄
が

ω品
以
下
、
ま
た

5
M

こ
う
し
て
問
委
員
会
は
検
本
電
気
協
会
に
改
正
案
を
提
砧
を
渇
え

ω
M
h
以
下
に
お

討
を
付
託
さ
れ
た
事
項
の
う
出
す
る
形
で
、
J
A
M
M
A

い
て
雑
音
端
子
泡
圧
が

ωめ

ち
「
商
用
電
源
を
使
う
業
務
側
か
ら
の
意
見
を
具
申
し
た
。
以
下
ー
ー
と
な
っ
て
お
り
、

周
遊
戯
器
具
の
範
聞
に
該
当
こ
れ
に
対
し
日
本
電
気
協
こ
の
技
術
拳
準
に
適
合
す
る

す
る
も
の
に
つ
い
て
意
見
を
会
か
ら
、

J
A
M
M
A
の
意
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

述
べ
る
」
こ
と
に
し
、
原
則
的
見
は
受
け
入
れ
ら
れ
そ
の
と
な
お
問
委
員
会
は
さ
ら
に

に
技
術
基
準
改
正
笑
を
支
持
お
り
改
正
す
る
こ
と
が
一
月
改
正
案
と

I
E
C
基
準
と
の

す
る
が
、
電
子
応
用
遊
戯
縫
二
十
日
に
決
ま
っ
た
旨
連
絡
比
較
検
討
を
継
続
し
て
行
な

日時

(
T
V
ゲ
l
ム
)
に
お
い
が
あ
っ
た
。
疋
式
に
は
三
月
っ
て
き
て
い
る
。

行
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

具
体
的
な
技
術
基
準
の
あ
り

か
た
に
つ
い
て
は
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
公
益
事
業
部
技
術

認
が
担
当
し
、
川
即
日
本
電
気

協
会
・
電
気
用
品
調
安
委
貝

会
と
タ
イ
ア
y
プ
し
て
検
討

を
進
め
て
き
て
お
り
、
す
で

に
昨
年
秋
電
気
関
係
各
業
界

に
よ
る
個
別
検
討
の
依
頼
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。

J
A
M

M
A
に
対
し
て
も
原
案
検
討

が
付
託
さ
れ
た
が
、
そ
の
内

容
は
ぽ
う
大
な
も
の
で
、
そ

の
う
ち
関
連
す
る
も
の
だ
け

に
つ
き
電
取
法
委
員
会
で
検

討
し
て
き
た
。

て
「
雑
音
の
強
き
」
を
家
庭

用
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
よ
り
も
厳

し
く
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、

今
回
の
改
正
案
の
共
通
事
項

と
同
じ
に
す
る
よ
、
ヲ
求
め
る

こ
と
が
、
第
四
国
会
合
で
ま

と
ま
っ
た
。
以
上
に
つ
い
て

は
十
二
月
二
十
四
日
付
で
日

¥ 

•• 00. 
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倉繍

O
シ
ョ
ー
は
当
初
の
設
定
小

聞
を
消
化
し
、
予
定
ど
お
り

の
規
模
で
関
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
(
な
お
関
係
者
筋
に

よ
る
と
、
受
入
れ
ら
れ
た
申

し
込
み
社
の
う
ち

一
社
が
出

展
を
断
わ
ら
れ
、
そ
の
結
果

代
替
の
会
社
が
申
し
込
ん
だ

こ
と
に
し
た
と
の
こ
と
)。

出
展
に
関
し
て
山
山
田
成
社
に

は
「
実
施
細
則
」
が
配
布
さ

れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

G
7 a 

仁ヨ 12

・Eつ

40 39 32 

4 

シ
ン
や
コ
ピ
|回聞
の
出
品
な

ど
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

G

?
ン
ン
関
係
で
は

「
風
営
対

象
機
、
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
、

ゲ
l
ム
オ
ブ
チ
ャ
ン
ス
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
ゲ

l
ム
機
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
プ
レ
ー
で
三
桁

以
上
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
上
る
も

の
、
紙
幣
識
別
機
つ
き
の
も

の
、
一
専
ら
臨
同
柑
聞
に
使
用
さ
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
、
賭

捕
時
期
日
持
」
が
出
回
聞
で
き
な
い

=ご 青

今者 自
思が 議
i代 金
日表芸
ijEじ

気虐

昨
年
初
め
て
行
な
わ
れ
た

刷
青
少
年
育
成
国
民
会
議
と

の
懇
談
会
は
今
年
二
月
二
十

五
日
、
昨
年
と
向
じ
東
京

・

代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
念
総
合
セ
ン
タ
ー
で
閑

か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
業
界

側
と
し
て
日
本
娯
楽
機
械
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
制
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O
U
)
、

除..~・ナ・

【'1、展示

本ー"')

32 サンヲツ'意気掛

33 併}-;;，.ペンレシ・-

34 冊九餓貿易

36 柵ζ"伊製作筋

36・・9カトウ製作鋭

37 酬 "ーガル

36 欄テーカン

39 l!UI出 血 刷

40 ~ナ a樹

41 フ膚ルテ電子輔

時中'"リース.間制

43 Kアンドu!l会
44 明a~線復穂掛

46"捌f.*8光t

〈
句 "岡麗樋倹製作所

2 醐eイミ ヌ

3 醐~=パーザル

4 シグマ誕梅酒院側

S 線路~=エンタープライズ

6 ，位"'iII鉱器典醐

7 1:: .. ""，電気醐

8 捕。ーラー トaμ

8 インヲ君ーテ，ク輔

旬o 8本線装組民健方ペルータ・・組事関飽舎

句唱 ワーJL.....，. z.アー

唱2 欄アミaーズメ:，，-"A突出援

司3 !崎大宮邸緩

川酬アミ aーズ〆ン ト

市S ア i~ーズメ ント通傷後

唱6 ，ドI!ll混1111.'聴liI慣総会
旬7 制作イヨンアンドライエンス

旬8 丸奪制

叩醐エム ・?イ・ピ-

20 刷局エ制

引 加賀篭予輯

担 ?イレム脚

23 険祖師図怠傘自民

24 データイース b刷

26 醐タイト

担 カヲタス醐

27 1tP=パーザルプレイラン ド

28醐自懲ゲーふ

2901。レ"'"レクル 0:タス

3。 側ヱスヨWlO，

3句 "。セガ・エンタープ，イゼス

.. • 化鑑定

事
歯
切
E
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車

-m
/
ん
百

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
展
示
方
法
に
つ
い
て

も
、
笑
演
な
ど
で
通
路
妨
害

し
な
い
こ
と
、
騒
音
を
発
す

る
笑
淡
な
ど
も
行
な
わ
な
い

こ
と
が
出
展
祉
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
「
出
展
規

定
」
や
「
注
意
事
項
」
な
ど

を
基
本
に
「
ね
年

N
A
O
ア

ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

・
エ
キ
ス

ポ
」
は
運
営
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
浄
化

遂
動
の

}
間
報
と
し
て
聞
か
れ

る
も
の
で
、
A
M
業
界
か
ら

参
加
す
る
の
は
今
回
が
二
回

目
。
全
国
各
地
の
背
少
年
健

全
育
成
関
係
者
と
社
会
環
境

日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

・
関
係
業
界
代
表
者
と
の
聞
で
、

オ
ペ

レ
ー
タ
ー
協
会

(
N
A

討
論
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
。

O
)
、
日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
会
合
は
全
体
会
議
と
分
科
会

ン
ト
マ
シ
ン
工
業
協
会

(
J

か
ら
成
り
、

A
M
業
界
か
ら

A
M
M
A
)
か
ら
各
三
名
出
は
「
ゲ

l
ム
機
と
青
少
年
に

席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
関
す
る
副都
談
会
」
に
代
表
団

こ
の
会
合
は
「
昭
和
五
十
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
て

七
年
度
青
少
年
と
環
境
に
関
い
る
。

す
る
副都
談
会
』
で
、
串
同
少
年



の
著
作
物
と
し
、
そ
の
著
作

y
プ
レ
ー
サ
ー
」
を
製
造
販

l
日
聞
の
台
数
分
だ
け
鍋
害
賠

権
侵
容
を
主
張
し
て
い
る
。
先
し
た
と
し
て
、
ア
ロ

l
電
俄
的
求
す
る
こ
と
に
し
て
い

同
社
で
は
、
東
京
地
裁
が
昨
機
を
相
手
ど
っ
て
、
領
容
賠
た
た
め
、
仮
差
押
え
の
対
象

年
十
二
月
六
日
に
T
V
ゲ
l

倹
溺
求
の
債
権
保
全
の
た
め
と
な
っ
た
の
も
そ
の
範
倒
に

ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
諸
制
作
僚
の
仮
差
押
え
を
一
月
二
十
六
と
ど
ま
っ
た
が
、
い
ず
れ
に

側
ナ
ム
コ
{
本
社
東
京
、
侵
容
を
理
由
に
進
め
て
お
り
、
を
認
め
る
判
決
を
下
し
た
が
、
日
申
的
、
同
二
十
八
日
東
京
せ
よ
中
鴨
川
か
ら
執
行
ま
で
ス

中
村
雅
級
社
長
)
で
は
一
向
民
市
中
の
み
な
ら
ず
刑
恥
訴
訟
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
保
護
さ
れ
て
地
法
が
決
定
、
同
三
十

一
日

ピ

l
ド
が
刷
し
た
こ
と
が
徹

三
卜
一
円
、
パ
ソ
コ
ン

メ
ー

に
も
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。
も
映
像
な
ど
健
聴
覚
著
作
物
仮
差
押
え
の
執
行
が
行
な
わ
総
さ
れ
て
い
る
。
同
社
で
は

カ
l
の
コ
モ
ド
l
ル

ジ

ャ

パ

コ

モ

ド
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
は
{
日
本
の
響
作
俗
法
で
は
帥
眠
れ
た
。
執
行
官
に
よ
り
諸
制作

こ
の
山
中
川
に
関
し
て
も
T

V

ン
仰
(
本
社
東
京
、
ト
ラ
ミ
エ
中
堅
パ
ソ
コ
ン

メ
ー
カ
ー
と
画
の
箸
作
物
に
相
当
)
と
し
え
ら
れ
た
も
の
に
は
『
ト
ッ

ゲ

ー
ム
の
視
聴
覚
著
作
物
性

ル
社
長
)
を
T

V
ゲ
l
ム

の

し

て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同

で
保
護
さ
れ
る
必
要
が
さ
ら
プ
レ
ー
サ
ー
」
の
必
板
五

十

を

主
帰
し
た
と
の
こ
と
で
あ

箸
作
織
を
侵
害
し
た
と
し
て

社
パ
ソ

コ
ン
用
の
T

V
ゲ
l

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ

枚
が

含

ま

れ

て

い

る

。

り

、
今
後
さ
ら
に
刑
事
告
訴

東
京
地
裁
に
鎖
害
賠
償
を
求
ム
ソ
フ
ト
も
製
造
販
光
し
て
う
に
主
張
し
て
い
る
と
の
こ
こ
の
仮
発
抑
え
に
闘
し
て
、
を
縫
て
刑
事
訴
訟
に
も
持
つ

め
る
訴
え
を
起
し
た
。
ま
た

い

る

。
ナ
ム
コ

に
よ
れ
ば
悶
と
。
な
お
米
国
で
は
T

V
ゲ
ナ
ム
コ
は
確
認
さ
れ
た
コ
ピ
で
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

向
日
ナ
ム
コ
は
、
T

V
ゲ

l

社
T
V
ゲ
l
ム
「
パ

y
ク
マ

l
ム
は
視
聴
覚
著
作
物
と
し

ム
機
の
コ
ピ

l
口聞
を
製
造
販
ン
」

フ
フ
リ

l
X
」
「
ギ
ャ
て
す
で
に
法
的
に
確
立
し
て

デ

ー

タ

イ

ー

ス

ト

、

著

作

権

侵

害

理

由

に

売
し
て
い
た
と
し
て
仮
差
押

ラ

ク

シ

7
J」
の
三
機
種
を
、
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
異
な

-

B

・・

a
v
-
-
-
F
F
-

え
を
申
情
し
た
ア

ロ

1
2
コ
モ
ド
l
ル
が
パ
ソ
コ
ン
用
ろ
う
と
視
聴
覚
著
作
物
と
し

ヨ

=

品

g
d
F
h
a
唱
閉
ま
ー

紛

(
本
社
東
京
、
柳
沢
忠
男
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト
に
無
断
複
製
で
の
T

V
ゲ
l
ム
の
著
作
権

ニ

ニ

コ

旬

、

，

n
-
E
J

社
長
)
に
対
し

一
月
三
十

一

(
コ
ピ
l
)
し
た
と
し
て
、

に
つ
い
て
、
侵
害
行
為
か
ら

係

争

中

の

も

の

も

著

作

権

法

に

切

替

え

日
に
東
京
地
裁
に
よ
る
仮
差
こ
れ
に
よ
る
損
害
賠
償
金
と
民
事
刑
事
両
面
で
保
護
す
る

'

押
え
が
執
行
さ
れ
た
こ
と
を
し
て
約
九
百
万
円
の
支
払
い
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

デ

ー
タ
イ
ー
ス
ト
側
(
本

、一

明
ら
か
に
し
た
。
ナ
ム

コ
で
を
請
求
す
る
訴
え
を
東
京
地

一
方
ナ
ム
コ
は
、
同
社

T
社
東
京
、
福
図
哲
夫
社
長
)

/

は
こ
れ
の
法
的
手
続
き
に
関
裁
に
起
し
た
。

V
ゲ
l
ム
機
「
ポ
ー
ル

・
ポ

で

は

、
不
正
競
争
防
止
法
述

、、

し、

T

V
ゲ
1
ム
を
映
画
の
ナ
ム
コ
は
訴
え
の
混
血
と

ジ
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
そ
の
反
で
訴
え
て
い
た
仰
テ
ク
ノ

マ

著
作
物
と
し
て
そ
の
著
作
権
し
て
、

T

V
ゲ

|
ム
を
映

画

無

断
コ
ピ

l
回
聞
で
あ
る
「
ト
ス
ジ
ャ
パ
ン
(
本
社
東
京
、

ム

側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
製
造
し
て
い
た
側
丸

訴
訟
を
起
し
た
。
こ
の
う
ち
「
ペ
ン
ゴ
」
の
コ
ピ
l
ロ
叫
べ
丸
菱
電
子
が
「
ベ
ン
タ
」
?
ベ

一

イ
ゼ
ス
(
本
社
東
京
、
ロ

1

菱
電
子
(
本
社
東
京
、
消
浜
耕
作
権
の
般
認
問
求
は
T

V

ン
タ
」
を
製
造
販
売
し
て
い
ン
ゴ
」
名
の
も
の
も
あ
る
ら

ム

ゼ
ン
社
長
)
で
は
こ
の
ほ
ど
、
九
洲
男
社
長
)
と
仰
マ
ル
ピ
ゲ
l
ム
の
響
作
物
性
を
明
ら
え
と
し
て
、
丸
菱
電
子
に
対
し
い
)
生
基
板
約

一
万
四
千

A
d
一昨
秋
以
後
同
社
が
コ
ピ
l
ヤ

シ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
{
問
、
か
に
す
る
こ
と
を
含
め
て
い
す
る
航
客
賠
償
務
求
の
た
め
枚
を
製
造
販
売
し
て
い
た
こ

一
ー
に
対
し
て
進
め
て
き
た
一
但
し
解
散
の
も
よ
う
}
に
対
る
も
の
で
、
払
採
が
期
待
さ

の

経
保
保
全
と
し
て
『
ペ
ン
と
が
判
明
し
た
。
な
お
こ
れ

一
巡
の
法
的
手
続
き
の
う
ち
、
し
仮
差
押
え
の
手
続
き
を
と
れ
る
。
タ
」
生
基
板
に
関
す
る
検
鉦
ら
の
証
拠
保
全
申
制
聞
に
際
し

一
と
く
に
丸
姿
グ
ル
ー
プ
に
つ
り
、
コ
ピ
|
基
板
な
ど
を
執
ま
た
セ
ガ
祉
は
昨
年
十
月
、
を
東
京
簡
綴
に
申
立
て
、
十
セ
ガ
祉
は
、
T

Vグ
l
ム
の

一
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
行
官
が
差
押
え
た
(
本
紙
第
同
社
T

V
ゲ
l
ム
「
フ
ロ
ッ
一
月
四
日
の
同
筒
級
決
定
に
著
作
俗
俊
容
の
み
を
腹
自
に

一
に
よ
る
と
、
セ
ガ
社
は
領
官
官
四
日
可
既
報
}
。
そ
の
後
セ
ガ

ガ
l
」
の
コ
ピ
|
滋
艦
艇
「
フ
よ
り
、
八
日
検
証
が
行
な
わ
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
こ

一
賠
償
請
求
と
と
も
に
T

V
ゲ
社
は
十
一
月
十
七
日
、
東
京
ロ
ッ
グ
」
を
販
売
し
て
い
た
れ
た
。
こ
れ
と
平
行
し
て
セ
れ
ら
証
拠
保
全
の
決
定
は
T

一
l
ム
の
著
作
物
性
を
明
ら
か

V
ゲ
|
ム
の
著
作
物
性
を
認

一
に

す

る

こ

と

を

含

め

た

「

著

め

た

も

の

と

言

う

こ
と
が
で

号
一作
権
の
確
認

」

を

請

求

す

る

き

る

。

げ
一
訴
訟
を
起
し
て

い

る

ほ

か

、

な

お
セ
ガ
社
で
は
、
丸
菱

引
一
証
拠
保
全
申
請
で
も
T
V
ゲ

電
子
ら
を
含
め
た
ジ
ヤ
ク
ソ

第
一

i
ム

の

著

作

権

侵

容

の

み

を

ン

・
グ
ル
ー
プ
と
呼
ば
れ
る

ヨ一

理
由
に
行
な
う
な
ど
、
T

V

一
連
の
コ
ピ
l
ロ
間
関
逮
会
社

日
一
ゲ
l
ム
の
著
作
権
強
化

の

方

に

対
し
法
的
手
続
き
を
進
め

司
一
向
で
進
め
て

い

る

の

が

注

目

て

き
て
い
る
が
、
公
表
さ
れ

日
一

さ
れ
る
。

て
い
な
い
い
く
つ
か
の
会
社

か
一

セ
ガ

社

は

昨

年

九

月

、

同

に

対
す
る
法
的
手
続
き
が
ま

沌
一
社
T

V
ゲ
I
ム

「

ザ

ク

ソ

ン

」

だ

他
に
も
あ
る
こ
と
を
示
唆

れ
一
の
コ
ピ

l
基
板

『

ジ

ャ

ク

ソ

し

て
お
り
、
セ
ガ
社
に
よ
る

コ
ピ

l
ヤ
l
追
及
は
ま
だ
か

な
り
広
が
り
つ
つ
あ
る
も
よ

。
A
J
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TVゲームの著作権を強めるため

を主
パソコンメーカー相手に訴訟

作
ナムコ 、

「
ポ

l
ル

ポ

ジ

シ

ョ

ン

」

コ

ピ

l
品

製

造

の

に
仮
差
押
え

ア
ロ
ー

セカ浄土

丸

菱

グ

ル

ー

プ

に

対

し

一

連

の

民

事

訴

訟

手

続

き

地
裁
に
対
し
て
丸
菱
電
子
と

マ
ル
ピ
シ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
の
二
社
を
相
手
ど

っ
て、

損
害
賠
償
鶏
求
と
、

T

V
ゲ

ー
ム
「
ザ
ク
ソ
ン
」
に
関
し

セ
ガ
社
が
待
つ
著
作
権
の
確

認
請
求
の
ふ
た
つ
の
内
容
の

と
し
て
、
丸
菱
電
子
と
マ
ル

ピ
シ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に

対
す
る
仮
差
押
え
を
申
請
、

十
月
五
日
の
東
京
地
裁
決
定

に
基
づ
き
、
十
九
日
に
執
行

官
が
仮
差
押
え
を
執
行
し
、

生
装
板
七
百
五
十
二
枚
が
差

押
え
ら
れ
た
。

さ
ら
に
セ
ガ
社
は
十
月
二

十
八
日
、
同
社
T
V
ゲ
l
ム

T
〉
ゲ
ー
ム
コ
ピ
l

追
及
続
く

' • 

で
3
社
除
名

J
A
M
M
A
第
ロ
回
理
事
会
で
定
款
改
正
案
も
決
定

G
機
関
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ら
を
相
手
に
柿
提
訴
し
て
お
り
、
明
舎
に
そ

っ
て

「
ギ
ャ
ン
プ

当
社
も
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ

ル
ア
ン
ン
を
助
長
す
る
雑
誌

て
い
る
」
と
の
弁
明
。
ミ
ク
と
の
非
難
に
は
即
興
論
が
あ
る
」

?
産
業
側
か
ら
は
弁
明
努
の
な
ど
弁
明
し
た
。

提
出
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

そ

以

上
の
弁
明
に
基
づ
き
審

れ
に
よ
る
と
「
逮
備
は
事
実
議
し
た
給
来
、
定
款
第
十
一

だ
が
そ
の
原
因
と
さ
れ
る
蛾

粂

に

定
め
ゐ
会
員
と
し
て
の

賄
容
疑
に
は
関
係
な
い
」
と
義
務
の
不
履
行
お
よ
び
「
本

弁
明
し
て
い
る
。
東
京
パ
プ
会
の
名
称
を
傷
つ
け
、
又
は

コ
紛
か
ら
は
古
凶
収
二
代
表
本
会
の
目
的
に
反
す
る
行
為
」

取
締
役
が
出
席
し
、
弁
明
特
に
抵
触
す
る
点
が
あ
っ
た
と

に
そ
っ
て
「
当
社
に
は

A
M
し
て
、
ポ
ナ
ン
ザ
、
ミ
ク
マ

シ
ョ
ー
の
出
展
基
畑
中
に
服
従
応
策
、
東
京
パ
ブ
コ
の
一ぺ
社

で
き
な
い
理
・
闘
が
あ
っ
た
」
に
つ
い
て
は

一月
十
日
ま
で

と
弁
明
し
た
・
側
コ
イ
ン
ジ
に
温
会
胤
が
あ
れ
ば
そ
れ
を

ャ
l
ナ
ル
か
ら
は
小
林

一
郎

総

め
る
が
、
な
け
れ
ば
除
名

代
表
取
締
役
が
出
席
し
、
弁
処
分
、
ま
た

コ
イ
ン
ジ
ャ
ー

以
の
疑
い
が
あ
る
ー
ー
と
会

只
に
対
し
注
な
を
促
が
す
文

符
を
紀
和
し
た
.

別
式
需
ザ
は
内
ん
成
品
に
つ

い
て
淡
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
ゲ
ー
ム
法
板
が
な
け
れ

ば
完
成
品
で
は
な
く
い
わ
ば

完
成
田
聞
に
近
い
末
完
成
品
で

あ
る
か
ら
、
未
完
成
品
に
型

式
接
号
が
表
示
さ
れ
る
の
は

法
の
怨
旨
に
反
す
る

l
!と

a三~ T 
7G '1.. 

成 f
電品 要
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q
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年
一円。-

8
一

J
A
M
M
A
の
電
気
用
品
立
て
演
み
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

ゆ一
取
締
法
委
員
会

(
稲
田
管
夫
が
恕
式
番
号
つ
き
で
広
告
、

一委
員
長
)
で
は
一
月
十
一
目
、
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

け

一
T

V
ゲ
l
ム
機
の
ゲ

l
ム
馨
し
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
厳

わい
一板
だ
け
を
除
い

た
配
線

・

組

密
に
は
電
気
用
品
取
締
法
途

ガ
社
は
十
月
二
十
九
日
、
立

川
簡
裁
に
も
証
拠
保
全
を
申

立
て
た
。
同
簡
裁
は
十
二
月

一
目
、
証
拠
保
全
決
定
を
下

し
、
八
日
丸
菱
電
子
本
社
に

お
い
て
検
証
お
よ
び
商
業
帳

簿
の
証
拠
調
べ
が
行
な
わ
れ

た
が
、
そ
こ
で
「
ペ
ン
タ
」

生
基
板
二
十
一
日
校
が
存
在
す

る
こ
と
、
商
業
級
官
帽
に
よ
り

• 
ナ
ル
に
つ
い
て
は
単
に
除
名

処
分
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
.
な
お
二
月
十
日
ま
で
に

東
京
パ
プ
コ
は
退
会
届
を
縫

出
し
そ
れ
が
認
め
ら
れ
、
他

の
三
社
に
は
除
名
通
知
が
な

さ
れ
た
。

ま
た
会
員
の
入
退
会
に
つ

い
て
、
以
上
と
は
別
に
一
社

入
会
、
五
社
退
会
が
次
の
と

お
り
ゑ
認
さ
れ
て
い
る
.
入

会
{
賛
助
会
員
)

H
グ
ロ

l

リ
l
商
事
側

(本
社
大
阪
、

尾
上
伝
次
社
長
)
・
退
会
H

ダ
イ
サ
ン
繭
本
側
、
勝
ツ
ム

ラ
、
側
ベ
ン
ド
ジ
ャ
パ
ン
、

側
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
プ
レ
イ
ラ

ン
ド
、

側
太
陽
続
出
同
工
哀
.

こ
れ
ら
に
よ
り
現
准
の
会
対

数
は
正
会
只
六
十
三
社‘

闘賞

助
会
貝
十
九
祉
の
計
八
十
二

社
と
な
っ
た
。

G
?
シ
ン
排
除
を
、
五
な
目

的
と
す
る
定
款
改
正
に
関
し

て
は
、
第
四
条
{
事
業
)
で

「公
序
良
俗
に
反
す
る
娯
楽

機
械
を
排
除
す
る
た
め
の
務

対
策
L

を
追
加
、
第
十
一
条

(
除
名
)
で
除
名
不
自
に
「
本

ラ

プ

さ

ん

か

の

術

恋

人

も

漏

れ

る

街

角

冬

の

リ

ヴ

ィ

エ

ラ

3

年

口

の

浮

気

礁

湖

色

の

怨

い

出

愛

の

中

へ

笈

し

み

の

削

酬

い

瞳

務

な

の

背

中

で

川

町

10 

歯

C 

セ

カ

ン

ド

ざ

リ

プ

リ

l
ズ

{セガ祉圃ベ}

順
位1 

J 7 

U J 
L らB
I フ・
E ス S
--'-ー・・・ーーー
沢キ自郷波あ

名

レ
ー
ベ
ル

2 

10 

3 

ブコ

ク??
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ピ
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フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

μ』
ツ

R エ

ま

分に

ジュークボックスによ る

ベストヒット

4 5 6 7 8 9 

で
あ
り
被
告
会
社
側
は
そ
の
裁
は
こ
れ
を
受
け
て
同
二
十

務
作
権
を
侵
害
し
た
と
し
て
、
九
日
に
執
行
し
、
預
金
な
ど

法
徐
根
拠
を
不
正
競
争
防
止
を
差
押
え
た
。
こ
の
申
鴻
の

法
か
ら
著
作
権
法
へ
と
、
第
四
告
白
は
主
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ

三
回
口
頭
弁
請
の
十
二
月
十
ム
の
著
作
権
侵
害
、
予
備
的

三
日
に
切
替
え
た
。

に
不
正
競
争
防
止
法
途
反
と

沌
邦
夫
社
長
)
と
紛
ア
イ
ピ

ま
た
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
は

な
つ
で
い
る
。

ス

(本
社
東
京
、
斉
藤
滋
社

同
社
T

V
ゲ
l
ム
「
ハ
ン
パ

こ
れ
に
対
し
ユ
ニ
オ
ン
は

且
寓
)
の
二
社
に
対
す
る
訴
え

i
ガ
i
L
に
関
し
、
そ
の
コ
供
託
の
う
え
こ
の
仮
差
押
え

の
硯
・
闘
を
著
作
権
侵
害
に
切
ピ
l
口問

『
コ
ッ
ク
レ
ー
ス
」
の
取
消
し
を
ゆ
潟
、
十
二
月

住
え
た
ほ
か
、
さ
ら
に
別
に
を
製
造
し
て
い
た
と
し
て
鱒
六
日
山
中
前
が
認
め
ら
れ
取
消

側
ユ
ニ
オ
ン
(
本
社
東
京
、
ユ
ニ
オ
ン
を
相
手
ど

っ
て
奴

し
と
な
っ
た
(
悶
綴
供
問
し

山
下
湧
社
長
}
を
符
作
俗
侵
害
防
償
請
求
の
債
権
保
全
の

た
の
で
償
俗
保
全
の
怠
味
は

ん
市
川
で
提
訴
し
た
。
倒
社
で
は
、
た
め
の
仮
差
制
作
え
を
十
一
月

同
じ
)
。
そ
こ
で
デ
ー
タ
イ

す
で
に
東
京
地
裁
が
昨
年
十
卜
五
日
取
締
し
た
・
東
京
地

l
ス
ト
は
ユ
ニ
オ
ン
を
相
手

二
月
六
日
に
T

V
ゲ
l
ム
の

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
ll
i
-
-I
l
l
i
-
-

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
祢
作
織
を
犯

東

娯

の

「

ア

ス

ト

ロ

・

コ

メ

ッ

ト

」

め
る
判
決
を
下
し
て
い
る
以

r
i
l
l
-
-
-
t
f
:
『
『

上、

T

V
ゲ
ー
ム
コ
ピ
ー
に

h
m
h
E
r
J
r
E
牢
苅

R
R鼻
、
，

Y
Z盗
容

で

訴

え

桜

台

目

。

司

』

J
T

J
義
プ
色
富
市

る
の
が
本
筋
で
あ
る
、
と
の

。

米

・

キ

ン

グ

ス

ア

イ

ラ

ン

ド

へ

秋

出

荷

考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
‘

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
は
昨
年
東
洋
娯
楽
機
脚
(
本
社
東

ッ
ド
レ
l
・
タ
フ
ト
社
長
)
。

七
月
二
日
、
伺
社
T

V
ゲ
1

京
、
山
図
俊
夫
社
長
)
で
は
同
社
は
放
送
局
を
主
な
業
務

ム
「
プ
ロ
テ
ニ
ス
」
の
コ
ピ
こ
の
ほ
ど
、
悶
社
開
発
の
可
ス
に
す
る
か
た
わ
ら
、
シ
ン
シ

!日間

「
ワ
ー
ル
ド
テ
ニ
ス
」
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

・
コ
l
ス
タ
ナ
チ
l
郊
外
に
あ
る
こ
の
遊

を
製
造
し
て
い
た
と
し
て
テ

1
」
(
海
外
向
け
名
称
「
ア
園
地
を
経
営
し
て
い
る
。
キ

ク
ノ
ス
ジ
ャ
パ
ン
、

ア
イ
ピ
ス
ト
ロ

・
コ
メ

ッ
ト
」
)
を
米
ン
グ
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
は
米
国

ス
の
二
社
を
相
手
ど
っ
て
、
国
の
遊
留
地
、
キ
ン
グ
ス
ア
で
も
有
数
の
大
型
テ
l
マ
パ

コ
ピ
l
口
聞
に
よ
る
損
害

賠

償

イ

ラ
ン
ド
(
オ

ハ
イ
オ
州
)

l

ク
で
、
年
間
入
場
者
数
は

を
求
め
る
訴
え
を
東
京
地
裁
へ
輸
出
す
る
契
約
を
二
月
三

二

百

七
十
万
人
。
昨
年
の
ー

に
起
し
た
。
こ
の
時
点
で
訴
日
正
式
に
行
な
っ
た
こ
と
を

A
A
P
A
シ
ョ

i
に
東
鋲
が

え

の

理

由

は

被

告

会

社

側

に

明

ら

か

に

し

た

。

「

ア

ス

ト

ロ

・
コ
メ
ッ
ト
」

よ
る
不
正
競
争
防
止
法
違
反
契
約
先
は
キ
ン
グ
ス
ア
イ
を
出
品
発
表
し
た
の
が
契
機

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
寸
ニ

ラ
ン
ド
の
経
営
に
当
っ
て
い
と
な
っ
て
、
今
回
の
絡
が
ま

月
六
日
の
東
京
地
裁
判
決
が
る
タ
フ
ト

・
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
と
ま
っ
た
。

出
た
た
め
、

T

V
ゲ
|
ム
機
ス
テ
ィ
ン
グ
社
(
本
社
オ
ハ
東
銀
が
紛
出
す
る
「
ア
ス

中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
符
作
物
イ
オ
州
シ
ン
シ
ナ
チ
l
、
ダ
ト
ロ

・
コ
メ
γ
ト」

の
縦
嬰

• 
文
化
局
に
よ
る
婆
請
に
闘
し

協
力
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
協
力
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
・

以
上
の
ほ
か
総
会
に
向
け

て
の
五
十
七
年
度
事
業
報
告

・
決
算
、
五
十
八
年
度
事
業

計
画

・
予
算
が
ほ
ぼ
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
、
役
員
改
選

の
方
法
に
つ
い
て
は
立
候
補

制
と
し
て
、
各
立
候
補
者
は

「
協
会
の
運
営
」
に
関
し
意

見
を
発
表
し
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
総
会
で
選
挙
を
行
な
う

こ
と
に
な
っ
た
・
な
お
、
デ

ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
l
部
会

と
電
取
法
委
員
会
の
こ
の
聞

の
活
動
(
関
連
記
併
参
照
}

が
こ
の
理
棋
会
で
報
告
さ
れ

て
い
る
.

会
の
定
数
ま
た
は
規
則
に
反

し
た
と
き
』
を
追
加
、
さ
ら

に
第
五
条
(
会
員
資
絡
)
に

定
め
ら
れ
る
資
格
基
準
に
「
入

会
規
税
」
(
五
十
六
年
総
会

で
決
定
済
み
)
を
当
て
る
こ

と
を
、
五
な
改
正
内
容
と
す
る

原
祭
が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。

今
秋
聞
か
れ
る
予
定
の
A

M
シ
ョ
l

J
ニ
協
会
共
催
4

に
し
な
い
と
決
定

前
回
理
事
会
で
今
秋
J
A

M
M
A
単
独
シ
ョ
ー
を
聞
く

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
後
に
ご
.
協
会
会
長
が
集

ま
っ
た
燃
で

J
A
P
E
A
と

N
A
O
か
ら

J
一協
会
共
似
」

の
要
望
が
持
ぴ
山
山
さ
れ
た
。

北7
村 f

雪氏三
5連 4
当続 き
5望号
事3員

ょの写真I:..JAMMA第 12@理事会(1月28日}のようす

J
A
M
M
A
の
デ
4
ス

ト

こ

こ
で
は
関
東
の
あ
る
S
C

リ
ビ
ュ

l
タ
l
郁
会
(
森
健
ロ
ケ
で
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
機

次
郎
部
会
長
・
側
エ
ス
コ
貿
の
撤
去
を
求
め
る
住
民
運
動

易
)
で
は
十
二
月
三
日
に
第
が
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
点
と

十
九
回
会
合
、
一

月
十
一
日
し
て
提
出
さ
れ
‘
こ
れ
に
つ

に
第
二
十
回
会
合
、
二
月
八
い
て
は
基
本
的
に
オ
ベ
レ

l

日
に
第
二
十
一
回
会
合
を
そ
タ
ー
が
対
処
す
べ
き
問
題
点

れ
ぞ
れ
開
き
、
デ
ィ
ス
ト
リ
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ビ
ュ

l
タ
l
シ
γ
プ
確
立
ヘ
ュ

l
タ
ー
と
し
て
は
扱
い
機

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
に
活
動
を
種
や
販
売
先
を
考
慮
し
て
い

続
け

て

き

て

い

る

・

く

こ

と

、
ま
た
オ
ペ
レ
ー
タ

第
十
九
回
会
合
は
東
京
・
ー
に
対
し
住
民
の
反
発
を
生

港
区
の
「
芝
う
ら
牡
品
川
』

で

じ

な
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
方

忘
年
会
を
兼
ね
て
聞
か
れ
た
・
法
に
つ
い
て
助
苦
闘
し
て
い
く

ニ
と
な
ど
が
校
総
さ
れ
た
。

第
二
+
回
会
合
は
東
京

・

震
が
剛
聞
の
東
海
大
学
校
友
会

館
で
聞
か
れ
、
『
デ
ィ
ス
ト

リ
ピ
喝

A
l
p
-の
あ
り
か
た
」

に
つ
い
て
鎌
泌
が
行
な
わ
れ

た
.
こ
の
議
拍
酬
は
エ
ス
コ
貿

易
の
北
村
安
寿
雄

・
社
長
室

長
が
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
立
場
と
し
て
行
な
っ
た
も

の
で
、
こ
の
自
の
措
榊
袖
酬
が
第

一
回
と
な
り
‘
地
聴
鵠
制
さ
れ
る

い
う
も
の
・
ゲ

i
ム
基
板
の

み
の
販
売
が
成
立
し
て
い
る

と
い
う
最
近
の
や
や
変
則
的

な
市
場
で
、
ゲ
ー
ム
基
板
だ

け
の
な
い
完
成
品
に
近
い
未

完
成
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
も
商

品
と
し
て
成
立
し
て
き
て
い

る
が
、
定
取
法
噛
居
申
寸
の
立
織

は
賞
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
の

観
点
か
ら
、
あ
え
て
注
意
を

促
し
た
こ
と
に
な
る
@

こ
れ
に
つ
い
て
今
函
連
併
会

で
務
総
し
た
結
果
、
今
秋
開

か
れ
る
シ
ョ
ー
は
三
協
会
共

似
と
は
し
な
い
こ
と
を
決
定
、

た
だ
し
他
協
会
か
ら
の
協
焚

は
あ
り
う
る
と
し
た
@
な
お

N
A
Oか
ら
、
東
京

m生
活

J
O
U
、
J
A
M
M
A、

演

奏

唱E

会日本地区 :1月22日-2月4自の2週間

村川主張

一 俊策楽

ク

中

明
大

栄

中

雅

樹

糊

進

レ
、
ロ
・
ン

auキ
ー
ポ
|

み

ん

辺

微
ひ
ろ
み

芳
町
中

研

二

I鼠悶

ど
っ
て
十
二
月
十
六
日
、
著

作
権
侵
害
(
無
断
コ
ピ

l
}

を
理
由
に
鎖
客
賠
償
の
訴
え

を
東
京
地
裁
に
起
し
た
。
訴

え
の
内
容
は
仮
差
押
え
申
翁

の
さ
い
と
同
じ
で
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
著
作
権
侵
害
だ
け
を

理
由
に
損
害
賠
償
を
求
め
る

本
訴
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
訴
訟
に
つ
い
て

同
社
で
は
、
す
で
に
十
二
月

六
日
の
東
京
地
裁
判
決
も
幽

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
口
十

期
判
決
が
期
待
で
き
る
と
し

て
い
る
。

は
、
会
長
六
百
二
十
H
M

コ
ー

ス
、
最
高
時
速
八
十
J
で
立

ち
乗
り
の
ま
ま
宙
返
り
コ
ー

ス
タ
ー
と
同
様
に
走
行
す
る

も
の
。
す
で
に

「ス
タ
ン
デ

イ
ン
グ

・
コ
ー
ス
タ
ー
」
は

国
内
で
昨
年
四
月
二
十
八
日

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
、
御
殿
場

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
で
運
転

を
開
始
、
高
い
人
気
を
集
め

て
い
る
。
問
機
種
の
初
の
輸

出
、
し
か
も
コ
ー
ス
タ
ー
の

本
場
で
あ
る
米
国
へ
の
輸
出

と
あ

っ
て
、
同
社
で
は
開
発

努
カ
が
十
分
に
評
価
さ
れ
た

と
し
て
い
る
。
な
お
同
社
で

は
九
月
末
に
も
米
国
へ
向
け

て
出
荷
す
る
予
定
で
、
来
年

三
月
に
は
キ
ン
グ
ス
ア
イ
ラ

ン
ド
で
運
転
で
き
る
も
よ
う

で
あ
る
。

J 

、• 

N
A
O
が

相
次
ぎ
定
時
総
会

事
業
年
度
を
十
二
月
末
ま

で
と
す
る
団
体
の
定
時
総
会

シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
た
が
、
全

国
規
模
の
団
体
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
次
の
と
お
り
。

日
本
娯
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
協
同
組
合

(J
O
U
)

第
十
回
通
常
総
会
H
二
月
十

七
日
、
伊
豆
長
岡
に
て
。

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
会

(J
A
M

M
A
)
第
三
回
定
時
総
会
H

二
月
二
十
三
日
、
東
京

・
震

が
闘
に
て
。

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
N
A

O
)
第
三
回
通
常
総
会
H
三

月
十
六
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
て
。

な
お
会
日
本
遊
関
施
訟
協

会

(J
A
P
E
A
)
は
三
月

末
が
年
度
末
と
な
っ
て
い
る

た
め
五
、
六
月
ご
ろ
総
会
を

附
く
も
よ
、
ヲ
。

の
他
‘
ど
こ
ま
で
鰍
似
し
て

併
の
安
定
化
と
同
時
に
オ
ペ

お
れ
ば
コ
ピ

i
製
品
で
な
い
レ

1
7ー
と
の
官
接
化
、
オ

か、

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
供
給

ペ
レ
ー
ダ
ー
へ
の
サ
ー
ビ
ス

(
本
社
山
製
.
山
下
征
士
社
カ
は
卜
分
か
な
ど
線
総
し
て
を
凶
る
べ
き
で
あ
る
と
伐
さ
、

H
K
)

が
「
ト
ッ
プ
レ
ー
サ
ー
」
ニ
の
日
の
会
合
は
終
っ
た
。
撲
界
全
体
に
わ
た
っ
て
経
営

を
扱
う
と
の
噂
が
あ
っ
た
が
、
第
二
十
一
回
会
合
は
永
悶
改
普
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

山
下
社
長
は
「
コ
ピ
ー
で
な
町
の

T
B
R
ピ
ル
で
開
か
れ
、
る
と
結
ん
で
い
る
・

け
れ
ば
扱
う
予
定
だ
っ
た
が
、
北
村
氏
に
よ
る
第
二
副
秘
演
こ
の
日
の
会
合
で
は
、
自

実
物
を
見
た
と
こ
ろ
「
ポ
ー
が
行
な
わ
れ
た
.
今
固
め
務
主
規
制
に
関
す
る
東
京
都
の

ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
に
箸
し

績
は
、
前
回
紹
介
さ
れ
た
間
髪
締
に
袋
づ
く

N
A
O
か
ら

く
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
判
屋
無
期
論
を
す
べ
て
に
わ
た
の
要
望
に
つ
い
て
、
文
書
に

っ
た
の
で
販
売
し
な
い

こ
と
っ
て
積
し
て
い
く
間
康
有
用
基
づ
い
た
説
明
が
行
な
わ
れ

に
し
た
L

と
、
同
社
か
ら
の
論
で
始
ま
っ
た
。
デ
ィ
ス
ト

た
が
、
同
部
会
と
し
て
は
そ

販
売
を
否
定
し
て
い

る
。
そ
リ
ビ
ュ

l
タ
!
の
機
能
と
し
れ
で
終
っ
た
。
森
部
会
長
は

て、

商
品
を
曲
以
骨
髄
に
安
定
供

J
A
M
M
A
総
会
を
控
え
て

給
す
る
こ
と
に
よ
リ
、

価
格

お

り

、
次
期
部
会
長
に
は
こ

も
低
く
安
定
化
す
る
な
ど
の
れ
ま
で
の
部
会
活
動
を
十
分

メ
リ
ッ
ト
が
権
認
さ
れ
た
あ
に
引
継
い
で
も
ら
い
た
い
と

と
、
そ
の
た
め
デ
ィ
ス
ト
リ
の
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
・

ビ
ュ

i
タ
ー
と
し
て
自
社
経

も
の
。
締
桜
内
容
は
、
批
近

よ
く
鎗
じ
ら
れ
て
い
る
問
um

無
則
論
を
メ
ー
カ
ー
-
小
売

業
双
方
の
立
場
か
ら
解
説
し

た
も
の
で
、
次
に
触
れ
て
い

く
制
緩
有
用
論
へ
の
按
統
を

し
て
終
っ
た
。
北
村
氏
は

A

M
業
界
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ

l
タ
!
の
現
状
を
見

据
え
た
う
え
で
、
分
析
結
果

を
紹
介
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
ー
の
あ

る
べ
き
姿
と

展
望
に
闘
し

て
し
ば
ら
く

述
統
裁
減
し

て
い
く
。

こ
の
会
合

で
は
ナ
ム
コ

『ポ

l
ル
・

ポ
ジ
シ
ョ
ン
』

の
無
断
コ
ピ

l
u聞
と
し
て

「ト
ッ
プ
レ

ー
サ
ー
」
な

ど
が
す
で
に

市
場
に
出
て

い
る
こ
と
が

問
題
に
な
っ

た
。
こ
の
こ

と
に
関
し
、

太
京
商
事
側

‘' 

ょの写真はディストリピニsータ-.会館21白金世 (2月8日}での鶴演会のようす

c
J
V
M川

vh
「
ジ
ョ

イ

フ

ル

ロ

ー

ド
」

で

許

諾

側
新
日
本
企
繭

(本
社
大

阪
、
川
崎
官
判
官
社
長
)
で
は

こ
の
ほ
ど
、
同
社
T

V
ゲ
ー

ム
憐
『
ジ
ョ
イ
フ
ル

・
ロ
ー

ド
」
に
関
し
て
、
米
国

・
セ

ン
チ
ュ
リ
|
社
(
本
社
フ
ロ

リ
ダ
州
ハ
イ
ア
レ

l
、
カ
ミ

ン
コ
ウ
社
長
)
に
対
し
製
造

許
諾
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
・
併
路
内
容
は
業
務
用

に
つ
い
て
で
、

P
C
ポ
l
ド

ベ
ー
ス
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大

陸
に
闘
し
独
占
的
許
僚
と
な

っ
て
い
る
。
セ
ン
チ
A

リ

|

祉
は
三
月
は
じ
め
ご
ろ
、
同

ゲ
ー
ム
を
「
モ
ン
チ
・
モ
ー

ビ
ル
」
の
名
称
で
出
荷
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。



(4) 

支
部
長

ut白川
正
明
氏
(州側

三
栄
商
会
)
。
副
支
部
長
H

曾
我
栄
蔵
氏

(山側
西
部
リ
ー

ス
)
、
杉
山
勉
氏
(
側
ラ
イ

ト
〉
。

鹿市中
H
和
田
梅
次
郎

氏
(
ア
レ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ピ
オ

(
側
ツ

ノ
ダ
)
が
支
部
長
に
人
以
昭
造
氏
{
刷
タ
ツ
ミ
似

l
ト
側
)
、
根
本
孝
-
氏
(
石

一向び
推
勝
さ
れ
、
あ
と
の
役
楽
)
、
長
谷
川
満
州
内
氏

(
紛
回
食
品
胸
)
、
中
島
卓
失
氏

以
の
人
選
は
支
部
長
に
一
任
タ
ニ
ガ
ワ
)
、
山
本
隆
司
氏
(
静
岡
リ
ー
ス
)
、
中
沢
守

さ
れ
た
。
な
お
同
支
部
会
以
(
中
央
娯
楽
蜘
)
。
嗣
祉
事
u
u

氏

(
山
側
中
央
企
画
)
、
加
茂

数
は
収
在
、
正
会
U
十
七
社
、
大
野
宝
ニ

氏
(大
野
商
事
側
)
、
後
氏
(
湖
東
名
遊
関
)
、
星

川
得
会
民

一
社
。

問
削
明
彦
氏
(
山
叩
グ
ッ

ド

・

谷
幸
男
氏
(
倒
忠
一ハ合
ア
ミ
ユ

ヒ
ル
)
、
杉
本
似
二
郎
氏
(
恋

1
6ス
メ
ン
ト
}
。
酔
幹
事
H
高

利
工
業
側
)
、
杉
本
勝
治
氏
柳
孝
一
氏
(
側
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

(
火
祭
泌
業
側
)
、仰
向
絡
機
商
会
)
。

氏
{
胸
中
外
ア
ソ
シ
エ

l
ツ
}
、

安
介
慈

-
郎
氏
(
安
升
商
事
)
、

湯
沢
久
氏
(
湯
沢
通
商
)
。

4
支
部
で
総
会

日
年
度
活
動
報
告
ふ
ま
え
そ
れ
ぞ
れ
役
員
改
選

河
・

8
ム本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

彬
一
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
協
会
(
本
部

制
一
東
京
、
内
田
博
会
長
、
略
称

均一
一
N
A
O
)
の
い
く
つ
か
の
支

第
一
郊
で
は
相
次
い
で
総
会
を
閲

司
催
し
て
お
り
、
丘
十
七
年
度

活
動
報
告
や
情
報
交
換
の
ほ

か
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

の
改
選
を
行
な
っ
た
。
そ
の

う
ち
-
月
中
に
総
会
を
開
催

し
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た

支
部
は
次
の
と
お
り
。

• • 
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，、

北
関
東
支
部

静
岡
県
支
部

東
京
第
三
支
部

ア

l
カ
ン
が
ゲ
ー
ム
機
開
発
の
た
め

子
会
社
を
新
設

名
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
、

無
記
名
妓
祭
に
よ
り
理
事
を

選
出
し
た
後
、
新
聞
世事
六
人

に
よ
る
協
議
の
結
果
次
の
よ

う
に
決
定
さ
れ
た
。

支
部
長
H
H
伊
東
芳
雄
氏
(側

'』
E
E
E
J

Z
開

-
刷

州
剛

一
郎

剛
一田口

大

M
S
畑

泊

筒

別

a

M
制

脚
京
臨

東
町省名

側
テ
l
カ
ン

(本
社
東
京
、
禁
任
し
、
専
務
に
は
さ
き
ほ

柿
原
孝
社
長
)
で
は
一
月
末

ど
入
社
し
た
弁
上
昭
男
氏
が

に
子
会
社
と
し
て
、
側
テ
|
就
任
し
て
い
る
。

カ
ン

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス

側
テ

l
カ
ン
・

エ
レ
ク
ト

を
新
設
し
た
こ
と
を
明
ら
か
ロ
ニ
ク
ス
日
東
京
都
千
代
田

に

し

た

。

区

神

間

東

松

下

町
四
十

一
、

新
会
社
は
同
社
販
売
本
部

告
二
五
六
|
O
三
七
一
。

と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
り
、
硬

貨
作
動
式
ゲ
l
ム
機
の
開
発

を
主
な
業
務
と
し
、
T
V
ゲ

ー
ム
の

C
E分
野
へ
の
許
諾

業
務
な
ど
も
行
な
う
。
代
表

取
締
役

・
社
長
に
は
テ
l
カ

ン
の
長
回
廊
照
販
売
部
長
が

法
営
業
論
者
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
共
通
す
る
も
の
は
、
怒

し
き
状
況
を
自
ら
改
善
し
よ

う
と
努
力
す
る
の
で
な
く
、

逆
に
安
易
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
に
あ
る
。
間
迷
い

な
く
か
れ
ら
は
健
全
な
A

M

業
界
の
発
展
を
阻
害
し
て
お9 • 
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アイレムの会長

辻本氏退任

新規事業に意欲

謹

a:. 
c1 

ア
イ
レ
ム
欄
(
本
社
大
阪

府
松
原
市
、

高
嶋
哲
社
長
)

の
辻
本
憲
三
会
長
が
二
月
三

日
付
で
静
任
、
退
職
し
た
。

同
社
に
よ
る
と
、
創
業
者

で
あ
る
辻
本
・
取
締
役
会
長

は
二
月
三
日
付
で
円
満
退
職

し
た
。

な
お
辻
本
氏
は
ま
だ

大
株
主
の
ひ
と
り
だ
が
、
同

社
と
は
別
の
新
規
事
業
に
取

組
む
も
よ
う
で
あ
る
。

平
素
は
格
別
の
お
引
立
を
賜
リ
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
弊
社
が
発
売
致
し
ま
し
た
ビ
デ
オ

ゲ
l
ム
「
雀
豪
・

J
A
N
G
O
U
」
は
弊
社
が
開

発
・
製
品
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
リ
ま
す
。

従

っ
て
右
製
品
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
類
似

す
る
商
品
ど
し
て
製
造
す
る
行
為
及
び
そ
れ
ら

を
販
売
ま
た
は
設
置
営
業
す
る
等
の
行
為
は
、

著
作
権
法
・
工
業
所
有
権
法
・
不
正
競
争
防
止

法
等
に
抵
触
し
、
弊
社
の
正
当
な
権
利
を
侵
害

す
る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

さ
ら
に
、
業
界
の
株
序
を
乱
す
こ
と
と
も
な

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
謹

告
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

弊
社
ど
し
ま
し
て
は
、

業
界
秩
序
の
確
立

ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
の
み
を
ご
購
入

の
お
客
様
を
守
る
た
め
に
も
模
造
品
の
製
造
者

友
び
販
売
者
に
限
ら
ず
、
設
置
営
業
さ
れ
る
方

々
に
対
し
ま
し
て
も
、
刑
事
、
民
事
両
面
か
ら

そ
の
責
任
追
求
を
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

当
業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
各
位
の
ご

理
解
ど
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚の
た
め
、昭

和
五
十
八
年
二
月

⑧ 
日
東
物
産
轍
4

罰
金
祖

右
製
品
は
、
弊
社
の
ほ
か
、
弊
社
の
承
認
を
得
て
、
新
日

本
企
画
鮒
な
ら
び
に
大
森
電
気
鞠
か
ら
も
発
売
さ
れ
ま
す
。

06 (245)4155 TEL 

まどこまでチャレンジできるカ%

祉
名
変
更

事
務
所
移
伝

側
ト
ッ
プ
商
会
u
H
今
治
市

石
井
町

一
の

-
の
三
、
宮
(
O

八
九
八
)
三

一
|
六
二
三
九、

永
吉
純

一
郎
社
長
。
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北
関
点
支
部
は

一
月
十
八

日
、
栃
木
県
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
岡
部
に
て
総
会
を
開
催
。

五
十
七
年
度
事
業
活
動
叙
告

東
京
第
三
支
部
で
は
工
月

な

ら

び

に

会

同

川

報

告

が

あ

り

二

十

四

日

、
東
京

・
両
国
総

承
認
さ
れ
た
あ
と
、
同

支

部

の

も

も

ん

じ

ゃ

に

て

総

会

を

白

京

北
支
部
で
は

一
月
十
九
は
各
県
単
位
に
分
割
し
た
ほ
筋
肉
旧
派
支
部
で
は

一
月
十
開
催
し
、
五
十
七
年
度
の
事

、

日
、
仙
台
市
商
工
会
議
所
に
う
が
史
ま
し
い
と
の
窓
兇
が

九
白
、
伊
東
市
の
米
若
荘
に
業
活
動
報
告
な
ら
び
に
決
算

〆

て
総
会
を
開
き
、
五
十
七
年

山山
た
が
、
当
商
は
削
抗
体
制
の
て
総
会
を
附
き
、
五
十
七
年
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た

乙

度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
五
県
(
茨
城
、
栃
木
、
群
町
一
肢
の
活
動
絞
告
が
あ
り
問
決
東
京
都
の
妥
望
に
対
す
る
N

マ
一
告
、
五
十
八
年
度
事
業
計
悩
・
約
五
、
千
葉
)
で
支
部
を
椛
算
報
告
が
糸
認
さ
れ
た
。
ま

A
O
の
図
答
答
(
前
回
可
に
関

h
一予
算
案
を
そ
れ
ぞ
れ
承
認
し
成
し
て
い
く
に
な
っ
た
。
新
た
会
員
に
つ
い
て
議
論
が
な
速
記
事
掲
叙
)
に
つ
い
て
、

J
一た
。
事
業
計
画
で
は
ニ
ヵ

月

役
H

同
は
次
の
よ
う
に
選
出
き
さ
れ
た
が
、
従
来
ど
お
り
本
こ
れ
に
対
応
し
た
同
支
部
と

一一

に

-M
、
第
三
火
総
日
に
例
れ
た
(
副
支
部
長
を

プ
名
僧
部
会
費
と
支
部
活
動
の
都
度

し
て
の
取
組
み
方
な
ど
が
検

二
一
会
を
開
催
、
会
員
数
の
拡
大
や
し
一ニ
名
と
し
て
い
る
)
。

必
要
経
質
を
徴
収
す
る
こ
と
討
さ
れ
た
。
新
役
員
に
つ
い

A
d
一
♀
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
新
役

中文
部
長
H
山
間
筏
機
氏
(
千
で
了
承
さ
れ
た
。
新
役
員
は
て
は
少
数
精
鋭
の
方
針
を
と

一
段
に
つ
い
て
は
角
悶

一
郎
氏
信
遊
設
側
)
。
副
支
部
長
H

次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
た
。

り
、
従
来
の
闇
祉
事
十
名
を
六

-

-一-一---一
一一--
一一--
一-一一
一一--
一一一一一
一-一---
一--一
一-一一一-
一---
一一一--
一---
一-一-
一-一一
一一一一
一一一-一
一-一一
一一一一-
一一一
一一一一-
一-一一
一一一一
一一-
一一
一-一一
一--
一---
一一一一一
一--一
一一一一一
一一-
一-一一
一一-一一
一一一一一
-一一一
一一-
一一-一
一一一
一一-一
一一一一一
一

一

T
V
ゲ
l
ム
の
コ
ピ
l
ヤ
磁
立
し
た
が
、
次
に
視
聴
覚
な
し
で
は
:
:
:
」
と
い
う
主
り
、
時
に
は
刑
事
貸
任
ま
で

一
ー
が
逮
捕
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
著
作
物
と
し
て
般
立
す
る
の
張
は
、

『
ギ
ャ
ン
ブ
ル

(
G
)
追
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
自

一
で
き
た
。
「
や

っ
と
」
あ
る
も
昨
年
九
月
二
十
七
日
判
決
機
な
し
で
こ
の
業
界
は
や
つ
ら
を
浴
し
て
し
ま
う
。
こ
れ

一
い
は
「
つ
い
に
」
と
い
う
古

か
ら
す
れ
ば
凪
憎
め
て
近
い
将
て
い
け
な
い
」
と
い
う
あ
る
は
常
識
の
な
さ
か
ら
く
る
つ

一
策
を
つ
け
加
え
て
も
い
い
。

来
の
こ
と
と
予
測
さ
れ
る
。

種
の
グ
ル
ー
プ
の
主
張
と
ど
ま
ら
ぬ
悲
劇
と
も
言
え
る
。

一
少
な
く
と
も
コ
ピ
l
行
為
は
そ
う
な
れ
ば
当
然
に
も
視
聴
こ
か
似
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

健
全
な
A
M業
界
と
い
う
三
共
)
。
副
支
部
長
H
合
総

号
一
犯
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
段
階
党
箸
作
物
の
上
映
権
侵
容
が
後
者
は
、
正
当
な
メ
ダ
ル
ゲ
の
が
存
在
し
え
な
い
な
ら
話
途
三
氏

〈
側
フ
ジ

・
ユ
l
エ

側

エ

ス

・
エ
ヌ

・
ナ
川

・

ヴ
一

に
入
っ
た
こ
と
だ
け
は
総
か
附
泌
に
な
る
。
次
は
コ
ピ
l

l

ム
論
者
で
な
く
安
易
な
途
は
別
だ
が
、
世
界
的
に
見
て
ン
)
、
若
岡
部
元
幸
氏

{
サ
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
(
旧

日
一
な
の
で
あ
る
。

1
1

6

も
日
本
の
健
全
な
A

M
業

界

ク

ラ
娯
楽
総
)。

理
事
H
加
側
エ
ス

・
エ
ヌ

・
ケ
イ
コ

l

z
コ
ピ
|
問
題
を
也
会
の

一湘

一

義

命

O
K笹

は
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

で

蓄

を

藤

イ
サ
ム
氏
(
側
カ
卜
ウ
製

ポ
レ
イ

ン
ヨ
ン

)
H大
阪
市

1
一
よ
う
に
と
ら
え

「
コ
ピ
l
基

一論

一

言

z=
ロ
0
4
4
2

作
り
、
発
展
を
続
け
て
き
た
。
作
所
〉
、
土
居
欣
弘
氏
(
側
淀
川
区
東
三
国
六
の
一
の
四

日
一
板
な
し
で
は
今
の
オ
ベ
レ
l

「
l
」

い
か
に
も
ま
だ
脆
弱
な
碩
が
ド
ヰ
)
。
会
計
監
査
H
山
田

十
五
、

台
三
九
六
|
七
二
七

月
一

タ
ー
は
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
日
間
を
使

っ
て
い
る
オ
ベ
レ
i

あ
る
が
、
こ
の
優
れ
た
業
界
俊
夫
氏
(
東
洋
娯
楽
機
側
)
。
て
川
崎
英
吉
社
長
。

日
一

よ

」

と

言

っ

て

い

た

人

々

に

タ

ー

ま

で

刑

事

資

必

ぷ

問

わ

を

程

度

の

低

い

ギ

ャ

ン

ブ

ル

な

お

以
上
の
各
総
会
は
新

釦
一

と
っ
て
、
コ
ピ
l
ヤ
|
逮
捕
れ
る
の
で
あ
る
。

総

み

な

い

論

綴
や
コ
ピ
l
論
議
で
低
め
年
会
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
、

唱
一

の

ニ

ュ

ー

ス

は

大

き

な

衝

慾

し

は

た

だ

乗

り

が

業

務

に

な

ら

れ

て

は

た

ま

ら

な

い

。

常

-

段

と

親

睦

が

深

め

ら

れ

た

。

日
一
を
も
た
ら
し
た
に
途
い
な
い
。
る

と

し

た

ら

、

こ

れ

は

と

ん

織

の

な

さ

か

ら

く

る

つ

ま

ら

以

上
の
ほ
か
二
月
三
日
に
近

つ
ま
り
現
在
の
段
階
で
は

T

で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
当

ぬ

悲

劇

は

、
こ
の
業
晴
山
持

畿
合
同
支
部
総
会
が
聞
か
れ

V
ゲ
l
ム
の
著
作
権
は
プ
ロ
然
処
罰
さ
れ
る
わ
け
だ
。

ち

込
ま
ず
、
ど
こ
か
他
所
で
て
い
る
。

グ
ラ
ム
の
著
作
権
が
法
的
に
と
こ
ろ
で
「
コ
ピ
l
基
板

や
っ
て
ほ
し
い
。

• 
7fY 
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ゲームマシン

明
治
五
年
に
国
鉄
新
総
駅

が
設
鐙
さ
れ
て
以
来
、
こ
の

界
限
の
発
展
は
著
し
く、

叫制

総
花
衡
を
中
心
に
遊
興
地
と

第207号

• 

• • ♂
前
橋
ゲ
l
ム
ラ
ン
ド
』
の
よ
う
す
。
問
底
と
軒
を

並
べ
て
{
写
真
右
と
左
へ
}
ゲ
l
ム
織
が
続
い
て
い
る

な
っ
た
。
新
橋
と
い
う
名
称

は
汐
留
川
(
首
飾
高
速
道
路

の
建
設
で
埋
め
立
て
ら
れ
た
)

に
か
か
っ
て
い
た
橋
名
に
由

来
し
て
い
る
。
西
に
銭
ヶ
関

省
庁
街
を
校
え
た
新
橋
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
相
手
の
大
衆

的
な
広
が
多
く
、
ゲ
ー
ム
場

に
つ
い
て
も
や
は
り
会
社
勤

》
ae

• 

二
階
に
あ
る

『ゲ
l
ム
ラ
ン
ド
新
橋
』。

写
真
に
は

写
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
右
側
に
も
フ
ロ
ア
が
あ
る

第三績郵便物u可，
圃
ゲ
l
ム
機
三
十
台
と
ア
|
ケ
際
は
す
べ
て
イ
ス
、
つ
ま
り

、
ご

l
ド
ゲ
l
ム
機
二
台
を
談
話
。
ベ

ン
チ
を
述
ね
た
よ
う
に
な

〆
一
総
機
械
台
数
は
約
六
十
台
。

っ

て

い
る
の
が
特
徴
。
こ
の

寸
」
同
庖
の
若
木
氏
は
「
普
通
地

た
め
グ
ル
ー
プ
客
に
も
好
将

一吋一
下
へ
は
客
が
入
り
に
く
い
も
を
得
で
い
る
よ
う
だ
。
迩山
M

j
A
一
の
だ
が
、
T
V
ゲ
l
ム
の
主
に
当
た
っ
て
い
る
の
は
阿
倍

d
一流
で
あ
る
テ
ー
ブ
ル
型
を
地
周
辺
で
パ
チ
ン
コ
作
胞
を
展
開

一一
下
に
集
中
さ
せ
、
中
二
階
よ
し
て
い
る
胸
日
本
企
業
¥

戸
一
り
こ
っ
た
仕
掛
飾
を
施
し
て
い
同
社
の
ゲ
l
ム
場
担
当
者
は

，F
4
一
る
た
め
、
客
は
中
二
階
で
プ
「
ゲ

l
ム
は
ど
ち
ら
か
と
言

一
レ
イ
し
で
も
必
ず
一
度
は
地

え
ば
ヤ
ン
グ
向
け
の
も
の
だ

一
下
に
降
り
て
く
れ
る
」
と
し
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
多

一
て
地
下
ロ
ケ
と
い
う
不
利
な
い
新
総
で
は
新
宿
の
よ
う
な

一
条
件
も
工
夫
次
第
で
克
服
で
派
手
な
展
開
は
で
き
な
い
。

-
き
る
こ
と
を
強
調
。
同
底
の
し
か
し
そ
の
反
雨
、
叫刷
機
敏

-
玄
関
純
分
に
は
庖
名
に
ち
な
に
そ
う
左
右
さ
れ
な
い
の
で

-
ん
で
、
二
人
の
女
性
が
大
き
安
定
し
た
進
蛍
が
で
き
る
」

白
な
ニ
ン
ジ
ン
と
並
ん
で

い
る
と
語
る
。

号
一
裟
飾
を
施
し
て
い
る
。

「

ゲ
i
ム
ハ
ウ
ス
七
世
」

7
一

「
レ
γ
ド
ア
ロ
|
」
は
昨

は
新
総
釈
南
側
の
高
架
下
に

山
一
年
六
月
に
新
装
オ
ー
プ
ン
し
あ
り
、
以
前
は
オ
ー
ナ
ー
の

智

一た
庖
で
、
街
頭
か
ら
底
内
ま
側
東
利
企
業
が
運
営
に
当
た

ー
一
で
赤
を
甘
棒
鋼
と
し
た
配
色
が
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
側
夕

刊
一
な
さ
れ
て
い
る
。
フ
ロ
ア
商

イ
ト
ー
が
リ
l
ス
お
よ
び
巡

月
一
積
は
約
三
十
蹄
あ
る
が
、
テ
首
に
当
た
っ
て
い
る
(
ニ
ュ

屯
一

l
ブ
ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機
の

l
叫刊
紙
ピ
ル
内
の

「
ロ
イ
ヤ

計
一
み
十
八
台
設
置
し
た
余
絡
の
ル
」

「
五
世
」
も
問
機
)
。

8
一あ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
だ
。
ゆ
っ
岡
市
胞
の
庖
内
は

mmが
基
調
の

ゆ
一
た
り
と
く
つ
ろ
い
だ
感

じ

で

配

色
だ
が
、
天
井
か
ら
タ
レ

-プ
レ
イ
で
き
る
た
め
、
ア
ベ
世
帯
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
・
阪
や

)

一
ッ
ク
や
女
性
客
に
殺
し
ま
れ
か
に
吊
り
下
げ
て
あ
る
た
め
、

ru一
て
い
る
。

と
く
に
片
側
の
援
そ
う
時
い
感
じ
は
し
な
い
。

フ
ロ
ア
商
績
は
約
四
十
川
町
あ

り
、
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
ー

ム
機
三
十
八
台
を
中
心
に
、

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型
T
V
ゲ
ー

ム
機
三
台
、
フ
リ
ッ
パ

l
二

台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機

数
台
、
社
四
十
五
ム
口
を
設
置

し
て
い
る
。

さ
で
ニ
ュ

l
新
総
ピ
ル
だ

が
、
ゲ
ー
ム
場
は
二
階
に
五

剖刷
、

一
階
に

一
粁
、
地
下

一

黒
色
中
心
の
配
色
で
暗
〈
な
り
が
ち
な
腐
肉
を
タ
レ

曹
界
な
ど
で
明
る
〈
し
て
い
る
フ
ケ
l
ム
ハ
ウ
ス
七
世
』

壁
画
を
う
ま
〈
利
用
し
て
ベ
ン
チ
式
の
イ
ス
{
写
真

左
)
に
し
て
い
る
「
レ
ッ
ド
ア
ロ
l
』
の
庖
内
に
て

.

州
則

『

a 一重量

め
の
ア
ダ
ル
ト
層
が
ち
屑
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
川崎
は
す
べ
て
新
総

駅
西
側
に
あ
り
、
と
く
に
駅

前
に
あ
る
地
上
十

一
階
建
て

の
ニ
ュ

l
新
総
ピ
ル
に
そ
の

大
部
分
が
集
中
し
て
い
る
。

同
ピ
ル
に
は
約
千
軒
余
り
の

テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て
お
り
、

地
下

一
階
か
ら
地
上
二
階
ま

で
は
飲
食
応
や
洋
品
雑
貨
の

底
な
ど
が
ひ
と
つ
の

S
Cを

織
成
し
て
い
る
。
イ
ン
ベ

l

ダ
l
ブ
l
ム
を
機
に
ゲ
l
ム

場
に
衣
答
え
を
す
る
昨
胞
が
揃唱

え
、
一
時
は
同
ピ
ル
内
に
三

十
数
肝
も
の
ゲ
l
ム
場
が
ひ

し
め
き
合
っ
て
い
た
と
い
う
。

現
在
は
そ
の
数
も
半
減
し
た

と
は
い
え
、

一
つ
の
ピ
ル
内

イ
ト
ー
か
ら
側
ナ
ム
コ
に
臥
固

に
十
四
析
も
の
ゲ

l
ム
場
が
わ
っ
て
お
り
、
中
二
階
と
地

し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
の
は
下
の
ニ
フ
ロ
ア
で
の
巡
営
で

や
は
り
異
常
と
さ
え
昔
守
え
る
合
計
約
四
十
持
。
中
二
階
に

だ
ろ
う
。
同
ピ
ル
内
の
ほ
か
は
T
V
ス
ロ
ァ
ト
な
ど
の
メ

に
通
り
に
面
し
た
ゲ
l
ム
均
ダ
ル
ゲ
|
ム
機
八
台
、
コ
ッ

が
三
剥
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
務
ク
ビ
ッ
ト
型
T
V
ゲ
l
ム
機

ち
著
い
た
迩
バ
討
を
展
開
し
て
四
台
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型
T

い
る
。
各
ゲ
|
ム
場
は
数
台

V
ゲ
l
ム
機
七
台
、
テ
i
ブ

の
機
械
を
除
き
す
べ
て

}
ゲ

ル

型

T
V
ゲ
l
ム
機
数
台
を

l
ム
五
十
円
と
な
っ
て
い
る
。
設
置
し
、
ア
ダ
ル
ト
向
け
の

ま
た
ア
ダ
ル
ト
客
が
中
心
の
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
い
る
。
地

た
め
か
、
麻
雀
な
ど
の
シ
ミ
下
は
入
口
か
ら
ら
せ
ん
階
段

ユ
レ

l
シ
ヨ
ン

T
V
ゲ
l
ム
で
降
り
て
い
く
と
、
階
段
下

機
が
設
置
機
械
の
三
分
の

一

部

に
休
憩
用
の
ベ
ン
チ
が
備

か
ら
半
分
を
占
め
て
い
る
。

え
ら
れ
、
m
紳士
闘
は
三
角
形
の

「
プ
レ
イ
シ
テ
ィ

・
ピ
ッ
板
を
組
合
わ
せ
た
街
白
い
裟

グ
キ
ャ
ロ

γ
卜
新
橋
底
」
は
拙
仰
が
な
さ
れ
て
い
る
。
地
下

二
年
ほ
ど
前
に
巡
営
が
鮒
タ
フ
ロ
ア
は
テ
ー
ブ
ル
型
T
V

立
恥F
a

一$
J

一a

上
の
写
真
は

『ビ
ッ
グ
キ
ャ
ロ
ッ
ト
新
橋
唐
」
の
地

下
フ
ロ
ア
と
玄
関
額
分
。
右
は
悶
腐
の
若
木
立
也
氏

， • 
階
に
八
割引
あ
る
。
と
く
に
地

下
で
は
各
ゲ
l
ム
湯
が

T
字

形
に
ズ
ラ
リ
と
好
を
並
べ
て

い
る
。
た
だ
こ
れ
ら
ゲ
l
ム

場
の
う
ち
、
間
百
四
相
者
が
い
な

く
て
機
械
を
設
経
し
て
い
る

だ
け
と
い
う
応
の
多
い
こ
と

が
気
に
か
か
る
点
だ
。

「
新
総
ゲ
ー
ム
ラ
ン
ド」

は
悶
ピ

ル
内
で
最
古
参
の
ゲ

ー
ム
場
。
地
下
μ

ゲ
l
ム
術
H

の
中
心
で
の
運
リ
一
品
で
活
況
を

塁
し
て
い
る
。
約
二
十
五
煉

の
フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
州島

T

V
ゲ
l
ム
機
約
三
十
台
、
コ

ッ
ク
ピ
y
ト
型
T
V
，ケ
l
ム

機
二
台
、
そ
の
他
ア
i
ウ
l

ド
ゲ
l
ム
機
二
台
を
設
置
。

応
内
に
は
十
八
歳
未
満
の
者

リ
ー
ス
業
と
一
郎
仏
い
事
業
を

版
関
し
て
い
る
。
そ
し
て
ジ

ュ
l
ク
ボ

γ
ク
ス
で
使
用
ず

み
の
合
く
な

っ
た
レ
コ
ー
ド

を
、
ロ
ケ
で
の
一
定
以
上
の

得
点
者
に
進
呈
し
て
い
る
。

同
社
は
二
階
の

マ
ケ
l
ム
ラ

ン
ド
新
橋
」

も叩
控
訴
し
て
お

り
、
こ
こ
は
寸
五
坪
の
フ
ロ

ア
、
が
二
つ
あ
る
。

方
に

-M

雀
、
花
札
、

将
棋
な
ど
の
テ

ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機
二

十
台
、

も
う

一
つ
の
フ
ロ
ア

は
そ
の
他
の

T
V
ゲ
ー
ム
機

二
十
五
台
を
設
訟
。
地
下
ロ

ケ
で
も
こ
の
よ
う
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン

T
V
ゲ
l
ム
機

(
約
二
卜
台
)
を
別
に
し
て

設
践
し
、
公
休
み
に
な
サ
ラ

9 • 

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

た
め
容
の
九
訓
以
上
が
サ
ラ

リ
ー
マ

ン
に
な
り
、
人
気
機

種
も
麻
復
ゲ
l
ム
か
ド
ラ
イ

ブ
ゲ
ー
ム
に
偏
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
某
ゲ
|
ム
場
が

一
ゲ

i
ム
丘
十
円
の
運
営
を
始
め

た
た
め
、
今
で
は
こ
の
ど
ル

の
ロ
ケ
は
令
部
そ
れ
に
右
へ

な
ら
え
を
し
て
し
ま
っ
た
。

子
ど
も
客
が
米
な
い
う
え
五

十
刊
の
設
定
と
い
う
の
だ
か

ら
、
売
」
げ
は
か
な
り
減
っ

て
し
ま
っ
た
。

私
は
料
金
設

定
や
山
富
業
方
法
に
つ
い
て
こ

の
ピ
ル
内
だ
け
で
も
統

}
し

た
も
の
に
し
よ
う
と
呼
び
か

け
た
の
だ
が
、
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
」
と
漏
り
、
結

H

ゲ
ー
ム
場
の
デ
パ
ー
ト
H

の
入
信
は
午
後
六
時
ま
で
と

N
H
K
t
k
R
思
で
江
川
-
T
5
1

H
l
pe
vt

竺
フ
的
れ
(
日

tvpf
J'
i
t

て
い
る
よ
う
だ
。
述
山
富
に
当

た
る
松
本
尚
市
中
川
酬
は
ジ
ュ
ー

ク
ボ
ッ

7
ス
の
り
l
ス
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
削
叫
荘
は
同
業

務
と
と
も
に
ゲ
ー
ム
坊
の
オ

ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
織

リ
l
マ
ン
で
満
席
に
な
る
と

い
・
?。

松
本
商
事
仰
の
紙
本
氏
は

「
こ
の
川
辺
の
小
中
山
・
L
校
で

は

一
年
ほ
ど
前
か
ら
生
徒
の

ゲ
i
ム
場
へ
の
す
一入
り
を
判
明

止
し
で
お
り
、
今
で
は
小
中

学
生
一
の
答
が
ほ
と
ん
ど
米
な

外
の
明
る
さ
告
カ
ラ
1
ガ
ラ
ス
で
や
わ
ら
か
〈
採
り

入
れ

τい
る
、
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ザ
・
ロ
イ
ヤ
ル
L

に
て

麻
世
置
や
将
娘
、
碁
の
T
V
ゲ
l
ム
を
設
置
し
た
『
ゲ

ー
ム
ハ
ウ
ス
五
世
」

。
天
井
の
装
飾
に
注
目

局
過
勺
競
争
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
必

上
げ
が
下
が
り
閉
凶
し
た
ロ

ケ
も
こ
の
ご
ヰ
で
凶
朴
ほ
ど

山
山
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
同

氏
は
「
管
埋
資
任
者
の
い
な

い
ゲ
i
ム
坊
が
多
い
の
は
問

題
ど
」
と
貯
を
ひ
そ
め
、
ひ

ど
い
の
に
な
る
と

日
間
ほ

ど
H

欣
即
位
向
し
た
ま
ま
の
胞

も
あ
る
と
い
う
。

「
タ
イ
エ

l
フ
レ
イ
ラ
ン

ド
」
は
約
卜

.
K
Nの
フ
ロ
ア

に
テ
ー
ブ
ル刊』
T
V
ゲ
ー
ム

機
一一
十

μ台
、
ア
y
プ
ラ
イ

ト
型
T
V
ゲ
l
ム
機
・一ム
リ、

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型
T
V
ゲ
ー

ム
機
-
一台
、
フ
リ
y
パ
i
凶

台
、
計
川

l
a
玉
川
凡は初出
。
山

内
は
両
側
の

mmか
ら

y
ル
の

絡
ま
っ
た
太
い
本
を
突
き
出

さ
せ
る
な
ど
、
感
じ
の
よ
い

拶

川

%
。
刷
出
を
泌
訴
す
る

側
タ
イ
ト
l
は
、
こ
の
ほ
か

悶
ピ

ル
内
で
州
粁
の
ロ
ケ
を

巡
は
し
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ

「ゲ
l

今

fz ，、

ル
・
ポ
ジ
シ
ョ

mc:ロ

平
素
は
格
別

の
お
引
立
て
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
発
売
以
来
ご
好
評
を
頂
い
て
い
わ
り
ま
す
弊

一祉
の
グ
ポ

l
ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。
は
、
皆
様
の
町
盛

な
る
需
要
に
応
ず
べ
く
、
増
産
致
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、

皆
様

の
ナ
ム
コ
製
品
の
日
頃
の

ご
愛
顧
に
お
応
え
し
て
、
特
別
価
格
に
て
左
記
の
通

り
発
売
致
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
お
早
目
に

お
申
込
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

n 

Bg 
キロ

戸
U二

月
T
l

句

1
四
月
上
旬

七
五

O
、
0
0
0円

葉
書
ま
た
は
封
書
に
、
会
社
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
ご
明
記
の
上
、
当
社

販
売
部
宛
へ
お
申
込
下
さ
い

。
折
り
返

し
、
当
社
ま
た
は
当
社
製
品
取
扱
い
会

社
よ
り
、

ご
連
絡
さ
せ
て
頂
さ
ま
す
。

な
お
、
数
量
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、

U
D
申
込
み
の
皆
様
八
五
員
に
販

売
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
リ
得
ま
す
こ

と
、
ま
た
多
量
の
お
申
込
み
に
対
し
ま

し
て
は
、
台
数
の
制
限
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
も
あ
り
得
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下

弘
、
ぃ
。

五
十

八
年
二
月

発
売
期
間

謝
恩
価
格

申
込
方
法

株〒146

式
.6.. 
ヨミ

社

東
京
都
大
田
区
多
摩
川
二
|
八
|
五

ナ
ム
コ

販
売
部
販
売
課
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平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜

リ
辱

く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
五
十
八

年

二
月
十

五
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

に

於
て
弊
社
が
発
表
し
ま
し
た
「

S
K
A
T
E
R
G
A
-
T
E
R

(
ス
ケ

1
7
1
)
」

に

つ
き
ま
し
て
は
、
出
由
揖
怖
か
ら
絶
大
な

ご
好

評
を
賜
リ
、
辱

く
お
礼
申
し
ょ
げ
ま
す
。

本
ビ
デ
オ
ゲ

i
ム
は
弊
社
が
独
自
に
開
発
し
た
オ
リ

ジ
ナ

ル
製

品
で
あ
リ
、
従
っ
て
、

こ
の
ゲ

1
ム
を

弊
祉
に
毎
日
断
で
模
倣

ま
た

は
、
こ
れ
に
類
似
す
る
ゲ

ー
ム
機

を
製

造
、

販
売
し
又

は
設
置
、

使
用
す
る
等
の
行
為
は
、
著

作

権
法
、
工
業
所
有
権
法
、
不
正
競

争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、
弊
祉

の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す

る

こ
と

に
な
リ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行

為

の
な
い

よ
う
充
分

ご
注

意

を

業

界

の
秩
序
維
持
と
健
全
な
発
展

の
為
、
皆
様
方
の

ご
協

カ
を
お
願
い
申
し
ょ
げ
ま
す
。

つ
主
ま
し
て
は、

賜

リ
、

昭
和
五
十
八
年
ニ
月

東
京
都
鹿
島
区
南
池

袋
三
ノ
九
ノ
五

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
株
式
会
社

福

田

哲

夫

代
表
取
締
役



ラ
ザ

・
ロ
イ
ヤ
ル
」
は
岡
ビ

T
V
麻
雀
ゲ
l
ム
機
の
人
気
丘
坪
の
フ
ロ
ア
に

T
V
ゲ
i

ル
内
ロ
ケ
で
川
町
大
規
模
の
フ
が
お
く
、
問
機
極
を
集
中
さ
ム
機
の
み
約
二
十
台
(
そ
の

ロ
7
約
六
十
蝉
を
有
し
、
会
せ
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
ま
う
ち
一
台
が

コ
y
ク
ピ

y
ト

ゲ
l
ム
は

一
プ
レ
イ
五
十
円
た
「
ゲ
i
ム
ハ
ウ
ス
丘
世
」
型
で
あ
と
は
テ
ー
ブ
ル
盟
)

で
「
百
円
硬
貨
は
使
用
で
き
は
フ
ロ
ア
磁
制
約
十
持
と
小
を
設
訟
。
「
ゲ
i
ム
ス
ポ
ツ

ま
せ
ん
」
と
明
示
。
同
脂
は
規
模
だ
、か
、
間
活
に
は
麻
雀
、
ト

7
4
7
」
は
問
社
が
り
l

ピ
ル
の
端
に
あ
り
、
外
か
ら
将
棋
、
慈
な
ど
の
テ
ー
ブ
ル
ス
し
て
い
る
信
で
、
T
V
ゲ

の
光
を
カ
ラ
i
ガ
ラ
ス
に
よ
裂
T
V
ゲ
ー
ム
機
の
み
を
投

l
ム
機
の
み
三
十
七
台
を
殺

り
う
ま
く
採
り
入
れ
、
応
内
出
品
。
応
内
は
山
地
に
太
い
赤
置
。

の
ム

I
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
色
と
細
い
音
色
の
ラ
イ
ン
を
こ
れ
ら
五
底
の
何
日
狸
に
当

る
。
殺
援
機
種
は
テ
ー
ブ
ル
定
ら
せ
た
配
色
で
、
天
井
中
た
っ
て
い
る
小
林
氏
は

「
こ

型
T
V
ゲ
l
ム
機
四
十
五
台
、

央
却
に
波
形
の
凶
い
の
よ
う
の
一
年
で
小
、
中
学
生
は
ほ

7

y
aフ

ラ
イ
ト
製
T
V
ゲ
!

な
も
の
を
装
飾
し
、
治
水
燃
と
ん
ど
来
な
く
な
っ
た
が
、

ム
機
四
台
、
コ
y
ク
ピ
ッ
ト
の
内
部
に
い
る
よ
う
な
感
じ
そ
れ
だ
け
に
気
を
使
わ
な
く

型
T
V
ゲ
l
ム
機
二
台
、
フ
に
さ
せ
る
。
「
ジ
呈
イ
ラ
ン
て
済
み
佐
官
隅
唱
が
楽
に
な
っ
た

リ
ツ
パ

|
五
台
。
こ
こ
で
も
ド

・
ニ
ュ

l
新
係
」
は
約
十
と
言
え
る
」
と
祷
る
。

「ワ
ー
ル
ド
ゲ
l
ム
新
橋
」

は

一
階
で
唯

一
の
ゲ
l
ム
場
。

約
一
十
婦
の
フ
ロ
ア
に
テ
ー

ブ
ル
裂
T
V
ゲ
l
ム
機
二
十

二
台
、
ア

y
プ
ラ
イ
ト
型
T

( 8 ) 第三機郵便物忽可

すっきりした厳鎗とレイアウトの rタイエープレイランド

ゲームマシン第207号

常連客には年輩の
男性も多いという

rワール ドゲーム
新機Jは、 明るい

庖内で好鰐

所書脅しとゲーム織を並ベた 'ゲームスポット 74 7 Jのようす

V
ゲ
1
ム
機
二
台
、
コ
ッ
ク
い
と
ま
す
ま
す
社
会
的
な
イ
大
パ
ネ
ル
を
掲
示
し
た
モ
ダ

ピ
7
卜
型
T

Vゲ
l
ム

機

一

メ

i
ジ
を
.
恕
く
す
る
。
ゲ
l

ン
な
庖
で
、

T
V
ゲ
l
ム
機

台
、
フ
リ
ー
パ

l
三
台
、
計
ム
場
は
見
返
り
の
な
い
娯
楽
の
み
十
三
台
(
う
ち
コ

γ
ク

二
十
八
台
を
設
置
。
同
庖
の
の
縫
供
が
大
前
提
だ
か
ら
、

ピ

7
ト
製
一

台
で
あ
と
は
テ

管
理
を
す
る
湯
浅
氏
は
客
と
答
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は

l
プ
ル
型
)
設
鐙
。
「
ゲ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
常
に
底
内
を
清
潔
に
し
気
持
ム
一
扇一
屋
」
は
青
い
け
い
光
灯

大
切
に
し
て
お
り
「
官
両
得
点
よ
く
プ
レ
イ
し
て
も
ら
う
こ
に
よ
り
一
胤
変
わ
っ
た
ム
ー

を
出
し
た
客
に
は
、
他
の
客
.
と
だ
け
だ
」
と
語
る
。

ド
を
出
し
た
庖
で
、
テ
|
ブ

に
も
聞
こ
え
る
よ
う
な
声
で
こ
の
ほ
か

「
ゲ
|
ム
セ
ン

ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機
の
み
こ

そ
れ
を
誉
め
た
た
え
、
客
の
タ

l
・
ビ

ッ
グ
ウ
エ

ル
」
と
十
三
台
設
置
し
て
い
る
。
「ピ

自
己
満
足
を
け
取
大
阪
に
高
め

「ゲ
l
ム
コ
ー
ナ
ー

・
ピ

ァ

デ

オ

ゲ

i
ム

・
リ
ド
」
「
ゲ

て
あ
げ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
ゲ
グ
ウ
エ
ル
」
は
と
も
に
側
四

l
ム
ラ
ン
ド

・
リ
ド
L

は
と

l
ム
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
国
商
事
の
逐
訟
で
、
通
路
を
も
に
喫
茶
応
用
の
楽
な
イ
ス

る
。
ま
た
不
良
じ
み
た
人
の
は
さ
ん
で
向
か
い
合
っ
て
い
を
採
用
し
て
お
り
、
や
は
り

来
場
は
断
っ
て
い
る
。
昨
年
る
。
向
庖
と
も
テ
ー
ブ
ル
製
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
|
ム
機

底
内
を
大
変
明
る
い
ム

l
ド

T
V
ゲ
i
ム
機
〈
両
市
出
合
計
を
中
心
に
設
置
。

に
改
装
し
て
か
ら
は
好
評
だ
。
五
十
台
)
が
中
心
で
、
コ
γ

ニ
ュ

l
新
橋
ピ
ル
内
で
は

や
は
り
ゲ
l
ム
場
は
明
る
い
ク
ピ

y
ト
型
T
V
ゲ
l
ム
機
無
人
ロ
ケ
が
多
い
う
え
、
狭

こ
と
、
人
間
間
士
の
つ
な
が
と
占
い
機
を
各
一
台
設
省
。
い
フ
ロ
ア
に
余
裕
も
な
く
機

り
を
も
て
る
場
で
あ
る
こ
と
「
ア
メ
リ
カ
ン
レ
デ
ィ
」
械
を
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
て
設

が
大
事
で
あ
り
、
そ
う
で
な
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
・
似
景
の
聞
出
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

る 一 一

学校の教室のような機械配置の rゲームセンター・ビッグウエル」

州 !SO"

フレイシティ・ピックキ廿ロット新縄后 港

区新縫2-8・7、合503・6483、本従=腕ナムコ

(n759-2311) 

レッドヲフロー 新僑2-8・11、告なし、本柱=

側臼本企業(宮580・9765)

ゲームハつス7t!!新矯3・25・19、n794・034

1、本柱=側タイトー (n264-8611)

以下はすべて新潟2・16・1、ニュー新潟ピル内。

2F ゲームプラザ・ロイヤル n501-1756、

本在=勝タイトー

ゲームランド新情

=俗本商事扮。

ゲーム扇屋 台501・4814、本社=開鹿

屋~昆后 〈含0474・67・0188)
ピデズゲームリド宮591-5640、経

包奮不明。

ゲームランドリド含悲し、岡上。

ワールドゲーム新縫 n504-0528、本

祖=東京キヤピスート〈宮404-3056)

新縄ゲームランド n591-2お0、直営

=総本酒事鰍。

ゲームコーナー・ピックつヱル

0・4349、直営哨程調趨襲。

ゲームセンター・ ピックつエル

し、也E吉=岡主。
タイエープレイランド

本社=側タイトー

ジョイランド・ニュー新縄

本主1=向上。
ゲームハウス5世

=同上。

ゲームスポット747

i.f.往=悶上。

フコメリカンレディ

=宕佐。

1データ 岨人τ

1983年3月1日

ョ. • 
第三根郵便物認可ゲームマシン

けこム場lレえヂ
第207号月1日198 

来行

合 59ト28目。、箆営

Sな

n503・6482、:lf>柱

告 580・7607、

宮580・7607、菌室霊

合 59

宮 501・3984、

宮なし、

1F 

81 
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山ト舗*(

一一1怠 i .. ・1，枚の硬貨 1-6・10・201 
クレジ yトoK ! (最大 1

・硬貨を連続投入時も〆モ l
リ一回路仁よη・ノンミス j 

・穂子ライター対策済f i 

ブルーの照明でムードを盛りよげτいる「ゲーム濁JiiJのようす

r価値あるこユーマシンをディストリビュートするィ
ゼピウス アイスちゃん雀豪

切使櫨.大.仕臓提申11

:w型・レギュレーター】:スディλ. スケーター

自由にメロディを選んで

ペンギンとシーソー遜ぴ

本格マージャン 3人打ち

コンビュータ 2人と対戦

神秘感あふれる画面美 !!

多彩なキャラクター登場

ピエロがローラースケー

トで障害物をまたぐ/

M .I.Pイ士織

・+5V=7A . +12V=IA .-5V =IA 

・6ヶ月保障付{期間内不良時、OB交換}

【東映カラーll'Jモニタ111
14・18・20;型

信頼度は

世界1

(パルサー1200

-イタ ズラ対君臨c:完~ !

電電子ライター・針金で

は動作し ません.

・イ 9 ズラ ~e ・@ブザ
ー音でE陸軍IJします.

・1-3枚の硬貨・ 1プレ

イの切換えができます.

* 
クリアf

トアウト

イタズラされると
完全シャツ

測隊

①電子ライター防止機能ノ

画面をク リアL、クレジッ ト・日"と

なη、ブザー @断続審で知らせます。

③糸釣・針金防止機能/

画面をクリ アL、クレジ yト“0・・と

なり、ブザー@断続審で知らせます.

①スピーカー音でガンガン警報〆

。A端子・をスピーヵーに接続する

と、ブザー奮の代"にスビーカーよ

η ‘ファンファン音"を出せます.

⑥電源 ON"時のクレジ yト上旬等

の争ラプルは皆無です。

⑤コイン枚数の切換え可能

1-3牧町硬貨・lプレイの切換えが、

ディ γプスイッチで簡単にできます。

電子ライター・ハリガネ

司M

スナイパー・シリーズ ICE-CHAN ..JANGOU XEVIOUS SKATER GAITER 
f、• 

大阪市東淀川区上新.F.E3・14-11 

-ピー4!l216232

まず、お電隠して下さい

06(326)6700 
ム・ア

信頼の技術とア7~ーサービスが自慢の会社です F

株式会社M.I.P
〈繕込先〉往左銀行庄内主広鍋ヱム・アイ・ピー4!l21

'83NAO:Pミューズメント
エキスポで全機種出昂/

民ーパースナイバ寸
女カードエッジ・取付金具付
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造品)クオフツ「スクランブJレ」のノ

-ゲームズ社

侵

ビデオ

作

• オムニ

る

スターン 対

よ

イレクトロニックス社

製造に

• 

タ
l

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
く
こ
と
に
よ

っ
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
財
政
的
記

録
の
分
析
で
あ
る
と
影
像
と点
目
の
シ
ー

ケ
ン
ス
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
同

一
の

「
結
果
」

を
生
じ
さ
せ
る
た
め
に
多
く

の
災
な
る
コ

ン
ピ
ュ

l
ヂ

l
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
再
生
は
可
能
で
あ
る
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
た
ん
な
る
「

二
え
の
結
果

を
も
た
ら
す
た
め
に
、
直
接
ま
た
は
間

後
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
使
用
す
る
-

組
の
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

〔す
な
わ
ち
デ

ー
タ
〕
ま
た
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」

で
あ
る
。

一
九
八

O
年
十
二
月
ト
二
日

付
法
作
第

一
O
粂
川

(一

九
七
六
年
箸

作
権
法
第

一
O
一
条
を
改
正
す
る
)。

初
歩
的
な
例
を
と
ろ
う
。

H
4
H
を
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
す
る
結
果
は
、
2
と
2
を

足
す
、
7
か
ら
3
を
引
く
、
ま
た
は
そ

の
他
い
ろ
い
ろ
な
力
法
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
ン
ヨ
ン
に
よ
っ
て
逮
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
の
プ
レ

ー
を
再
生
す
る
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

舎
く
に
は
非
常
な
努
力
を
婆
す
る
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
や
れ
ば
で
き

る
仕
事
で
あ
る
。

原
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て

「
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
」
の

「
ノ
ァ
ク
オ
フ
」
が
作

ら
れ
る
リ
ス
ク
に
対
し
で
州
開
設
を
線
保

す
る
た
め
、
コ
ナ
ミ
は
そ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
文
芸
の
者
作
物
と
し
て
笠
録
し
な

い
で
、

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
の
彩
像
と

音
と
を
叩
情
聴
覚
著
作
物
と
し
て
登
録
し

た
。

(
一
九
七
六
年
彩
作
縫
法
第

一
O

ニ
粂

ω附
)
著
作
権
法
は
、

「視
聴
覚

著
作
物
」
を
、

「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ

l
、

団• • • 

土井輝生

1982年 1月20日判決)

回直~園田囚圏圏直~園圃~

(合衆国控訴裁判所第2巡回区

ベユベエ
早稲田大学教授• • 

事

実

ス
タ
ー
ン

・
イ
レ
ク
ト
ロ
ニ

γ
ク
ス

社

(的

Z
Z
巴
2
q
2
5・
2
口・
}(原

告
、
被
控
訴
人
)
は
、
ビ
デ
オ
ゲ
l
ム

そ
の
他
の
ア
ミ
ユ
|
ズ
メ
ン
卜
機
械
を

製
造
し
、
全
世
界
で
販
光
す
る
ア
メ
リ

カ
の
会
社
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
-
月
、

ロ
ン
ド
ン
の
見
本
市
で
、
ス
タ
ー
ン
は

自
本
の
会
社
、
コ
ナ
ミ
工
業
株
式
会
社

が

一
九
八

O
年
末
に
開
発
し
た
ビ
デ
オ

ゲ
|
ム
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
を
↑見
え
。

こ
の
ゲ
|
ム
の
視
聴
党
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

は
、

一
九
八
一
年

一
月
八
日
、
日
本
で

最
初
に
発
行
さ
れ
た
。
ス
タ
ー
ン
は
、

コ
ナ
ミ
の
叫
排
他
的
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
か
ら

北
米
と
南
米
に
お
い
て
「
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
」
ゲ
I
ム
を
販
先
す
る
矧
他
的
な
サ

プ
ラ
イ
セ
ン
ス
を
え
て
、

一
九
八
一
年

三
月
十
七
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
で

こ
の
ゲ
l
ム
の
販
売
を
開
始
し
た
。
「
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
」
ゲ

l
ム
は
非
常
に
好
評

で
、
最
初
の
ニ
ヶ
月
間
に
一
台
約
二
千

ド
ル
で
-
万
台
売
れ
、
売
上
げ
は
こ
千

万
ド
ル
に
の
ぼ
っ
た
。

一
九
八

-
年
四
月
十
四
日
、
合
衆
国

著
作
権
局
は
コ
ナ
ミ
に
対
し
て
視
聴
覚

務
作
物
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
の
貌
作
権

登
録
証
を
発
行
し
た
。
そ
の
後
間
も
告

く
、
ラ
イ
セ

ン
ス
お
よ
び
ス
タ
ー
ン

に

対
す
る
サ
プ
ラ
イ
セ
ン
ス
に
関
す
る
文

書
が
著
作
総
局
に
鍵
山
山
さ
れ
た
。
一

九

七
六
年
著
作
樋
法
第
四

O
八
条
削
に
基

づ
き
著
作
織
を
取
得
す
る
著
作
物
の
複

製
物

(
n
o
Z
5
)
を
納
入
す
る
た
め
、

コ
ナ
ミ
は
、
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
ゲ
ー

ム
の
ア
ト
ラ
ク
ト
・モ
ー
ド
と
プ
レ

1
・

モ
i
ド
の
両
方
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
著

作
権
局
に
提
出
し
た
。

一
九
八

O
年
十
二
月

一
目
、
オ
ム
ニ
・

ビ
デ
オ

・
ゲ
ー
ム
ズ
社
(
。
冨
ヨ
〈
包
2

0
9ヨ
g
L
E・)
(
被
告
、
投
訴
人
)
の

社
長
は
、

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
の
名
称

を
付
し
た
シ
ル
ク

・
ス
ク
リ
ー
ン
の
、
ネ

ー
ム
・

プ
レ
ー
ト
を
刊
枚
注
文
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
九
八

一
年
三
月
十
七
日
(
ス

タ
ー
ン
が

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
ゲ
l
ム

の
販
売
を
開
始
し
た
白
)
ま
で
の
あ
い

だ
に
、
オ
ム
ニ
は
ヘ
ッ
ド
ボ
l
ド
に
「
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
」
の
名
称
を
付
し
た
ビ
デ

オ
ゲ
i
ム
五
台
を
販
売
し
た
。
一

九
八

&J@[iJ回目回国回目
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C 
一
年
四
月
、
ォ
ム
ニ
は
ス
タ
ー
ン
が
版

受
し
は
じ
め
た

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
ゲ

ー
ム
と
同
じ
名
ね
を
付
し
、
画
面
も
音

も
同
一
の

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
と
呼
ぶ

ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
の
販
売
を
同
開
始
し
た
。

オ
ム

ニ
は
、
業
料
で
は
「
ノ
ッ
ク
オ
フ
」

と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ー
ン
の

「
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
」
ゲ
ー
ム
の
コ
ピ
ー
を
数
百
ド
ル

安
い
値
段
で
販
売
し
た
。

ス
タ
ー
ン
は
、

一
九
八

一
年
五
月
二

斗

l
二
目
、
述
邦
地
方
裁
判
所
(
ニ
ュ

ー

ヨ
ー
ク
東
部
地
区
}
か
ら
、
オ
ム
ニ
に

対
し
、
著
作
権
侵
答
お
よ
び
商
標
侵
害

を
理
由
と
す
る
予
備
的
差
止
命
令
を
え

た
。
オ
ム
ニ
は
、
控
訴
し
た
。
オ
ム
ニ

は
、
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」

の
影
像
と
音
は
一
九
七
六
年
特
作
機
法

第
一

O
ニ
粂

ωに
定
め
る
回
定
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
要
件
を
欠
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
と
い
う

様
意
に
つ
い
て
は
ス
タ
ー
ン
で
は
な
く

オ
ム
ニ
が
制
限
越
す
る
権
利
を
も
っ
て
い

る
、
と
主
張
し
た
。

判

j夫

著
作
権
問
題

オ
ム
ニ
は
、
そ
の
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」

ゲ
i
ム
の
販
売
を
禁
止
す
る
予
備
的
差

止
命
令
が
迷
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
に

あ
た
っ
て
、
コ
ナ
ミ
と
そ
の
サ
プ
ラ
イ

セ
ン
シ
ー
で
あ
る
ス
タ
ー
ン
が
そ
の
「
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
」
ゲ
l
ム
に
つ
い
て
著
作

機
保
護
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と

は
争
っ
て
い
な
い
。
ォ
ム
ニ
は
、
コ
ナ

ミ
が
そ
の
ゲ
ー
ム
の
視
覚
的
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
の
彩
像
と
音
を
リ
決
定
す
る
脅
か
れ

た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
だ
け
著
作
絡
を
有
す
る
に
す
ぎ

な
い
と
主
張
す
る
。
注
川
。
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
あ
る
程
度
の
保
護
を
与
え
る

が
、
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
ゲ

i
ム
の
視

聴
覚
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
影
像
お
よ
び
蛍

を
そ
の
ま
ま
再
生
す
る
「
ノ
ッ
ク
オ
フ
」

を
製
造
す
る
競
業
者
を
差
し
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、

「
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
」
と
同
じ
影
像
を
悶
じ
音
を
と

も
な

っ
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
生
じ
さ
せ
る

ビ
デ
オ
ゲ
l
ム
の
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
部
品

と
欄
}
反
作
用
す
る
新
し
い

コ
ン
ビ
ュ
ー

• • 

。
。)

ヴ
ュ
7
1
ま
た
は
篭
チ
機
総
の
よ
う
な
せ
る
こ
と
を
意
附
す
る

一
巡
の
関
透
す

機
械
ま
た
は
裟
叩
一時
を
使
附
し
て
、
付
随
る
彩
響
よ
り
な
る
著
作
物
で
あ

っ
て、

す
る
音
が
あ
れ
ば
そ
れ
と
と
も
に
、
見
フ
ィ
ル
ム
や
テ
l
プ
の
よ
う
な
著
作
物

が
は
芦
間
引
さ
れ
た
有
体
物
の
性
質
を
問
わ

な
い
」
と
定
義
す
る

(第

一
O
一
条
)。

オ
ム
ニ
は
、

コ
ナ
ミ
の

「
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
」
ゲ
l
ム
の
視
聴
覚
著
作
物
は
第

一

O
二
条

ωの
も
と
で
「
有
形
の
表
現
媒

体
に
凶
定
」
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
な
も
の
で
も
な
い
か

ら
、
そ
の
彩
像
お
よ
び
音
に
つ
い
て
コ

ナ
ミ
は
著
作
権
を
修
保
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
主
張
す
る
。

い
ず
れ
の
主
張

も
、
ゲ
l
ム
の
プ
レ

1
中
に
ス
ク
リ
ー

ン
上
に
生
ず
る
影
像
の
ン
|
ケ
ン
ス
が

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
行
動
に
よ
っ
て
迷
っ
て

く
る
と
い
う
事
実
か
ら
で
て
く
る
も
の

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

敵
の
攻
娯
を
か
わ
し
そ
こ
な
う
と
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
宇
宙
船
は
破
線
さ
れ
る
。

土井線生氏の略歴 大正15年 9月5日生れ。昭和29年
早稲田大学大学院法学研究科修土諜程修す、その後32
年ま で米国へ留学ミシシッピー大学、ハーバード大学

で法学を勉学、 33年早稲田大学に勤務、現在ば法学部

教授(国際私法、工業所有縫法)。文化庁の著作篠審議

会委員、著作織法学会会長などを兼任している。

、

プ
レ
ー
ヤ
ー
が
仙
酬
の
燃
料
補
給
施
設
を

十
分
に
破
線
し
な
い
と
、
自
分
の
燃
料

補
給
が
な
く
な
っ
て
、
宇
宙
船
は
墜
落

す
る
。
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
敵
の
ミ
サ
イ
ル

基
地
や
航
空
機
を
破
媛
す
る
と
、
こ
れ

ら
の
影
像
は
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
消
え
て

な
く
な
る
。
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
宇
宙
船
が

と
る
コ
1

ス
は
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
高
度

お
よ
び
迷
皮
調
節
に
よ
っ
て
決
ま
る
2

悦
聴
覚
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
内
容
が
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
参
加
に
よ
っ
て
彩
終
を
う

け
な
い
と
す
れ
ば
、
た
ん
に
輩
出
い
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
ば
か
り

で
な
く
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
自
体
が
著
作

権
適
格
で
あ
る
。
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は、

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
「
視
聴
覚
著
作
物
」
の

著
作
権
法
上
の
定
義
に
ム
自
殺
す
る
。
そ

し
て
、
ゲ
ー
ム
の
記
憶
装
置
は
、
著
作

物
が

「
閲
定
」
さ
れ
た
著
作
権
法
上
の

「
綾
製
物
」
(
コ
ピ

l
)
の
裟
件
を
充
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$絶銚トラ μ ス (1∞l叩)
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⑤ヱスカッション().イν'降、 20イン刊

l>ブラウンカシステー 各破

@操作パネル各樋

1t押ボタンスイッチ 11祖
也〉コーナー金具

G~マイクロスイッチ
6呈理紛パ..ル

@ フ?ン 113
骨コイ，，"ラグ 各磁

~コインスラグ取付金集

ft砂ヒ.;l-X:1tsルグー 各緩

⑮ジョイステ4ツク 各橿

⑪ジaイステ4ツクポール各織

骨ジョイステ4ツクチップ 各積

.̂キャレイジボルト {ネカクピス} 各機

骨スモーク緩各組
:fJj骨 殊スモーク緩各纏

争ノイズフィルター

.多少にかかねらず‘向調1.. 
ーホで金副ヘ鍵i縫い乏しま
す仇

-〒540 大阪市東区内殺到lT目晴香坤
T El E X 5297019 MAX -S C J 

・a路 交 信 〒飾O兵・犠媛指摘安飽 ITaa.lIl. 
τεL (0792)82・((l61(1~望号}・4乙包本代理悠 鯵式会uνジ守ーヲーピス
〒鎗~ ，常縄県順調院耐*'"震'了悶"・8珍
'"畑22:2)SZ-1111(代襲}

各祖

一x一
ル

A…MMW 

あらゆるゲーム用品の

パーツ・工具は

マックスサービスへ

d君子
L ・.1'-:

'J • 

許諾商品

アミューズメントエキスポに出晶します

特別価格にて販売します。

くリリーフ力一|
( 2人乗り周)

寸法・ W900XL 1200 X H700 
タイ?- . 60、90、120秒切替付

音響・電子メロテ'ィ

電源・ DC12V、120W
パトライト点灯

料金・ 200円、100円切替付

リリーフカ-1台、ヘルメットカ-3台 } 

バッテリーカー用制(5x4m)(ダイヤモンド)J一丸

*バッテリーカーのセット発売をいたします

京読売巨人軍

ぐ¥

〉Jijド

、、 j
k 

-・・・・圃ーカ
ーズ

り発売開始

ヘルメットカー

日のバッテリ
スポーツシリ

58年 1月よ

リリーフカー

• 
• 

( 1人乗り用)

寸法・ W500xL950 
X H550 

タイマー・ 60、90、
120秒切替付

音響・電子メロディ

電議・ DC12V、43W
料金・ 100肉、50円
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足
す
る
。
浅
間
。
著
作
権
法
は
、
「
複

製
物
」
(
コ
ピ

i
)
を
「
著
作
物
が
現

在
知
ら
れ
ま
た
は
将
来
開
発
さ
れ
る
方

法
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
た
:
:
:
有
体
物

で
、
そ
れ
か
ら
、
直
接
に
ま
た
は
機
械

も
し
く
は
仕
事
訟
の
助
け
を
借
り
て
、
そ

の
表
作
物
を
知
覚
し
、
複
製
し
ま
た
は

そ
の
他
の
+
刀
法
で
伝
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
」
と
定
義
し
、
か
っ
、

著
作
物
は
、

「
機
製
物
(
コ
ピ
l
)
:
・

:
へ
の
具
現
が
、
一
時
的
な
持
続
的
間

以
上
の
期
間
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
を
知

覚
し
、
複
製
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方

法
で
伝
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
卜

分
に
永
久
的
で
あ
リ
‘
か
っ
安
・
挺
し
て

い
る
と
き
」
に
「
同
定
さ
れ
た
」
も
の

と
す
る
と
規
定
す
る
。
(
筋
縄

O
一
条
)

削
組
の
彼
聴
覚
持
作
物
は
、
ゲ
ー
ム
の

抽
出
の
情
成
都
分
の
助
け
を
俗
り
て
知
覚

す
る
こ
と
が
で
き
る
有
体
物
、
記
憶
装

甲
叫
、
に
永
久
的
に
日
付
税
さ
れ
て
い
る
。

当
作
蹴
判
所
は
、
問
削
胆
の
視
聴
覚
著
作

物
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
参
加
に
よ
っ
て
著

作
総
連
絡
を
失
わ
な
い
と
い
う
地
方
裁

判
所
の
意
見
に
同
意
す
る
。
ゲ
ー
ム
の

す
べ
て
の
影
像
お
よ
び
音
の
シ
ー
ケ
ン

ス
全
体
が
、
プ
レ
ー
す
る
た
び
に
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
選
ぶ
宇
宙
船
の
ル
l
ト
と

ス
ピ
ー
ド
お
よ
び
砲
弾
と
レ
ー
ザ
ー
を

発
射
す
る
正
確
さ
に
よ
っ
て
変
る
こ
と

は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
影
像

の
多
く
の
側
面
お
よ
び
そ
の
出
現
の
シ

ー
ケ
ン
ス
は
、
ど
の
フ
レ

l
に
お
い
て

も
変
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
、
プ
レ
ー
ヤ

ー
の
宇
宙
船
の
外
観
(
形
状
、
色
彩
お

よ
び
大
き
さ
)
、
敵
の
航
空
機
、
地
上

の
ミ
サ
イ
ル
柑
培
地
や
悠
利
貯
蔵
施
設
、

• • 
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泌
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
定
し

た
。
当
裁
判
所
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
。

コ
ナ
ミ
と
ス
タ
ー
ン
と
が
「
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
L
7
1
7
の
使
用
を
計
画
し
た

こ
と
か
ら
オ
ム
ニ
が
こ
の
マ

i
ク
の
こ

と
を
知
っ
た
と
い
・
?
直
接
の
設
拠
は
な

い
が
、
地
方
裁
判
所
は
、
少
な
く
と
も

ス
タ
ー
ン
の
予
備
的
差
止
め
の
救
済
を

う
け
る
資
格
の
有
無
を
判
断
す
る
目
的

の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
推
論
を
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
オ
ム
ニ
は
こ
の
マ

ー
ク
を
付
し
た
ネ
l
ム
プ
レ
ー
ト
を
十

校
ど
け
注
文
し、

一
九
八
一
年
始
め
に

販
売
し
た
別
偶
の
ネ
l
ム
を
つ
け
た
ゲ

ー
ム
の
ユ
ニ

ッ
ト
の
へ

γ
ド
ポ
l
ド
に

そ
の
な
か
の
五
枚
だ
け
を
つ
け
て
、
こ

の
マ

l
タ
の
先
使
用
の
市
中
東
を
作
ろ
う

と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
地
方
波
判
所
は
、

オ
ム

ニ
が
必
怠
で
線
高
引
を
師
叫
保
す
る
た

め
第

a

一の
ラ
ベ
ル
を
付
し
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た
と
結
治
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

オ
ム
ニ
は
別
個
の
名
称
を
付
し
た
任
検

可
能
な

一
巡
の
ゲ
l
ム
に
つ
い
て
ト
レ

ー
ド

・
ネ
ー
ム
を
降
立
し
よ
う
と
し
た

と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
、

オ
ム
ニ
が
ス
タ
ー
ン
の

「
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
」
ゲ
l
ム
の
「
ノ
ァ
ク
オ
フ
」
を
作

り
、
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
の

7
1
ず
だ

け
を
付
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
ゲ
ー

ム
の
名
称
を
指
定
し
、
そ
れ
が
一
部
分

で
あ
る
上
記
の
一
迭
の
ゲ
l
ム
に
つ
い

て
は
使
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に

よ
っ
て
く
つ
が
え
さ
れ
る
。
地
方
裁
判

所
の
裁
判
官
が
判
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
被
告
が
独
立
に
『
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
』

の
名
称
を
号
案
し
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か

数
か
月
後
に
問
-
の
名
紘
を
付
し
た
ピ

デ
オ
ゲ
l
ム
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
ビ
デ

オ
ゲ
l
ム
を
生
出
践
し
た
と
す
れ
ば
、
ほ

ん
と
う
に
鴛
く
べ
き
偶
然
の

一
欽
で
あ

ろ
う
。
彼
告
ら
は
、
あ
と
で
視
聴
覚
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
を
線
倣
す
る
怠
図
を
も
っ

て
問
闘
の
車
問
周
怖
を
係
用
し
よ
う
と
し
た

と
い
う
の
が
ほ
ん
と
う
で
あ
ろ
う
。」

さ
ら
に
、
オ
ム
ニ
の
保
彦
使
用
に
対

し
て
差
止
命
令
を
ど
す
こ
と
は
、
衡
平

の
立
場
か
ら
も
卜
分
に
正
当
化
さ
れ
る。

ス
タ
ー
ン
は
、
ニ
の
標
高
唱
の
た
め
に
実

質
的
な
投
資
を
し
、
こ
の
標
章
を
付
し

た
ゲ
l
ム
機
織
を
多
歓
販
売
し
て
市
織

で
成
功
を
お
さ
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

オ
ム
ニ
は
、
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
で
は

な
い
ゲ
l
ム
の
機
械
五
台
の
ヘ
ッ
ド
ボ

スヲーン栓製 rスヲランプル』

お
よ
び
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
宇
宙
鉛
が
飛
行

す
る
上
下
の
地
形
、
な
ら
び
に
ミ
サ
イ

ル
袋
地
、
燃
料
貯
蔵
施
設
お
よ
び
地
形

が
出
現
す
る
シ
ー
ケ
ン
ス
が
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
散
の
飛
行
機
や

施
設
を
破
壊
し
た
時
お
よ
び
倣
の
ミ
サ

イ
ル
や
レ
ー
ザ
ー
を
回
避
し
そ
こ
な
っ

た
時
に
聞
か
れ
る
音
も
変
ら
な
い
。
段

一
跡
人
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
プ
レ
ー
ヤ

ー
の
宇
宙
船
が
令
コ

l
ス
を
通
過
す
る

ま
え
に
破
峻
さ
れ
た
と
き
に
は
ゲ
l
ム

の
プ
レ
ー
ご
と
に
出
で
く
る
画
面
や
背

の
い
く
つ
か
は
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
、

彬
像
は
同
定
さ
れ
て
い
て
、
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
ゲ
!
ム
の
プ
レ

l
全
体
の
す
べ
て

の
彬
像
b
よ
ぴ
詐
が
山
て
く
る
よ
う
に

:.o.--. . 
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ー
ド
に
こ
の
様
・
訴
を
付
し
、
か

つ
、
ス

タ
ー
ン
の
ゲ
ー
ム
の
小海
賊
版
「
ノ
ッ
ク

オ
フ
」
で
あ
る
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
ゲ

ー
ム
に
こ
の
係
議
を
使
用
し
た
。

予
備
的
差
止
め
を
確
認
す
る
。

判
決
注

ω
設
か
れ
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

・プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
文
芸
の
著
作
物
」
と

し
で
著
作
陣
地
を
与
え
ら
れ
る
。

-Zτ

2
2
。コz
rs
ョ。『

。2
。。-v一三
」
伺

rH
帥

N
-
宏
〔
の
〕
(
忘
∞
戸
)・

間

彼
抗
日
明
帥
人
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ゲ
ー
ム
の
記
憶
装

伐
に・
水
久
的
に

「
イ
ン
プ
リ
ン
ト
』
す

る
こ
と
は
桁
形
の
保
体
へ
の
附
定
の
要

件
を
光
足
す
る
と
主
張
す
る
に
あ
た

っ

て
、
地
チ
的

μ
利
用
で
き
る
形
式
で
ゲ

ー
ム
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
-
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
倫
納
す
る
勺
刃

O
玄
に
注
怠
を
向

け
さ
せ
る
。
勺
更
)
玄
州
割
以
は
「
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
」
ゲ
ー
ム
の
た
め
に
t
H
か
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
絡
納
す
る
が
、

ゲ
ー
ム

の
他
の
榊
成
郎
副川
の
な
か
に
あ
る
記
憶

枇
説
明
両
に
絡
納
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ

る
。
こ
の
ゲ
l
ム
の
た
め
に
作
ら
れ
た

℃
刃
O

Y

A

の
な
か
に
あ
る
と
そ
の
他
の

字
小
由
鉛
を
長
く
航
行
さ
せ
る
と
、
見
た

り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゲ

ー
ム
の
画
面
と
音
の
実
質
的
部
分
の
反

田
慨
す
る
シ
ー
ケ
ン
ス
は
、
視
聴
覚
著
作

物
と
し
て
符
作
健
保
滋
を
う
け
る
資
絡

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
湾
作
物
が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を

欠
く
と
い
う
鐙
訴
人
の
主
張
は
、

2
つ

の
方
向
か
ら
寺
さ
れ
て
い
る
。
鐙
訴
人

は
、
附
定
の
婆
件
を
充
足
し
て
い
な
い

と
い
う
主
張
を
く
り
返
し
、
ゲ
ー
ム
の

各
プ
レ
ー
な
一
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
参
加
す
る

た
め
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
著
作
物
で
あ
る
と

主
張
す
る
。
筏
訴
人
は
、
ゲ
l
ム
の
符

定
の
フ
レ
ー
を
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
録
画

す
る
と
、
そ
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
な
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
に
つ
い
て
だ
け
著
作
権
保

議
を
確
保
す
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、

ゲ
i
ム
の
各
プ
レ
ー
ご
と
に
数
多
く
の

画
面
と
音
が
同
じ
シ
ー
ケ
ン
ス
で
反
覆

し
て
山
山
て
く
る
た
め
、
こ
の
主
張
は
く

つ
が
え
さ
れ
る
。
控
訴
人
は
、
も
う

-

つ
の

β
向
か
ら
、
反
覆
し
て
出
て
く
る

画
面
の
す
べ
て
が
あ
ら
か
じ
め
作
ら
れ

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ゲ
ー

ム
の
視
聴
覚
デ
ィ
ス
フ
レ
ー
に
は
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
な
い
と
主
川
慨
す
る
。
こ

の
主
般
に
も
、
恨
拠
は
な
い
。
視
聴
覚

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
続
覚
的
お
よ
び
聴
覚

的
面
は
、

も
と
に
な
る
冷
い
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
独
自
の
作
従
を
た
も
ち
、
そ
れ

.J.I._l.I. 斗ムム
~、

1 f 

場
所
に
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
す
べ
て
の
部
分
は
、
ゲ
ー
ム
の
な

か
の
ど
こ
か
に
あ
る
記
憶
袋
盗
に
絡
仙
制

さ
れ
る
と
、
著
作
権
法
に
い
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同コンピュータープログラム叩川OMの 問 ; 

L土」コピーによる著作織侵IJ (7月1日}

{タンず4・:I-:f.レーシヲン 対 パーソナルマイクロ・
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(9月15日)
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オムニ・ビデオ ・食昔(スターン ・4レタト ロニ Jタλ社
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図

自
体
著
作
権
の
資
格
を
も
っ
て
い
て
も
、

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
著
作
権
適
絡
と
す
る

に
十
分
な
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
ヴ

ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

健
闘
知
覚
拷

作
物
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
・

プ
ロ
グ
ラ

ム
の
同
方
が
ゲ
ー
ム
の
同

一
部
品
に
円
持

脱
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、
著
作

備
を
ポ
内
定
す
る
こ
と
は
で
き
♀
い
。
陶

じ
こ
と
は
、
刷
出幽
と
似
品
目
物
の
尚
方
を

含
ん
で
い
る
オ
ー
デ
ィ
オ

・
テ
ー
プ
に

つ
い
て
も
い
え
る
。
そ
の
う
え
、
鐙
綜

人
の
主
強
は
、
創
作
過
綴
の
シ
ー
ケ
ン

ス
を
肴
過
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
れ
か

が
、
最
初
に
、
叩
悦
聴
覚
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

に
地
宥
恕
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
が
発
生
す
る
。
そ
う
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
舎
か
れ
る
。
最
後
に
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
記
憶
装
置
に
入
れ
ら
れ

て
、
ゲ
i
ム
の
締
成
出
口
聞
を
動
か
し
て

画
面
と
音
と
を
見
、
ま
た
は
開
聞
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
る
。
結
果
と
し

て
で
て
く
る
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
著
作
物
の
要
件
を
充
足
す
る

も
の
で
あ
る
。

当
裁
判
所
は
、
ど
の
時
点
に
お
い
て

反
視
す
る
影
像
の
シ
ー
ケ
ン
ス
が
全
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
を
著
作
権
通
俗
と
す
る
よ

う
な
実
質
的
部
分
を
形
成
す
る
よ
う
に

な
る
か
、
ま
た
、
こ
れ
と
関
巡
し
て
、

影
似
の
シ
ー
ケ
ン
ス
(
す
な
わ
ち
、
攻

怨
し
で
く
る
飛
行
機
を
祭
略
す
る
宇
宙

船
)
が
刑
判
視
の
形
態
と
し
て
具
体
化
さ

れ
る
に
い
た

っ
て
い
な
い
著
作
俗
不
通

絡
な
州
象
的
ア
イ
デ
ィ
ア
に
す
ぜ
な
い

と
認
め
ら
れ
る
か
、
に
つ
い
て
決
定
す

る
必
要
は
な
い
。
ゲ
ー
ム
の
会
視
聴
覚

的
効
栄
か
ら
削
判
断
し
て
、
当
裁
判
所
は
、

反
則
制
さ
れ
る
影
像
の
シ
ー
ケ
ン
ス
は
視

聴
覚
著
作
物
と
し
て
端
制
作
権
適
格
で
あ

る
と
結
論
す
る
。

2 

商
標
問
題

控
訴
人
は
、

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
の

7
l
ク
を
被
控
訴
人
が
使
用
す
る
ま
え

の

-
九
八

一
年
始
め
か
ら
合
衆
国
に
お

い
て
使
用
し
て
い
る
か
ら
優
越
す
る
コ

モ
ン

・
ロ
l
上
の
俗
利
を
有
す
る
の
は

被
控
訴
人
で
は
な
く
控
訴
人
で
あ
る
と

主
張
す
る
。

地
方
裁
判
所
は
、
段
訴
人

の
先
他
矧
は
普
意
で
は
な
か
っ
た
、
被

控
訴
人
の
使

mに
よ
っ
て
被
筏
訴
人
は

控
訴
人
の
伐
附
に
対
し
て
差
止
め
の
救

• • 

媒
体
に
闘
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

解

言見

合
衆
国
の
著
作
権
法
の
も
と
で
、
貴
闘

か
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
文
芸
の
著
作
物
と
し
て
保
護
を
受

け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
咽
持
論
が
な
い
。

著
作
権
局
は
、
旧
法
時
代
か
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
著
作
権
登
録
を
し
て
き
た
。
し

か
し
、
著
作
権
保
波
は
表
現
の
形
態
に

つ
い
て
な
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
表
現

さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア

'M体
に
は
お
よ
.
は

な
い
。
ビ
デ
オ
ゲ
|
ム
の
場
合
、
ゲ
ー

ム
を
円
ん
で
別
例
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ

て
同
様
の
ゲ
!
ム
を
作
る
こ
と
は
、
原

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ピ
ー
で
は
な
い
。
こ

の
よ
う
な
校
倣
ま
で
防
止
す
る
に
は
、

健
聴
覚
待
作
物
と
し
て
保
泌
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
件
判
決
は
、
山
脚

抽惜
の
保
滋
の
ほ
う
が
ソ
ー
ス

・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
保
泌
よ
り
も
広
い
こ
と
を
指
摘

す
る
。こ

の
判
決
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
俗
係
議
お
よ
び
ピ

ヂ
オ
ゲ
l
ム
の
視
総
党
著
作
物
と
し
て

の
保
護
を
認
め
た
滋
初
の
巡
邦
住
訴
裁

判
所
の
判
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

199号
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圃・圃置冒圃

ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

遠
藤
嘉

一
の
足
跡
を
辿
っ

て
い
る
と
、
こ
う
し
た
鉱
山
知

と
も
い
う
べ
き
大
飽
き
に
よ
薬
局
ま
わ
り
を
繰
り
返
し

く
よ
く
出
く
わ
す
。
金
つ
ば
て
い
る
う
ち
に
何
軒
か
の
銀

座
し
か
り
、
バ

ー
テ
ン
ダ
!
な
じ
み
が
で
き
た
。
そ
し
て

し
か
り
、
そ
し
て
今
回
の
卸
水
ま
く
ら
や
お
し
ゃ
ぶ
り
、

業

し

か

り

で

あ

る

。

体

温

計

の

注

文

を

受

け

る

。

惑
く
い
、
え
ば
場
あ
た
リ
式
メ
ー
カ
ー
名
、
注
文
倒
数
、

の
人
生
と
受
け
と
め
る
向
き
答
量
な
ど
、

言
わ
れ
る
ま
ま

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
に
メ
モ
し
て
道
修
町
の
卸
問

未
知
の
世
界
や
自
分
の
知
ら
廃
に
行
く
。
い
わ
ば
メ
ツ
セ

な
い
分
野
に
飛
び
込
む
パ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ボ
ー
イ
で
あ
る
。

タ
リ
テ
ィ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
そ
の
仕
事
を
嘉
一
に
勧
め

驚
か
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
大
た
弟
・
百
治
は
当
時
ー
の
様
子

き
い
。

を

次

の

よ

う

に

語

っ

て

い

る

。

時
代
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
、

「と
に
か
く
朝
早
く
か
ら

本
人
な
る
が
放
の
環
境
に
悲
生
ま
れ
て
く
る
。
休
猛
計
、

そ
れ
と
も
彼
の
選
択
し
た
人
夜
)巡
く
ま
で
頑
張
っ
て
い
ま

ま
れ
た
快
適
な
も
の
だ
っ
た
。
水
ま
く
ら
、
術
生
サ
ッ
ク
、
生
な
の
か
。
嘉
一
は
そ
の
こ
し
た
ね
。
注
文
聞
き
か
ら
仕

し
か
し
そ
れ
は
、
彼
の
胸
赤
ち
ゃ
ん
の
お
し
ゃ
ぶ
り
、
と
に
触
れ
る
と
「
結
果
的
に
入
れ

・
納
品
ま
で

一
人
で
、

中
に
あ
る
可
能
性
を
育
く
む
水
グ
ス
り
を
入
れ
る
ガ
ラ
ス
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
そ
れ
も
自
転
車
で
や
る
の
で

坊
と
し
て
の
異
闘
で
は
な
か
谷
器
な
ど
な
ど
。
よ
」
と
笑
っ
て
い
る
が
、
彼

す
か
ら
大
変
で
す
。
し
か
し
、

っ
た
。

務
一
は
こ
う
し
た
医
療
務
の
生
き
方
を
貫
い
て
い
る
強
大
阪
の
鶴
橋
か
ら
城
東
、
九

機
を
自
転
噂
に
積
ん
で
薬
局
、
烈
な
オ
プ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
に
つ
条
あ
た
り
ま
で
お
得
意
さ
ん

医
療
器
機
卸
業
を
開
始

医
院
ま
わ
り
を
始
め
た
が
、
い
つ
い
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
を
増
や
し
て
、
と
て
も
一
人

初
め
の
雨
明
は
注
文
が
ほ
と
ん
つ
ま
り
嘉

一
に
と
っ
て
、

じ
ゃ
手
が
足
り
な
い
と
い
う

大
正
十
年
秋
、
除
隊
し
た
ど
な
か
っ
た
。

仕

事

の
中
味
よ
り
そ
の
仕
事
事
に
な
っ
て
ね
が
手
伝
う
こ

嘉

一
に
は
あ
れ
だ
け
憧
僚
し
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
あ
る
。
に
い
か
に
自
分
を
生
か
す
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
」

て
い
た
異
国
へ
の
惣
い
は
、
議
一
は
自
分
が
扱
う
べ
き
商
と
が
で
き
る
か
、
の
方
が
大
翌
大
正
十

一
年
末
に
、
天

す
で
に
失
せ
て
い
た
。

口

聞
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
切
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
王
寺
区
逢
坂
通
り

(新
世
界

異
国
に
お
い
て
自
己
の
夢
な
か
っ
た
。
コ
ム
製
品
に
は
そ
奉
公
時
代
か
ら
一
貫
し
て
の
入
り
口
)
に
、
小
売
を
兼

を
賭
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
よ
、
7
な
種
類
が
あ
る
の
抱
い
て
い
る

『半
分
泣
い
半
た
司
ゴ
ム
製
品
医
療
器
機
卸

ら
ば
、
日
本
で
そ
の
実
現
を
か
、
ガ
ラ
ス
谷
務
の
容
量
を
分
残
す
」
哲
学
を
持
続
し
得
遠
藤
商
広
』
を
開
設
す
る
。

図
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
だ
。
示

す

オ

ン

ス

と

は

何

か

な

ど

、

て

い

る

の

だ

。

昔

前

一
の
滋
厚
で
明
る
い
人

嘉
一
は
帰
国
途
上
の
船
の
中
基
本
的
な
こ
と
さ
え
マ
ス
タ
ー
ー
ど
の
よ
う
な
仕
第
に
制
が
得
意
先
を
加
速
度
的
に

で
そ
う
考
え
た
。

i
せ
ず
に
仕
事
を
は
じ
め
た
就
こ
う
と
、
そ
れ
は
仮
の
姿
増
や
し
た
。
ま
た
庖
鋪
開
設

大
阪
の
ゴ
ム
会
社
に
奉
公
の
だ
。

で

す
。
大
切
な
の
は
自
分
。

は

、
彼
の
努
力
の
結
日
開
で
も

し
て
い
た
弟
・
百
治
が
帰
国
た
だ
手
順
と
し
て
、
商
品
自
己
を
い
か
に
生
か
し
て
い
あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
れ
を

し
て
問
も
な
い
骨
折

一
に
「
蘭
を
大
阪

・
道
修
町
に
あ
る
薬
く
か
、
そ
れ
を
考
え
れ
ば
ど
機
会
に
す
す
め
る
人
が
あ
っ

白
そ
う
な
商
売
が
あ
る
』
と

問
緩
か
ら
仕
入
れ
て
、
そ
れ
ん
な
仕
事
で
も
で
き
ま
す
よ
て
結
婚
し
た
の
で
あ
る
。

勧
め
た
の
が
、
ゴ
ム
製
品
医
ら
に
一
律
二
割
五
分
か
ら
三

|

|
。
彼
の
笑
顔
が
そ
う
務
人
間
に
歴
史
が
あ
る
よ
う

療
器
機
卸
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
剣
の
マ
ー
ジ
ン
を
乗
せ
て
売
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
に
企
業
に
も
幾
重
に
及
ぶ
廃

当

時

、

薬

震

に

売

ら

れ

て

る

と

い

う

こ

と

だ

け

覚

、

え

て

ら

な

い

。

史

が

あ

る

。

そ

の

歴

史

を

な

い

た

ク

ス

リ

は

、

そ

の

ほ

と

く

し

て

企

業

は

誇

れ

な

い

し

、

ん
ど
が
小
さ
な

カ

ン

谷

器

に

ま

た

存

在

し

得

な

い

。

そ

の

詰

め

た

も

の

だ

っ

た

。

軟

笥

意

味

で

、

日

本

娯

楽

機

株
式

類

は

取

り

出

す

の

に

便

利

、

会

社

の

創

業

は

『一遠
藤
街
活
』

漢

方

薬

は

湿

気

を

紡

ぐ

意

味

設

立

の

大

正

十

一
年
と
い
え

で
カ
ン
答
総
に
入

っ
て
い

た
。

る
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
昭
和

そ
の
谷
器
を
薬
屋
に
卸
す
と

十
二
年
発
行
の
『
全
国
百
貨

い

う

の

で

あ

る

。

当

然

、

そ

応

・
有
名
取
引
業
者
総
覧
h

の

過

程

に

お

い

て

薬

屋

に

必

に

よ

る

と

、

阿

社

は

『

8
本

製

な

医

療

器

機

の

ニ

|

ズ

も

娯

楽

機

械

製

作

所

』

と

な

っ

連載
⑥ 

第三倍鄭使物;:.可

遠
藤
嘉
一

と
日
本
の
娯
楽
機
産
業
の
歩
み

帰
国
そ
し
て
遠
藤
商
庖
の
開
設

'
A
V

。し
か
し
、
城
壁
の
外
側
は

雑
然
と
し
た
中
国
人
街
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
統

一
な
き
民

族
の
悲
哀
が
い
た
る
所
で
展

開
さ
れ
て
い
た
。
内
乱
、
飢

餓
、
人
身
売
貿
な
ど
、
嘉
一

は
中
間
々
内
の
機
々
な
実
情

を
見
関
し
た
の
で
あ
る
。

同
じ
東
洋
と
い
え
ど
、
嘉

一
に
と
っ
て
中
国
は
透
か
異

国
の
地
で
あ
っ
た
。
彼
が
陣
取

僚
し
て
い
た
呉
国

へ
の
恕
い

と
は
、
た
と
え
ば
身
分
や
階

級
な
ど
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
努
力
が
、
自
分

の
流
し
た
汗
が
報
わ
れ
る
世

界
。
自
由
、

平
等
、
資
本
主

義
な
ど
、
単
語
に
す
る
と
そ

ん
な
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
に
収

ま
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
。

第

一
に
と
っ
て
北
京
で
の

一
年
あ
ま
り
の
生
活
は
、
自

ゲームマシン

i車務簡腐を開設した大阪天王寺区逢

坂通り付近。近〈に勘物園や実王寺
公閣がある

異
国
で
の
想
い

第207号

ぬ
け
る
よ
う
な
蒼
空
。
そ

の
透
明
な
大
空
に
柏
崎
の
群
が

飛
ん
で
い
く
。
袋
を
眺
め
て

い
る
と
身
体
ご
と
吸
い
込
ま

れ
て
い
く
よ
う
だ
。

城
壁
の
上
に
あ
る
公
邸
逃

路
を
散
歩
す
る
嘉

一
。
煙
管

を
片
手
に
物
想
い
に
ふ
け
る

老
人
。
鈴
の
血
目
を
か
ろ
や
か

に
響
か
せ
て
通
り
を
行
く
滋

勝
の
引
く
率
。
速
い
溢
か
主

る
砂
淡
を
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を

経
て
き
た
の
か
、
ラ
ク
ダ
の

隊
出
聞
が
ゆ
っ
く
り
と
歩
を
進

め
る
。

城
壁
か
ら
見
下
ろ
す
公
使

館
区
域
は
、
柑
珊
払
拭
さ
れ
た
道

路
に
回
し
て
美
し
い
庭
木
の

植
え
ら
れ
た
庭
樹
つ
き
の
豪

壮
な
建
物
が
た
ち
並
ん
で
い

A

，

S
/
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DECO CASSETTE SYSTEM T.M 

葉
狩

(
帽
旭
堂
T

・
遠
藤
嘉

こ 哲

ト按 てあ・望号タ をとた の 藤 美 な と 主 F・・・・邑.. 主融専細協 ! あつも百 た纂のにス嘉 遺 る あ い 得 を な け し
美や硲イれ・がに喜n第百医薬で商人つをと ・・・・・E掴a;，;ー・園田‘E且I~ 当るて 身治ゴ 。ーゴ 力日夕ーと 醤 点るててな日て明
{人りかヤを日疲一一治療局あ応恥て いし 田圃F司唇面圏置 時味こ内 のム のムえ |をも 霊 がべ、いし本い日
』とにで売 謀 れ が の が 総 や る で で い い て ・・・・・圃・・量二以置勾平司・ 、方れで方製 手 製弟 ト含 あ 忠 興き娯るつ蒋るへ
のり 新するので外塁審受材医 。小あた、術 ・・・・・・・・・園開院‘£ヱ園圃 巡は以あ が品 先品のしめ tl 115 味姿楽〉つ建との
販を婆」のよ帰図がけの院 売 る の そ 生 園周囲.園田野〕置 薗 圃 妊な 上 る詳に と会百たて速 の 深を尊重と今に同 iG
売すにと 恥Jう宅りや持外を り。がめサ「←羽田園町駅土壇里里里里 具か頼。 しつ な社治 。総藤 ス ぃ示産 、日重時気
をるお 謬ずにすでっち商中 しこ『代ツ ー遺旗第一崎前ふ仕入れた大阪 とつり務いい つをも新勢繭 タ 。唆業舎の裂にを
や句答えか「るクて 、は心 てれハ名ク 東区道修町界隈。現在も大手薬品会 いた甲一。て て苦手理事婚 三 l苫 l しのか感な、意
ら ハとる し 私とタい底裂と いを I~司り 柱、中小薬問屋が建ち並んでいる え切にしは 働め公の人は ト て 今 れ 況 役 明 気
せ i底。〈、、クた番 ー し た遠トと.: .-. . .•.• .-. .-. - !ま のとか、 いて先奏で、 い日てを翻IJI羽づ。 e

絡トし資ご 時 ~I た略 あの 佼げるかを えな手 「あ ろで機り 買いら 身 にと普 いほの るしを答生た たる
く通た料意なに用本さ(るグそんが。ら恥そ統いを何る自そあ会、装える若 まし通な通系るしサま。がしのサる中寺。こ

25へzigぉ言語古寺言。 ;Gtgi思151ゑ3ゑ与ま2為2252二ZSf主325。:、会べ 議長t;薬品 在
い編 ア 雷 ご本すは使い、 アまたる今すし実。 fごず術婦には定:くるl1i気に性もまい、だ 1苫 なにも を ー は の街世 i5~ 
)集ミな感迷るま用たす イき 。に よ る が 現 ろ に 生 宅 釆 で 先 し だ の 弱 衡が真うる赤がに ど合ご 楽の商需が界 な

苦11" - ど 懇 談 も と し だ ベ デに 途 り こ る す う売サしりさまたけ申な生 l苫な。男線 、お とう JL し婆局要あ界 こ
ま 1が、にのめたいて アー い 1苫と簸る か るツてななわが l苫し男サ f寄り た で女れ 言 サ 路 むののがつ桜 と
でズあ当関でて資た敬 な石 なのがなと 」方クかがいり、におもツをで ち そひば う y芦 者恥品多ては で
ごメリ時すあ完料。称、 の こ い 売 で 仕 、 と法をらら 。を本いにいクし、 lまのとご 答ク弓 もず定い、名 あ
迷ンまのるる緒、まは で烏 と上き務委 考 I:t:人も、 お業るよるをてう 変 ;Aリく もがこ いかめ。微だ っ

て
い
て
創
業
大
正
十
一
年

一

月
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
同
社
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
が
商
白
い
。

〈応、宮
中途
務
官前一

氏
は
明

治
三
十
二
年
岐
阜
県
に
生
れ

幼
に
し
て
京
都
に
出
で
長
じ

て
医
療
機
械
卸
簡
を
営
ん
で

居
た
が
二
十
七
絞
め
時
転
じ

て
自
動
販
売
機
製
造
販
売
を

悲
し
家
兄
と
共
に
娯
楽
機
の

研
究
に
没
頭
、
大
正
六
年
十

一
月
(
輸
事
者
注

・
昭
和
六
年

の
鋲
り
)
浅
草
松
屋
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
開
設
に
際
し
て
東

京
に
進
出
し
た
。
そ
の
後
、

竪
笑
な
る
営
業
に
終
始
し
か

っ
外
国
ロ
聞
の
輸
入
研
究
を
怠

ら
ず
大
阪
庖
と
共
に
東
西
に

新
を
構
え
て
い
る
〉

こ
れ
が
昭
和
二
十
六
年
版

と
な
る
と

〈
戦
前
全
国
百
貨
応
、
公

図
等
に
自
家
製
品
の
販
売
を

裕
吋
怜

判
叫
鴨
川

ひ
と
り
一
-
一
役
の
多
忙
ぷ
り

行
う
傍
ら
自
ら
営
業
も
す
る

と
い
っ
た
方
針
は
定
評
が
あ

っ
た
。か

つ
研
究
の
熱
怠
は
外
同

製
品
の
研
究
を
怠
ら
ず
数
々

の
新
考
案
さ
れ
た
る
娯
楽
製

品
は
努
力
の
結
晶
と
伝
統
の

上
に
あ
っ
て
他
社
の
追
随
不

可
能
な
る
と
こ
ろ
か
ら
絶
対

的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。

し
か
も
あ
く
こ
と
の
し
ら

な
い
研
究
熱
心
は
、

一
般
大

衆
の
良
き
ス
ポ
ー
ツ
娯
楽
白
川

と
し
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
、

ウ
才

l
タ
l
シ
ュ

l
ト
、
回

転
ポ

l
ト
、
ロ
ー
タ
リ
ー
チ

ェ
ア
|
等
を
生
み
だ
し
可
愛

い
坊
や
た
ち
か
ら
絶
賛
を
博
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大阪のシンボル通天問。現在の通天
間は昭和31年に建造卓れたもの。旧
通天閣は明治的年にできたもので高
幸45-あった
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ゼビウス
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ゼピウスに1a.!Z.....地上曽宅2.'"に2つ申請ぽタンがあり、ソルバルウ
{マイシップ)la8胃向レ/(-で鰻帽する.

-・方向レバー
司"($I)&ζソル，<..今6・U~.・
プレイヤ-U.'III・"で・6

ーズ-ウォトネッ

ヲッ1<-
2..旬1%..... .週""・)J鎗 ~
u・射でe.a.""'JllIII.，μアップ

Cs.フル啄 ト~~鎌射でu

-・ザ ~/f・.プ，スt-u...に t つずつめり.右・..裳・0&可

最衝のゆ導体妓術VOICEICを主主用した

ステム

殺

エスコ貿易は新Lいレシャーシステム骨量世界に供f&L続けていま す.

Still the Leader in the World wide 
αstrib凶i∞ofthe Ne悦 stin Leisure System 

" 
実月

号室
百円

議B

後・・
"‘ー・"肉. 代、令。も.ぃ，I!."、"がど帽;'$、 :1..1:，
.肉目隠カ ....u~w(・"~If$!"t''' 1 't) 

縄目u，・ A 聴の・1)1; 1，・慣の~"義.t;J幡、 て 3
剛酬柑闘訓醐.:1'4，

・・H・・a肉 ....~・g臆 8 庭内(.~.'暗"電... ÍI ，>4<ぃ‘ "
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・・・・B・ AC'ω'" $0 IT4t 
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刷
ふ
明

怠信陥偏扇um
雰囲気一新Y売上倍増

お司~'-' lに人阻司あるロボ yト
を酪どった傘〈衝しい.~です.
モニターが肉離です.
既存由轟唖買娩自由、8がl'!リ lす.

一石二鳥

叫川帆・剖"'..帆

a・・同.'1"~ 1f・t:;~-IH円
'H削

僕らのヒーローはキ"ープから
キュープに位租るにつれτ~"ープの
色@変えてゆ〈、
キューパート障へピ~ど..量置付
円盤にのり、ピラミ':1...の
頂上仁ちどったリ・・・ ..tτ、
向ー色にすると仕事実1.'

' ー

メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
恨
の
股
置
遍
曾
に
つ
き
車
し
て
は
『
メ
ダ
ル
ゲ

t
ム
喝
運
営
器
準
』
を
守
っ
て
ご
使
用
下
事
い
.

日@住[ffiO C?@~Q@ 
セガ・ミラクル・ハッ F

壮観グあふれ出るメダル

〈メダルはじき〉と〈メダル落L>の

スリルと面白書カず問時に味わえる、察

界待望の大型メダルゲーム。新登場N

The action starts when a gorilla plays 
a practical joke on the hunter! 

TipTop 
Sega's New Space Game 

セガ・ズーム・ 909

それはゴリラのちょ っとしたイタズラから始まった。

絶墜をよじ登り、危険な緩を飛ぴ結え、ハンターは

ゴリラを追ってジャングルの奥へ奥へと進む ・… 0・・

暗黒の異次元空間へ発進/

次々と出現する搬を聖書破して

マザーシップにアタッ ク /

パースベクティブ 効果を採用した

初のスペース ・ビデオゲーム

セガ・両替機New Dispenser セガ・メダル貸機

震}

表}

.3-S-" TELEX J211副
τ(L 回【叫~)UII(大代ft)

干e崎 東.-州G!.・1114'1'・・ ~ j・倉庫6r
τεk 回 (U1)6岨副代 g・3

亨S蝿J::.m."温区気町2・日.tC.1蝿
T[L 0・("'")<<.s.s(代

宇崎・~，弘111m'"憎区今a・・6・川治筒ピル
rEL. 051(1担〉持4川代

亨，輔....."を念

夫睡1f・h時

急宮111..麟

AIII・9・
ヨ広

OC}@砂~'iYロ@{H自主r@
SCO 'l'RADDlG CO.，INC. 

I23.. 樟式会推

キュー
パート

L.E.D.rプラスむの主な特徴。

・ワンタッチ取付けOK.タイトー式I立体は配線不安

・当たりの確率、n量級.

%・M・M・Ko・x.・)(.・}.(，

・7レジット纂板の機能も装世帯。

2orr)・1ゲーム、 30)1)-・lゲーム

401']叫lゲーム、 50)1)"'1ゲーム

60)1]吋lゲ-J.， 100PHSO円・

10).Ij)→1ゲーム、 100)1)(50Jl)・10円)吋2ゲーム

.いたずら防止回路内蔵.¥(1 (.ライター、針金等

・OEMO中のL.E.O.~示ON/OFF切換え可能.
実用新案登録〈出願済〉

当たりチャイムカぜ鳴ったら

その場でCREDITがプラス・ワン

O 
TVゲーム業界の
ライノ可ル・キラーも

まずは. そのし〈みをご説明しまLょう。 TVゲーム

tニコインを投入するt、経快なメロテ%に合せてしE.D.
(発光ダイオード}が走ります。そしτ、もしセンターグ

リーンのL.E.Dて止まったら、 当たりチャイムが的っ

てクレジットがプラス・ワン

される、いうもの。ゲーム

守ニアたちt二は聞き逃せな

い情報です。また、 コスト・

パフォーマンスは抜群。'8諸島的tこも、 i血ilil:の差別化:

や売上Irア‘ノフ。が関れます。そして、さらに注目すべき

こ1:I!商品価値としての半永久位。ゲームの流行に

左右されることなれ、つまでもご利則いただけます. 

• • 

DP・13A

・ゲーム・コーナーはもちろん、ホテル/旅館の

サービス、省力化に患遺

・外吉8..十ができるコンピュ ータ/カウンター

用外部出カポート洛載

・従来タイプにくらべ収納枚数が大幅アップした

紙幣収納金庫

DP-05 

・50円プレイのゲーム場に最適なコンパクト・タ

イプの両替機

・500門硬貨、 100円硬貨を50円硬貨に両谷

・500円硬貨、 100円硬貨ともひとつの投入ロで受

入れる便利な共用タイプ

・小型ながら硬貨収納牧数は2，000枚

専用台はlll)~

匠至藍画

用途に合わせてお選びいただける豊富な機種。最新のエレクトロニクス技術を駆 使 し た 安 全 設 計 、

DP・15

・1.000門札、500内(ヰL硬貨)専用のコンパクト裂

・ハイ・スピードなメダル払い出し(メダル100役、約13秒)

・メダル価格段定が簡単

一'み:2. 

• 

• 

回-F 

DP-21 

・メダル35.000枚収納できる大容賓メダル主査機

・使用貨幣は1.000円札、 500円(札硬貨)、 100門硬貨の4種類

・メダル滋択ボタン、筒答ボタンがついたoP -21 A型もあります。

OP・25A

・岡管機能がついた大容重量メダル貸機

.1ρ00円札、 500内(ヰL 硬貨)、 100円硬貨が利用できる 4ウェイ・タイプ

・ワンタッチで滋ベる 5種類のメダル貸選択ボタンと両替ボタン付

・1，000円札、 500円札を別々に収納する紙幣2ウェイ分離スタッカー内蔵

• 

一

gaF2312 ち

‘ 
DP-05 DP・25A

株式会社オスローインターナショナル 本部事務局耳 東京都新宿区敬舞俊町2・42・3林ピルIF

CALL.03-200-4107(1't) 
〈慰造総発売元〉

• • 
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糸lIf英夫湾主とそのグループガ偶発しだ大型コンビュー

タによる星占い?ストロクラフトをミニサイズ化。だか

らスリム怠ボディに豊富で綿密怠占い内容です。

• 
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操作は簡単です。 δい内容は t人占いか椙娃占いを選び

さらに項e55ljに選択してください。

: ，人占い[iJj錨鎗占い-

' 

ヵ、自

ら本乙

コ
ナ
、
、
¥
日
物
が
出
展

G
機
と

コ
ピ
l
品
で
低
迷
し
た
西
独

l
M
A
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増.パリー ウルフヰ土の新製品rマーヲ・アルフアJ

シ
カ
ゴ
で

-本社 /大阪府松原市西大塚1丁目3.29号 TEL0723(32) 4751 (販売節)
3・29句NishiotsukaI'Chome. Matsubara， Osaka. 580 
Phone 0723(33)5451 Telex63074 IREM 

・東京販売/東京都台東区池之端2丁目 4-16 TEL03 (824)2601(代表)

・松原工場/大阪府松原市西大塚 1丁目5-16 TEL0723(33)5820(代表)(サービス隷)

アイレム株式会社
CORPORATION 

加幅府淘依""'-庄町胴:riesM<<漁師陣

患の3
1 A2 
さO聞

きE
F展

米
国
で
す
で
に
恒
例
の
春

の
催
し
と
な
っ
て
い
る

A

O

E
(ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト

・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ズ

・
エ
キ
ス

ポ
)
は
、
今
年
は
三
月
二
十

五
日
か
ら
三
日
間
、
シ
カ
ゴ

郊
外
に
あ
る
オ
へ
ア

・
エ
キ

ス
ポ
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
る

が
、
規
模
も
-
段
と
大
き
く

な
り
秋
の

A
M
O
A
エ
キ
ス

ポ
と
十
分
比
較
対
照
さ
れ
る

も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

A
O
E
は
米
・業
界
誌
「プ

レ
イ
メ
ー
タ
ー
」
の
主
催
で

八

O
年
か
ら
毎
春
聞
い
て
い

る
も
の
で
、
展
示
会
と
セ
ミ

ナ
ー
を
中
心
と
し
た
も
の
。

八

一
年
ま
で
は
ニ
ュ

l
オ
l

リ
ン
ズ
で
聞
か
れ
規
模
も
小

さ
か
っ
た
が
、
八
二
年
か
ら

シ
カ
ゴ
ヘ
会
場
を
移
し
百
十

五
社
出
展
と
規
模
を
同
惜
し
、

A
M
O
A
エ
キ
ス
ポ
問
機
の

期
待
と
注
目
を
集
め
る
よ
う

に
な

っ
た
。

A
G
M
A
の
会

長
、
ジ
ョ

l

・
ロ
ビ
ン
ズ
氏

も

H春
の

A

M
シ
ョ

l
H
と

し
て
大
い
に
評
価
し
で
お
り
、

軽
視
で
き
な
い
。

こ
の
シ

ョ
ー
に
は
昨
年
来

す
で
に
大
手
の

A

M機
メ
ー

カ
ー
が
出
展
し
、
新
作
を
シ

ョ
ー
で
発
表
す
る
パ
タ
ー
ン

に
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
は

• • 

右
側
は
l
M
A
で
の
、
土
は
コ
ナ
ミ
エ
集
の
小
聞
の
よ
う
す
、
下
はパ
リ
1
・ウ
ル
フ
祉
の
小
間
の
よ
う
す

こ
れ
ま
で
出
展
を
控
え
て
き

た
ア
タ
リ
社
も
出
展
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
に
充
実
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

日
本
か
ら
も
次
の
と
お
り
直

接
ま
た
は
現
地
法
人
を
通
じ

て
出
展
参
加
し
て
い
る

(
A

B
C順
)
。
米

・
デ
1

7
イ

ー
ス
ト
社
、
コ
ナ
ミ
工
業
、

ナ
ム
コ

・
ア
メ
リ
カ
社
、
ニ

チ
プ
ツ

U
S
A社
、
ニ
ン
テ

ン
ド
l
・
オ
プ
・
ア
メ
リ
カ

社
、
セ
ガ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

シ
ン
で
、
こ
れ
ま
で
回
転
式

(
い
わ
ゆ
る
ロ
タ
ミ
ン
ト
型
)

だ
け
ど
っ
た
胤
営
遊
技
機
分

野
に
新
風
を
欧
き
込
む
も
の

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

(
以
上
の
ほ
か

I
M
A
に

つ
い
て
は
本
号
初
め
ん
以
下

の
「
ヨ

i
ロ
γ
パ
通
信
」
で

本
紙
特
約
の
メ
ア
リ
l
・
オ

ー
プ
ン
シ
ョ

l
女
史
が
詳
し

く
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
)

ク
ス
社
、

1
1
:
、

，，4
'h
み
全

タ
イ
ト
l
・
ア
メ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

U

日
系
企
業
で
は
日
本
物
産
の

子
会
社
で
あ
る
ニ
チ
プ
ツ

・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
が
引
絞
き
出

展
し
た
。
日
米
の
メ
ー
カ
ー

が
開
発
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド

T

V
ゲ
l
ム
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス

西
独
I
M
A
m∞
は
一
月
二

点
で

A
T

E
を
し
の
ぐ
図
際
め
て
発
袋
し
た
。
同
社
が

A

を
得
て
現
地
の
大
手
メ
ー
カ

十
日
か
ら
四
日
間
、
フ
ラ
ン
辰
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
回

T

E
に
あ
え
て
出
展
せ
ず
、
ー
や
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ

ク
フ
ル
卜
の
メ
ツ
セ
ゲ
レ
ン
は
笑
図
と
同
様
コ
ピ
l
白聞に

I
M
A
で
発
表
し
た
の
は
注

ー
か
ら
出
品
さ
れ
た
が
、
そ

デ
で
閃
か
れ
、
こ
れ
に
十
一二
よ
る
市
場
低
迷
が
影
響
し
、
目
さ
れ
て
い
る
。

「
ロ
ッ
ク
の
内
容
は

A
T

E
と
ほ
と
ん

ヵ
国
か
ら
約
百
十
社
が
出
展
、
沈
滞
ぶ
り
を
露
わ
に
さ
せ
た
。
ン
ロ
ー
プ
」
は
ロ

l
プ
に
つ
ど
同
じ
で
あ
る
。

二
十
四
ヵ
国
か
ら
の
訪
問
者
こ
う
し
た

I
M
A
M
ω
で
は
か
ま
り
な
が
ら
目
的
地
に
い
問
題
は

T
V
ゲ
|
ム
無
断

を
含
め
約
一
万
一
千
人
が
入
あ
る
が
、
日
本
か
ら
コ
ナ
ミ
る
幸
福
の
鳥
"
ロ

y
ク
仰
を
コ
ピ

l
回
聞
の
氾
援
で
、
伝
え

場
登
録
し
、
ほ
ぼ
昨
年
ど
お

工
業
側
が
二
皮
目
の
単
独
出
つ
か
む
と
い
う
ゲ
l
ム
内
容
、
る
と
こ
ろ
で
は
、
ア
タ
リ
/

り
の
商
自
を
保
っ
た
。
し
か
展
を
行
な
い
、
新
T

V
ゲ
i

「
ジ
ュ
ノ
・
フ
ア
ー
ス
ト
」
コ
ナ
ミ
「
タ
イ
ム
・
パ
イ
ロ
ッ

し
ア
ー
ケ
ー
ド
T

V
ゲ
i
ム
ム
「
ロ

γ
タ
ン
ロ

l
プ
」
「
ジ
は
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
宇
宙
批
判
ト
」
、
セ
ガ
社
「
ペ
ン
ゴ
」
、

機
で
は
ほ
と
ん
ど
真
新
し
い
ユ
ノ

・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
初
闘
ゲ
l
ム
と
な
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
「
ジ
ョ
ー

も
の
が
な
く
、

A
T
E
(
一

ス

卜

」
の
そ
れ
ぞ
れ
コ
ピ
ー

月

寸

白

か

ら

四

日

間

)

と

淘

口

問

が

出

回

っ

て

い

る

の

が

わ

な

お

西

ド
イ
ツ
最
大
級
の

日

が

離

れ

た

た

め

余

計

に

盛

か

り

、

訴

え

に

よ

り

会

場

内

メ

ー
カ
ー
で
あ
る
パ
リ
1

・

上
り
を
欠
く

H

国
際
シ
ョ

i
N

外
で
コ
ピ

l
品
の
撤
去
、
押
ウ
ル
フ
社
は
、
今
回
新
し
い

'

と
な
っ
た
。

収
が
行
な
わ
れ
た
。
押
収
さ
タ
イ
プ
の
西
独
風
語
遊
技
機

〉

ド
イ
ツ
の
協
会
V
D
A
I

れ
た
コ
ピ

l
白
聞
の
い
く
つ
か
(
ギ

T
ン
プ
ル
機
)

「マ

l

〆

(

本

部

ケ

ル

ン

)

主

催

に

よ

は

日

本

か

ら

の

も

の

だ

っ

た

ク

・
ア
ル
フ

ァ
L

を
発
表
し

牛、

る
I
M
A
は、

A

M
機
、
ギ

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
な
お
注
目
さ
れ
た
。
同
社
は
昨
年

守

ヤ
ン
ブ
ル
機
、
自
動
機
の
総

I
M
A
の
期
間
中
、

T
V
ゲ

糸

パ

リ

l
社
色
を
強
め
て
い

晶一
合
的
な
シ
ョ
ー
で
、
昨
年
は

!
ム
コ
ピ
l
排
除
の
国
際
的
る
が
、

「
7

l
ク
・
ア
ル
フ

J
一
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

な

か

で

も

比

な

会

合

を

聞

く

話

も

一
時

出

ァ

」
は
壁
か
け
製
キ
ャ
ビ
ネ

一一

較

的

コ

ピ

ー

も

の

が

少

な

い

て

い

た

が

、

中

止

と

な

っ

た

。
ッ
ト
か
ら
な
る
ス
ロ

ッ
ト

マ

ゲ一

S
A社
。
そ
し
て
フ
ァ
ル
コ

ン

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

社、

7

7
ト
ッ
プ
、

T
S
K

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
(
加
賀

電
子
の
子
会
社
)
も
出
展
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
(
以

上

一
月
一
日
現
在
)
。

会
場
の
オ
ヘ
ア

・
エ
キ
ス

ポ
セ
ン
タ
ー
は
ン
カ
ゴ
の
オ

ヘ
7
国
際
笠
港
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
る
。

A
O
E
m
ω
の
詳
し

い
情
報
は
、
本
紙
第
加
由
可
mw

商
下
に
あ
る
問
合
せ
用
紙
を

飢
え
ば
入
手
で
き
る
。

「
ス
タ
ー
ト
レ
ッ
ク
」

米
・
セ
ガ
社
か
ら
新
T
V
ゲ
l
ム
発
表

米
国
の
セ
ガ
・
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
社
(
旧
名
グ
レ
ム

リ
ン
社
、
ド
ウ
エ
ン

・
ブ
ラ

ウ
社
長
)
か
ら
「
ス
ー
パ
ー

ザ
ク
ソ
ン
」
に
続
き

T

V
ゲ

ー
ム
機
「
ス
タ
ー
ト
レ

γ
ク」

が
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
日
本
の
セ
ガ
・社

• • 

か
ら
は
未
発
表
の
も
の
だ
が
、
レ
ッ
ク
」
か
ら
き
て
い
る
。

う
ち
「
ス
ー
パ
ー
・
ザ
ク
ソ
ゲ
|
ム
内
容
は
従
っ
て
有
名

ン
」
は

「ザ
ク
ソ
ン
」
の

閣

寺

S
F映
画
を
テ

1
7
に
し

総
版
で
画
商
内
容
が
追
加
さ
た
も
の
で
、
連
邦
宇
宙
船
エ

れ
た
も
の
。
そ
し
て

「
ス

タ

ン

タ

l
プ
ラ
イ
ズ
号
が
さ
ま

|
卜
レ
ッ
ク
」
は
ま
っ
た
く
ざ
ま
な
敵
と
透
過
す
る
と
い

の
新
機
穏
と
な
っ
て
い
る
。
う
も
の
。
操
作
方
法
は
方
向

「
ス
タ
ー
ト
レ
ァ
ク
」
は
、
指
示
、
攻
開
卓
ボ
タ
ン
、
ヮ
l

米
国
セ
ガ
社
の
姉
妹
会
社
で
プ
ボ
タ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

あ
る
パ
ラ
マ
ン
ト
映
箇
祉
の
キ
ャ
ピ
、
平
ッ
卜
は
ア
ッ
プ

製
作
し
た
映
画

「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ト
と
シ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
裂
。

値
下
げ
、
改
造
用
も

米
国
の
ス
タ
ー

ン

・
エ
レ
隊
の
処
置
で
、
現
在
生
産
中

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
(
本
社
イ
の
も
の
も
含
め
ら
れ
て
い
る
。

リ
ノ
イ
州
エ
ル
ク
グ
ロ
ー
ブ
、

第
二
郎
は
低
価
格
の
改
造

ゲ
イ
リ
l
・ス
タ
ー
ン
社
長
)
周
T

V
ゲ
i
ム

・
キ
ッ
ト
の

で
は
今
年
厳
し
い
状
況
を
迎
販
売
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
で
、

ぇ
、
抜
本
的
に
販
売
方
法
を
同
社
の
新
ゲ
l
ム
「
ロ

ー
ス

改
め
る
と
発
表
し
た
。

卜
・

ツ
l
ム
」
を
キ
ッ
ト
で

昨
年
間
社
は
フ
リ
ッ
パ
|
販
売
す
る
。
こ
れ
は
ス
タ
ー

市
場
が
小
さ
く
な
っ
た
た
め
ン
社
の
従
来
口
問
、
つ
ま
り
「
ア

フ
リ
ッ
パ

ー
の
生
産
を
打
ち
ス
ト
ロ

・
イ
ン
ベ

l
ダ
l
」

切
っ
た
。
し
か
し
生
産
工
場
か
ら
「
ア
ミ
ダ
l
」
ま
で
の

自
体
は
大
き
な
カ
を
持
っ
て
製
品
(
す
べ
て
コ
ナ
ミ
工
業

い
る
。
同
社
で
は
献
血
理
統
合
に
よ
る
製
造
一
許
諾
口
叩
)
を
伎

を
含
め
た
経
営
合
理
化
を
進
っ
て
改
造
で
き
る
改
造
基
板

め
て
き
た
が
、
さ
ら
に
販
売
セ

γ
ト
で
あ
る
。
一
セ

γ
卜

方
針
も
変
更
し
た
と
今
年
に
あ
た
り
五
十
ド
ル
で
(
但
し

な
っ
て
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
米
国
内
に
限
ら
れ
る
)
、
同

そ
の
第

一
弾
で
同
社
の
正
社
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ

細川の

T
V
ゲ
l
ム
出
悼
の
デ
ィ
ー
を
通
じ
て
の
み
販
売
さ
れ

ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
1
価
格
を
る
。

一
五
な
い
し
ニ

O
M
m値
下

げ

同

社
は
こ
う
し
て
危
機
を

し
た
。
こ
れ
は
-
月
一
日
以
乗
り
越
え
つ
つ
あ
る
。

シ
ア
ト
ル
ヱ

同量喧

フE

成

者
は
日
産
三
百
台
、
後
者
は

三
な
い
し
四
百
台
の

T

V
ゲ

ー
ム
機
を
生
産
す
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
、

米
国
市
場
に
同
社
T

V
ゲ
ー

ム
機
を
安
定
供
給
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ニ

ン

-
ア
ン
ド
1

・
オ
プ

・
ア
メ
リ

カ
社
は
任
天
堂
の
米
国
現
地

法
人
と
し
て
、
同
社
開
発
の

T
V
ゲ
l
ム
を
コ

ン
シ
ュ
ー

マ
l
分
野
へ
許
諾
す
る
業
務

も
行
寺
っ

て
い
る
。

任
実
堂
、
米
国
現
地
法
人
の
体
制
整
う

叫

任
天
堂
側
(
本
社
京
都
、

依

馴
山
内
滋
社
長
)
の
子
会
社
で

r
r

ー

T
d
あ
る
米
国
の
ニ

ン
テ
ン
ド
l
・

@
 

町
田

オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
社
(
本
社

S
申
フ
ン
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
、

M
W

荒
川
実
社
長
)
で
は
、
昨
年

一
年
間
建
設
を
進
め
て
き
た

本
社
工
場
を
十
二
月
完
成
さ

せ
、
新
年
は
新
本
社
工
場
オ

ー
プ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

シ
ア
ト
ル
で
の
同
社
工
場

は
岡
市
南
部
に
あ
る
五
万
二

千
平
方
口
の
工
場
と
、
北
邸

郊
外
の
レ
ッ
ド
モ

γ
ト
に
あ

る
六
万
平
方
口
の
本
社
工
場

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
前
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今
一
凶
百
九
十
二
社
と
い
う

一一
凶
内
外
か
ら
の
大
変
な
数
の

戸
一
出
反
社
を
得
て
聞
か
山
エ
ー

ar
」
汀
E
が
‘
現
作
位
あ
る
向
動
機

一
機
の
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
殺

-L
筑
裂
な
も
の
で
あ
る
こ
と

一
は
.
ま
っ
た
く
疑
う
余
地
の

一
な
い
と
こ
ろ
で
す
・
そ
れ
に

一
今
年
の
山
山
総
社
む
訪
問
者
む

一
失
望
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ

-
た
と
思
い
ま
す
・
単
品
時
し
い

-
シ
ョ
ー
だ
っ
た
し
、
こ
れ
ま

号
-
で
ひ
ど
い
と
思
わ
れ
て
き
た

7
-
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
景
気
後
退

川
一
が
よ
う
や
く
回
復
し
始
め
て

第
一

い
る
、
と
い
う
希
望
的
な
感

-
じ
も
与
え
て
く
れ
ま
し
た
・

叩
一

お
そ
ら
く
ど
の
密
度
社
も
、

月
一
自
分
の
と
こ
ろ
は
う
ま
く
行

屯
-
っ
て
い
な
い
な
ど
と
愚
痴
を

出

一
こ
ぼ
し
た
リ
し
な
か
っ
た
ろ

8
一
大
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
.

ゆ

一

実
に
当
然
?
』
と
で
す
が
、

面
白
い
魅
力
的
な
ゲ

l
ム
機

を
出
回
附
し
て
い
る
と
ニ
ろ
に

最
も
人
が
多
〈
集
っ
て
い
ま

• • 

カ
ル
ゲ

l
ム
の
ブ
ー
ム
最
盛

期
で
、
私
見
で
す
が
コ
ミ
カ

ル
T
V
ゲ
|
ム
は
、
「
ス
ペ

ー
ス
・
イ
ン
ベ

|
ダ

l
L
以
後

の
S
Fも
の
と
ま
っ
た
く
同

じ
よ
う
に
、
決
し
て
完
全
に

す
た
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
。
で
も
、
そ
れ
ら
と
附

織
に
将
米
人
気
の
出
そ
う
な

ゲ
ー
ム
テ
!
?
が
山
山
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
ど
ん
な
も

の
で
し
ょ
う
か
?
『
ゲ
ー

ム
マ
シ
ン
」
の
読
者
の
品
目
さ

ん
に
、
私
が
そ
れ
が
ど
ん
な

も
の
か
知
っ
て
い
た
ら
、
そ

し
て
ど
う
説
明
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
っ
て
い
た
ら
、
お
話

す

る

の

で

す

が

。

ン

」

。

こ

れ

は

レ

l
シ
ン
グ
祉
の
二
画
面
式
『
ロ
コ
モ
|

A
T
E
に
や
っ
て
き
た
人
カ
ー
の
操
縦
を
基
本
に
、
さ
テ
ィ
プ
」
に
つ
い
て
も
触
れ

び
と
が
篤
い
た
こ
と
の
ひ
と
ら
に
魅
力
的
に
す
る
た
め
の
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
は
、
本
当
に
い
い
も
の
で
新
し
い
フ
ィ

l
チ
ャ

l
を
持
こ
れ
は
音
容
効
果
が
大
変
紫

あ
れ
ば

エ
レ
メ
カ
式
ゲ
|
ム
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
シ
崎
し
く
‘
ゲ
|
ム
内
容
も
大

機
が
ま
だ
人
を
ひ
き
つ
け
る
ョ

ー
で
の
大
ヒ
ッ
ト
機
の
ひ
変
魅
力
的
な
+
刀
法
で
考
案
き

こ
と
が
・
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
つ
と
な
リ
ま
し
た
・
問
機
れ
て
い
ま
す
。

と
で
し
た
・
ル
ツ
フ
ア
|
&
は
ア
タ
リ
社
の
小
間
だ
け
で
こ
れ
ま
で
憎
む
い
て
ニ
な
か

デ
ィ
ス
祉
は
「
ア
イ
ス
ホ
ツ
な
く
、
同
社
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ

っ
た
ゲ
|
ム
テ
ー
マ
の
ひ
と

ケ
|
」
と
い
う
エ
レ
メ
カ
式
ュ

i
タ
ー
の
小
間
で
'u展
示
つ
に
、
パ
ズ
ル
ゲ
|
ム
が
あ

し
た
・
繰
準
的
な
い
し
古
典

ゲ

|
ム
機
を
出
品
し
ま
し
た
・
さ
れ
ま
し
た
。
ア
タ
リ
祉
の
り
ま
す
。
ニ
れ
は
古
典
的
な

的
な
機
械
を
山
山
回
附
し
た
出
回
収
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
問
角
出
回
附
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
人
も
の
と
主
っ
て
き
て
お
り
、

社
も
‘
満
足
し
た
に
ち
が
い
い
形
を
し
た
こ
の
ゲ

l
ム
機
気
マ
シ
ン
は

『
ゼ
ピ
ウ
ス
」
忘
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
リ

あ
リ
ま
せ
ん
.
こ
の
本
当
に
は
、
動
作
が
す
H
十
〈
、
突
に
で
.
こ
れ
は
ナ
ム
コ
に
よ
っ
ま
せ
ん
・
パ
ズ
ル
と
コ
ミ
カ

立
派
な
シ
ョ
ー
を
見
附
閉
じ
た

リ
ア
ル
な
ゲ
|
ム
内
官
官
で
す
・

τ開
発
さ
れ
、
許
絡
を
受
け
ル
も
の
を
組
み
合
わ
せ
た
例

人
た
ち
は
、
と
て
も
大
事
な
こ
れ
は
米
同
で
凶
発
さ
れ
た
て
製
造
さ
れ
て
い
る
も
の
で
に
、
タ
イ
テ
ル
祉
の
小
川
で

L
め
を
H
凡
拙
訓
じ
た
の
だ
と
本
も
の
で
す
が
、
新
製
品
を
符
す
.
今
年
度

A
T
E
で
の
ヒ
展
示
さ
れ
た
ゴ
ッ

ト
リ

l
プ

は
思
い
ま
す
・
朗
唱
し
て
い
る
市
場
に
は
う
っ
ッ
ト
幽
問
中
に
ま
だ
カ
ー
ド
ラ
社
製
品
刷
新

T
Vゲ
|
ム
機
「

Q

全
般
的
傾
向
を
言
う
な
ら
、
て
つ
け
の
も
の
と
な
る
で
し
イ
ブ
ゲ

l
ム
が
あ
り
ま
す
・
パ
ー
ト
」
が
あ
り
ま
す
.
ニ

コ
ミ
カ
ル
な
ゲ
|
ム
内
容
の

よ

う

。

そ

れ

は

デ

ー

タ

イ

ー

ス

ト

の

れ

は

と

て

も

優

れ

た

魅

力

的

T
V
ゲ

l
ム
出
慨
が
、
い
ぜ
ん
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
|
ム
機
も
.
「
パ

1
ニ
ン
・
ラ
パ

l
L
で
、
な
ゲ
|
ム
憾
で
、
簡
単
す
左

と
し
て
興
い
手
を
ひ
き
つ
け
本
当
に
悩
白
い
も
の
な
ら
、
そ
の
名
前
は
専
の
す
べ
り
止
る
こ
と
も
な
く
.
な
ん
ど
も

て
い
ま
す
・
む
ろ
ん
そ
れ
は
人
気
を
呼
ぶ
こ
と
が
示
さ
れ
め
か
ら
来
て
い
ま
す
.
附
社
挑
戦
し
た
く
さ
せ
る
ゲ
|
ム

本
当
に
い
い
ゲ

l
ム
で
あ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
ア
タ
り
の
「
デ
コ

・
カ
セ
ッ

ト
シ
ス

機
で
す
。

ぱ
の
話
で
す
が
。
今
は
コ
ミ

社
の
「
ポ

l
ル
・
ポ

ジ

シ

ョ

テ

ム
」
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
業
者
の
所
有
す

る
ユ

l
ロ
デ
コ
社
か
ら
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
.
シ
ョ

i
の

小
聞
に
は
、
オ
ス
ロ
ー
か
ら

ロ
7
・
ナ
ド
セ
ン
氏
と
、
日

本
か
ら
一
稲
田
哲
夫
氏
と
甥
の

福
岡
秀
男
氏
が
見
え
て
い
ま

し
た
が
、
と
て
も
忙
し
く
し

て
い
ま
し
た
.

た
く
さ
ん
の
コ
ミ
カ
ル

T

V
ゲ
l
ム
機
の
巾
・
で
、
セ
ガ
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(初
め
ん
下
か
ら
の
鋭
意
)

的
な
夫
人
、
そ
し
て
か
れ
の

に
紹
介
で
き
な
か

っ
た
数
多
気
や
す
い
友
人
で
あ
り
東
京

く
の
会
社
に
お
詫
び
し
て
お
の
有
名
な
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
る
荻
原
敏
氏
と
、
直
按
お

多
く
は
近
く
訪
問
す
る
つ
も
会
い
で
き
た
の
は
素
晴
し
い

り
で
す
。
シ
ョ
ー
の
多
忙
な

こ
と
で
し
た
。

小
簡
で
の
わ
ず
か
な
時
間
よ
さ
て
米
年
の

A
T
E
に
つ

り
、
直
接
訪
問
し
た
ほ
う
が
、
い
て
少
し
書
い
て
お
き
ま
し

い
つ
だ
っ
て
い
い
に
決
ま
つ
よ
う
。
来
年
も
ロ
ン
ド
ン
の

て

い

ま

す

か

ら

/

オ

リ

ン

ピ

ア

で

関

か

れ

ま

す

今
回

A
T
E
に
い
る
問
中
、
が
、
今
年
と
伺
じ
ホ

l
ル
で

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
.
は
あ
リ
ま
せ
ん
。
八
四
年
は

「ゲ

i
ム
マ
シ
ン
』
編
集
長
グ
ラ
ン
ド
ホ

l
ル
を
使
う
こ

の
赤
木
真
澄
氏
と
そ
の
魅
力
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う
す

第三極郵便物;g可

る
と
シ
ョ
ー
は
す
べ
て
同
じ
ト
ボ
l
ル
・
テ
ー
ブ
ル
や
プ
い
つ
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
ト
社
、
セ
ガ
社
、
エ
キ
シ
デ
4

飾
ら
れ
た
そ
の
小
間
に
は
、
で
い
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
ー
で
繰
り
広
げ
ら
れ
|
ル
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の

H

古
す
。
ラ
イ
ナ
ー

・
フ
ォ
ル
ス
社
、
そ
の
他
右
名
な
メ
ー
カ
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
祉
の
欧
州
で
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

・
ゲ
|
ム

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
典
的
仰
な
ゲ

l
ム
台
の
販
売
卜
氏
坤
峰
、
一
応
米
シ
ミ
ュ
レ

l

l
の
製
品
を
級
っ
て
い
ま
す
。
の
資
任
者
ジ
ョ

l
-
カ
ド
リ
社
は
と
て
も
有
名
な
ド
イ
ツ

こ
れ
は
た
ぶ
ん
ひ
と
つ
の
前
高
が
着
実
に
匂
び
始
め
て
い
タ

l
の
専
門
家
な
の
で
す
が
も
紋
近
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
氏
が
詰
め
て
い
ま
し
た
。

の

会
社
で
す
〔
正
式
に
は
エ

進
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

操
縦
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

l
に
碁

T
V
ゲ

l
ム
機
の
キ
ャ
ビ
ネ

A
V
G社
の
小
関
は
大
き
レ
ク
ト
ロ
ン

・
ゲ

l
ム
ス

・

ぞ
れ
十
フ
ィ
ー
ト
.
平
方
の
小
ロ

l
エ
ン
社
は
米
国
ア
タ
リ
づ
い
た
カ
l
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
|
ツ
ト
分
針
で
激
し
い
競
争
が
く
、
人
が
た
く
さ
ん
集
っ
て

G
-
-フ
イ
ハ
ル
ト
社
〕
。
同

開
が
四
百
以
上
使
え
る
こ
と
社
の
ド
イ
ツ
で
の
代
理
硲
で
ム
機
の
開
発
を
す
る
よ
う
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
す
。
同
社
は
ザ
y
カ
リ
社
は
独
自
の

T
V
ゲ
l
ム

・

に
な
っ
て
い
ま
す
。
計
画
表
も
あ
り
、
「
ポ
l
ル

・
ポ
ジ
な
り
、

A
?
で
は
自
分
で
製
作
さ
ま
ざ
ま
な
国
で
多
く
の
会

7
社
の
ド
イ
ツ
代
理
庖
で
す
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
〔
オ
リ
オ
ン
〕

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
シ
ヨ
ン
」
一
ゼ
ピ
ウ
ス
」
に
し
て
い
ま
す
〔
社
名
は
ド
ラ

社
が
こ
れ
を
手
が
け
て
お
り
、
ザ
ッ
カ
リ
ア
社
は
欧
州
最
大
を
作
り
、
中
に
入
れ
る
ポ
ー

す
で
に
か
な
り
多
く
の
ス
ペ
大
変
人
気
が
あ
る
、
と
う
れ
イ
ピ
ン
グ
・
ラ
イ
ナ
ー

・
フ
樋
類
は
か
な
り
多
く
な
っ
で
の
メ
ー
カ
ー
の
ひ
と
つ
で
、
ド
は
ナ
ム
コ
、
タ
イ
ト
l
、

|
ス
が
予
約
さ
れ
て
い
ま
し
し
そ
う
に
諮
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ル
ス
ト
社
。
製
品
名
は
ニ
い
ま
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
が
現
在
同
社
フ
リ
7
パ
l
の
注
セ
ガ
社
な
ど
有
名
な
日
本
の

た
。
こ
う
い
う
こ
と
が
、
超
日
本
の
コ
ナ
ミ
工
業
は
独
ュ

l
ル
プ
ル
グ
リ
ン
グ
〕
。
所
有
し
ス
ペ
イ
ン
に
本
社
の
文
を
多
数
か
か
え
て
い
ま
す
メ
ー
カ
ー
か
ら
購
入
し
て
い

M

間
際
的
な

A
T
E
の
成
功
の
自
の
小
間
を
持
ち
、
同
社
・
こ
の
シ
リ

1
ス
も
の
で
改
良
あ
る
ノ
リ
コ
社
、
イ
タ
リ
ア
が
、
そ
の
厳
新
機
種
「
タ
イ
ま
す
。
向
社
は

T
V
ゲ

l
ム

怠

味

な

の

で

す

。

貿

易

課

の

手

間

賢

司

氏

が

小

唱

の

「

パ

ワ

i
・
ス
ラ
イ
ド
」
の
モ
ピ
ル
マ
チ
ッ
ク
社
や
ダ
ム
マ
シ
ン
」
が
か
を
り
大
き
賂
入
を
細
心
の
注
意
で
選
択

聞
に
詰
め
て
い
ま
し
た
。
問
が
出
品
さ
れ
、
興
味
を
引
き
ス
社
な
ど
ー
ー
に
よ
る
キ
ャ
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
同
社
と

社
の
新
製
品
で
あ
る
「
ロ

y

ま
し
た
コ
妓
っ
て

7
レ
イ
す
ピ
ネ

γ
卜
が
す
べ
て
出
品
さ

A
D
P
祉
の
小
聞
で
は
主
同
じ
オ
ー
ナ
ー
の
所
有
す
る

ク
ン

・
ロ
I
プ
』
と
「
ジ
ユ
る
も
の
で
、
中
が
コ
ー
ナ
ー
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
の
ゲ
l
ム

大
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
社
が
あ

/
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
が
初
め
を
凶
る
と
き
に
は
陪
席
部
分
は
、
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
で
も
入
機
が
厳
示
さ
れ
、
中
で
も
『
ミ
り
、
そ
こ
が
オ
ベ
レ

l
シ
ヨ

て
こ
こ
で
発
炎
さ
れ
ま
し
た
。
も
本
物
そ
っ
く
り
に
傾
く
の
れ
・
勺
れ
る
キ
守
ピ
ネ
ッ
ト
を
ス
タ
1
ド
ゥ
」
が
目
立
っ
て
ン
を
実
際
に
経
験
し
て
い
る

ニ
チ
プ
ツ

・
ヨ
i
ロ
y
パ

で

す

。
こ
の
ゲ
ー
ム
機
に
多
口
っ
て
も
ら
む
う
、
と
い
う
い
ま
し
た
。

佼
術
サ
ー
ビ
ス
か
ら
で
す
。

社
は
二
年
前
に
設
立
さ
れ
て
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
な
例
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
を
容
い
切
に
す
る
設
計
は
、
ユ
ド
イ
ツ
業
界
の
大
手
、
パ

お
り
、
米
・
ニ
チ
プ

γ
U
S
た
。

は
マ

l
ケ
y
ト
を
し
ば
し
ば
ニ
パ

l
サ
ル
製
ゲ

l
ム

機

の

リ

l
・
ウ
ル
フ
祉
は
国
内
市

A
祉
の
副
社
長
の

ひ

と

り

で

完

成

品

よ

り

も

ボ

ー
ド
中
心
符
微
と
し
て
大
い
に
評
価
さ
場
向
け
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
の
メ

あ
る
定
水
昭
紀
氏
が
同
社
の

「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
」

の

も

の

に

し

て

い

ま

す

。

れ

て

い

ま

す

。

ー

ヵ

ー

と

し

て

布
名
で
す
。

小
聞
に
ぷ
め

て

い

ま

し

た

。

と

制

名

な

米
国
の
ウ
ィ
リ
ア
ノ
パ
祉
の
小
聞
で
は
、
ハ
そ
の
最
新
地
明
日
制
「
マ

1
7
・
7

閃
氏
は
「
当
祉
の
評
判
明
は
良
ロ
ン
ド
ン
の

A
T
E
で
大
ム
ズ
社
は
イ
タ
リ
ア
に
、
ウ

ン

ス

・
ロ
l
ゼ
ン
ツ
パ
イ
タ
ル
フ
ァ
」
は
、
日
凶
曲
中
央
が

い
の
で
、
そ
の
維
持
に
努
め
好
評
と
な
っ
た
米
国
製
ゲ
i

ィ
リ
ア
ム
ズ

・
7
ス
コ
社
と
氏
が
、
フ
リ
ッ
パ

l
の
需
要
織
り
上
が
っ
て
お
り
、
変
っ

て
い
ま
す
」
と
諮
っ
て
い
ま
ム
機
「
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
」
い
う
支
社
を
持
っ
て
い
ま
す
。
が
次
第
に
胤
唱
え
て
き
て
い
る
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
興
味
を

す
。
同
社
は
日
物
ゲ

l
ム
の
は
、

I
M
A
で
は
大
デ
ィ
ス
欧
州
で
は
製
品
は
そ
こ
で
組
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
同
氏
引
き
ま
し
た
。
米

・
パ
リ

l

試
作
品
「
ラ
ジ
カ
ル
・
ラ
ジ
ト
リ
ピ
ュ

l
タ
ー
で
あ
る

E

立
て
ら
れ
る
の
で
す
が
、
そ

は
フ
リ
ッ
パ
ー
が
、
現
在
ま
社
製
ゲ
|
ム
機
に
つ
い
て
は

7
ル
」
を
出
品
し
ま
し
た
。

N
V
社
か
ら
出
品
さ
れ
、
こ
の
ほ
う
が
米
国
か
ら
輸
入
す
た
ひ
と
つ
の
プ
レ
イ

7
4
1

い
い
も
の
だ
け
が
出
品
さ
れ
、

本
当
に
よ
く
開
発
さ
れ
た
こ
で
も
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
る
よ
り
も
低
コ
ス
ト
だ
か
-勺
ル
ド
だ
け
の
も
の
が
作
ら
れ
う
ち
「
ベ
イ
ピ
l
・
バ
ッ
ク

ド
ラ
イ
ブ
ゲ

1
ム
機
に
は
、

E
N
V
社
は
デ
ー
タ
イ

l
ス
で
す
。
「
ジ
ョ

l
ス
ト
」
で
る
よ
・
7
に
な
っ
た
、
と
喜
ん
マ
ン
」
は
ド
イ
ツ
で
初
め
て

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
阿
社
の

ハ
ン
ス

・
ク
ロ
ス
校
長
は
、

や
や
小
型
の
パ
リ
|
社
製
フ

リ
ッ
バ

l

「
ス
ピ
ー
ク
イ
ー

ジ
ー
」
に
つ
い
で
川
熱
心
に
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

附
氏
に

よ
る
と
、
ス
ペ

ー
ス
が
問
削

に
な
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
朋
と

し
て
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
蓉
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
ミ
ッ
ド

ウ
ェ

l
祉
の
以
作
機

『
サ
タ

ン
ズ

・
ハ
ロ
|
」
「
ド
ミ
ノ

マ
ン
」
は
パ
リ
l

-
ウ
ル
フ

祉
の
小
聞
で
、
欧
州
で
初
め

て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

A
T
E
と
I
M
A
の
両
シ

ョ
ー
で
気
付
い
た
興
味
深
い

傾
向
は
、
カ
ジ
ノ
が
い
い
市

場
に
な
る
こ
と
に
次
第
に
メ

ー
カ
ー
た
ち
が
気
付
き
出
し

伽m
大
陸

大
の
規

む
新
機

待
ち

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
毎
年

た
く
さ
ん
の
自
動
機
械
シ
ョ

ー
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
と
り

わ
け

I
M
A
は
最
大
で
、
し

か
も
非
常
に
重
要
な
シ
ョ
ー

で
す
。

-
M
A
は
何
年
も
ベ

ル
リ
ン
で
聞
か
れ
、
一
度
は

別
の
都
市
で
閲
か
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
で
現
在
の
よ
う
な

形
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
今
聞
は
四
年
目

で
す
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は

且

L
ド
イ
ツ
の
ち
ょ
う
ど
中
央
に

テ

?
の
り
、
最
も
飛
行
機
の
使
が

o
-い
い
と
こ
ろ
で
す
。

u
h
-

-
M
A
へ
の
紡
問
者
は
い

一
つ
も
大
変
図
際
的
で
す
し
、

日
一
山山
印
刷
社
も
そ
う
で
す
。
今
年

月
一
は
百
十
一
社
が
そ
れ
ぞ
れ
結

屯
一
新
機
器
を
持
ち
込
ん
で
出
回
脱

出
-
し
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
の

8
E
l
M
A
は
、
本
当
に
真
新
し

9
一
い
も
の
や
珍
し
い
も
の
が
出

-
た
シ
ョ
ー
で
は
決
し
で
あ
り

り

一
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

位

一
光
ど
ん
な
も
の
が
出
て
く
る

社
で
、
設
立
者
は
同
じ
で
す
。

設
立
者
の
子
息
、
ウ
ル
リ
ッ

ヒ

・
シ
ユ
ル
ツ
氏
は

N
S
M

/
ロ

l
・
エ
ン
社
の
現
在
の
販

売
状
況
に
つ
い
て
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

N
S
M
社
は
現

在
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
〔
ロ
タ
ミ

ン
ト
式
の
ト
リ
オ
ミ
ン
ト

・

実
に
た
く
さ
ん
の

T
V
ゲ

シ

リ

ー

ズ
〕
、
ジ
ュ

1

7
ポ

l
ム
機
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
ツ
ク
ス
、

T
V
ゲ
|
ム
機
を

が
、
現
在
ド
イ
ツ
で
お
よ
そ
製
造
し
、
ロ
l
エ
ン
社
が
そ

三
機
績
に
人
気
が
集
中
し
て
れ
ら
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

い
る
こ
と
が
す
ぐ
わ
か
り
ま
同
氏
に
よ
る
と
、
決
気
後
退

す
。
そ
れ
は
ま
ず
、
絶
対
的
に
も
か
か
わ
ら
ず
昨
年
中
の

人
気
の
あ
る
ア
タ
リ
社
「
ポ
販
売
市
は
む
し
ろ
安
定
し
て

l
ル

・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
、
そ
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
ギ
々

し
て
ア
タ
リ
社
『
ゼ
ピ
ウ
ス
』
ン
プ
ル
機

(
ド
イ
ツ
で
は
厳

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
「
ジ
ョ

l

し
い
条
件
つ
き
で
時
可
さ
れ

ス
ト
」
で
す
。
こ
れ
ら
以
外
て
い
る
)
の
版
光
苅
は
川
市
え

の
も
の
は
人
気
が
な
い
と
は
で
お
り
、
ジ
ュ
ー
ク
ポ
ッ
ク

J
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
三
ス
は
榔
ば
い
、

T
V
ゲ
l
ム

ぬ
種
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
機
と
7
リ
ッ
パ
ー
に
つ
い
て

N
S
M
/
ロ
l
エ
ン
社
は
、
は
少
し
減
少
し
た
そ
う
で
す
。

ド
イ
ツ
さ
ら
に
は
欧
州
に
お
フ
リ
ッ
パ

ー
に
つ
い
て
は
ド

い
て
最
大
の
会
社
の
ひ
と
つ
ル
栂
幼
の
影
絡
を
受
け
た
た

で
す
。

N
S
M社
は
メ
ー
カ
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
面

l
、
ロ
!
エ
ン
社
は
販
売
会
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
フ
ツ

の
か
、
市
均
を
活
発
に
よ
み

が
え
ら
せ
る
よ
う
な
瓜
慣
れ
た

新
製
品
は
い
つ
出
て
く
る
の

か

l
iだ
れ
も
が
ま
だ
そ
う

尋
ね
て
い
ま
す
。

3
T
V
機
に
人
気

ま
の
写
真
は
文
字
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
ユ
E

タ
ー
の
ひ

と
つ
、
ル
ツ
フ
ァ
l
&
デ
ィ
ス
誌
の
ポ
プ

・
デ
ィ
ス

社
長
。
下
の
写
真
肱
来
年
の
A
T
E
仁
つ
い
て
討
蛤

す
る
主
偶
者
当
局
の
{
左
か
ら
右
へ
}
ジ
ョ
I
・
パ

ー
ニ
ッ
プ
氏
、

7
ラ
ン
・
ウ
ィ
リ
Z
氏
、
ジ
ョ
ン

・

シ
ン
デ
ル
ト
ン
民

多
種
多
機
な
G
機

A
T
E
で
は
、
優
秀
な
展

示
小
間
や
優
秀
な
新
製
品
な

ど
に
、
数
多
く
の
貨
が
贈
ら

れ
ま
す
(
出
情
念
な
が
ら
優
秀

な

T
V
ゲ
l
ム
へ
の
貨
と
い

う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。
今

回
、
優
秀
な
硬
貨
作
動
式
機

械
貨
は
、
英
同
の
卜
|
ネ
イ

ド
|
社
に
贈
ら
れ
ま
し
た
.
 

• • 

た
。
同
社
の
ゲ

l
ム
機
は
紺
ゅ
の
大
き
な
会
社
が
出
展
し
ま

像
力
笠
か
で
ス
タ
イ
ル
に
お
し
た
。
そ
の
う
ち
六
社
は
ひ

い
て
も
優
れ
て
お
り
、
米
国
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

へ
の
輸
出
最
に
お
い
て
目
立
い
て
、
か
れ
ら
の
属
す
る
協

っ
た
業
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
会
が
後
援
し
て
い
ま
し
た
・

も
う
一
社
紹
介
し
な
け
れ
ば
こ
の
六
社
は
簡
潔
な
展
示
小

な
ら
な
い
の
は
.
エ
レ
ク
ト
聞
を
殺
向
に
活
用
し
た
こ
と

ロ
コ
イ
ン

・
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
が
鮮
価
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
と

ク
ス
社
で
す
。
同
社
は
大
変
し
て
特
別
貨
を
乎
に
し
ま
し

興
味
深
い
会
社
で
、
私
は
い
た
・
そ
し
て
災
際
‘
か
れ
ら

つ
か
こ
の
会
祉
の
こ
と
を
「
ゲ
の
術
祭
な
小
間
で
は
答
の
た

|
ム
マ
シ
ン
L

に
山
口
く
つ
も
め
の
ス
ペ
イ
ン
の
踊
り
子
や

り
で
す
。
同
社
は
英
同
で
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
が
、
本
当
に

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
製
品
の
代
理
ス
ペ
イ
ン
風
の
雰
囲
気
を
か

底
で
、
と
て
も
魅
力
あ
る
ユ
も
し
出
し
て
い
ま
し
た
.

ニ
パ

l
サ
ル
製
ス
ロ
ッ
ト
マ
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
は
今

シ
ン
を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
白
、
さ
ほ
ど
も
の
珍
し
い
も

エ
レ
ク
ト
ロ
コ
イ
ン
社
で
私
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ

が
と
て
も
』
気
に
入
っ
て
い

る

で
も
重
要
な
分
野
で
す
。
英

の
は
、
同
社
が
働
き
者
の
若
図
に
お
け
る

N
S
M
社
製
品

い
熱
心
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
の
代
理
庖
で
あ
る
ロ

l
エ
ン
・

設
立
さ
れ
た
と
い
う
こ

と

で

オ

l
ト
マ
テ
ン
社
は
、
世
界

す
。

初
公
開
の
「

N
S
M
サ
テ
ラ

イ
ト

2
0
0
0」
ジ
ュ

l
ク

を
出
品
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

デ
ザ
イ
ン
、
技
術
と
も
に
今

ま
で
に
な
い
最
も
め
ざ
ま
し

い
ジ
ュ

ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
す
‘

付
属
品
の
・
?
と
も
忘
れ
て

は
な
リ
ま
せ
ん
.
T
V
モ
ニ

タ
ー
で
紫
附
し
い
業
績
を
あ

げ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
の
ハ
ン

タ
レ
ッ
ク
ス
祉
は
、
悶
祉
の

一
巡
の
製
品
を
展
示
す
る
大

き
な
小
聞
を
設
け
て
い
ま
し

た
.
ス
タ

1
ポ
イ
ン
ト
祉
は

同
社
に
よ
る
新
し
い
低
価
格

の
コ
イ
ン
検
察
装
置
を
発
表

し
ま
し
た
。
同
社
は
め
ざ
ま

し
い
会
社
で
、
そ
の
う
ち
『
ゲ

ー
ム
マ
シ
ン
」
で
紹
介
す
る

つ
も
り
で
す
.
そ
し
て
コ
イ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
社
・
同
社

は
コ
イ
ン
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
等

門
メ
ー
カ
ー
で
す
が
、
今
回

初
め
て
新
し
い
会
硬
貨
用
ホ

ッ
パ
ー
を
展
示
し
ま
し
た
。

ニ
れ
は
普
通
の
大
き
さ
の
硬

貨
な
ら
ほ
と
ん
ど
全
硬
貨
払

い
出
す
も
の
で
す
。

こ
こ
で
私
は
.
当
然
紹
介

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

(引
め
ん
上
段
に
値
聞
く
)

同
社
は
リ
モ
コ
ン
式
の
事
や

船
な
ど
で
最
近
例
外
的
に
業

綴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
製
品
は
広
い
場
所
を
必

要
と
し
、
レ
ジ
ャ
ー
パ
|
ク

に
適
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

同
社
は
今
回
、
リ
モ
コ
ン
式

を
基
に
、
も
っ
と
小
さ
く
て

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
場
に
ぴ

っ
た
り
の
ゲ
|
ム
機
「
ス
ペ

ー
ス

・
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
』
を

作
り
ま
し
た
。
ニ
れ
は
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
操
縦
す
る
-
一
つ
の

ω
ス
ペ
ー
ス
カ

l
e
か
ら
成

り
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
外

占
…
は
一
電
子
得
点
表
示
板
で
一
示

さ
れ
ま
す

.
A
T
E
で
の
ト

l
ネ
イ
ド

l
祉
の
評
判
は
大

し
た
も
の
で
‘
お
か
げ
で
夏

の
終
リ
ま
で
注
文
を
ニ
な
す

の
に
忙
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
.

央
闘
の
ア
ー
ケ
ー
ド
で
プ

ア
ン
ャ
ー
は
人
公
を
保
ゥ
て

い
ま
す
.
ク
ロ
ム
プ
ト
ン
社

は
こ
の
プ
ッ
シ
ャ

1
・
ゲ
ー

ム
機
で
世
界
的
に
布
名
な
メ

ー
カ
ー
の
ひ
と
つ
で
す
・
同

祉
の
一
一
連
の
製
品
は
出
品
さ

れ
、
多
く
の
関
心
を
ひ
き
つ

け
ま
し
た
.

A
T
E
は
広
く
図
際
的
な

催
し
で
す
が
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

機
に
関
す
る
法
律
が
と
て
も

う
ま
く
い
っ
て
い
る
英
国
で

飼
か
れ
る
た
め
、
笑
に
た
く

さ
ん
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
殺
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
全

部
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
出
展
し
た
多
く
の

会
社
の
中
で
も
サ
ミ
ッ
ト
コ

イ
ン
役
の
ニ
と
は
仕
付
記
す
る

価
値
が
あ
る
で
し
ょ
う
.
同

社
は
阿
小
間
程
度
に
も
か
か

わ
ら
ず
優
秀
な
小
聞
と
し
て

貨
を
期
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
ご
く
勺
然
の
、
』
と
で
し

A
T
E
は
い
つ
も
、
外
国

か
ら
多
く
の
会
社
が
参
加
す

る
、
非
常
に
凶
際
的
な
シ
ョ

ー
で
す
.
今
年
外
国
か
ら
出

展
し
た
う
ち
以
も
多
か
っ
た

の
は
ス
ペ
イ
ン
で
、
約
十
社

ス
ペ
イ
ン
の
6
社

右
の
よ
の
写
真
は
侵
発
な
硬
貨
作
動
式
後
織
で
隻
貸
し

た
笑
・ト
l
ネ
イ
ド
l
祉
の
{
左
か
ら
右
へ
)
ジ
ム・

ジ
ャ
?
ソ
ン
民
、
レ

t
・
ホ
ワ
l
ス
氏
、
デ
イ
プ
・
7

ン
ヌ
シ
ョ
l
氏
。
下
の
写
真
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ラハ

栓
の
ラ
ウ
U
7

・
マ
リ
ッ
チ
副
社
長
と
同
社
製
準
ギ
ャ
ン

ブ
ル

7
Yン
〔
本
紙
前
号
，
照
〕

• • 

上
の
写
真
怯
パ
リ
l
-
コ
ン
テ
ネ
ン
テ
ル
祉
の
ア

イ
ナ
l
・
7
2
ク
ピ
ッ
ヒ
祉
長
{
左
)
と
パ
リ
1
・

ウ
ル
7
栓
の
ハ
ン
ス

・
9
a
x社
曇
。
中
央
の
写

真
は
ニ
チ
プ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祉
の
カ
ー
ル
・
ボ

Z
ト
栓
長
(
左
}
と
エ
チ
プ
ツ
U
S
A祉
の
定
永

沼
総
副
社
長
。
下
の
写
真
(
左
か
ら
右
へ
)
英
国

エ
レ
?
ト
ロ
コ
イ
ン
祉
の
ス
タ
1
ジ
デ
ス
氏
、
ユ

--パ
1
サ
ル

・貿
易
穆
の
鈴
木
涜
氏
、テ
t
角ン・

外
国
怒
の
仲
田
健

一氏

• • 

て
い
る
こ
と
で
す
。
い
ず
れ

の
シ
ョ
ー
で
も
、
カ
ジ
ノ
問

機
械
ど
け
を
出
自
問
し
た
会
社

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
は

カ
ジ
ノ
以
外
で
は
ど
こ
に
も

使
え
九
払
い
も
の
な
の
で
す
。

I
M
A
で
は
チ
ェ
リ
ー

-
ド

ィ
チ
ェ
ラ
ン
ド
社
が
初
め
て

そ
の
叩
訟
を
現
わ
し
ま
し
た
。

同
社
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
チ

ェ
リ
ー
社
|
|
近
い
う
ち
こ

の
会
社
に
つ
い
て
の
記
事
を

送
る
つ
も
り
で
す
e
l
lの
ド

イ
ツ
支
社
で
、
カ
ジ
ノ
市
場

だ
け
を
目
当
て
に
ほ
ん
の
ニ

ヵ
月
前
日
設
立
さ
れ
た
ば
か

り
で
す
。

ジ
ュ
ー
ク
の
状
況

川叫
在
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス

の

7
1
ケ
y
ト
は
不
調
で
す

が
、
台
刊
名
な
メ
ー
カ
ー
目
聞
は

す
べ
て

I
M
A
に
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
ア
ミ
ロ
社
は

A
M

I
製
品
を
出
品
し
、
ロ

y
ク

オ
l
ラ
製
品
は

A
b
-
-
s
z
p

社
の
小
聞
で
ノ
パ
マ

ッ
ト
社

か
ら
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
ド

イ
ツ
に
大
工
場
を
持
つ
ワ

l

リ
ツ
ツ
ア
l
社
は
自
分
の
小

聞
を
持
ち
、
「
テ
レ

・
デ
ィ

ス
ク
」
と
い
う
面
白
い
製
品

を
出
品
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

レ
ス
ト
ラ
ン
府
に
開
発
さ
れ

た
も
の
で
、
硬
貨
作
動
式
で

な
く
、
容
が
聴
き
た
い
幽
を

選
び
そ
れ
を
リ
モ
コ
ン
で
手

じ
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

I
M
A
で
は
あ
ら
ゆ
る
件
円

以
品
が
出
品
さ
れ
、
ま
た
臼

動
版
光
機
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
逃
闘
地
問
の
大
型
飛

物
機
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

来
年
の

I
M
A
シ
ョ
ー
は

一
月
十
九
日
か
ら
二
十

4

一日

ま
で
、
ま
た
フ
ラ
ン
ヲ
フ
ル

ト
の

メ
y
セ
ゲ
レ
ン
デ
で
聞

か
れ
る
予
定
で
す
。

玄

E
d
、。司
02ω
r
p
z



(22) 第三傾斜骨量物u.rゲームマシン

rQパート 」ゴットリーブ社開発の

スー
コナミから三織に発売へ

跳んで合
ヱスコ、セガ、

キ
ュ
ー
ブ
の
色
を
塗
り
変

え
る
と
い
う
米
国
ゴ

y
ト
リ

ー
ブ
社
製
T
Vゲ
i
ム
後
「キ

ュ
ー
バ

1
ト
」が
、
仰
セ
カ
・

エ
ン
タ
ー
ブ
ラ
イ
ゼ
ス
(
・
本

第207号

-
-
2
0
B
 

こノ
米・ゴッ争リ ー7祉事曜の『キューパ-~ J とその薗薗

従
来
点
、
ロ

i
ゼ
ン
社
長
)

と
俄
エ
ス
コ
向
H
H旬
(
本
社
東

京
、
点
林
健
次
郎
社
長
)
か
ら

二
月
下
旬
に
、
コ
ナ
ミ
紛
(
本

社
東
点
、
上
月
川
昂
-
止
社
長
}

か
ら
:
一
月
中
旬
に
発
売
さ
れ

ヲ色。
刷
機
は
コ
ナ
ミ
が
ゴ
ッ

ト

リ
i
プ
社
か
ら
闘
内
に
お
け

る
独
占
似
光
慌
を
得
た
も
の

で
、
コ
ナ
ミ
か
ら
怨
.
桜
.
以
光

が
な
さ
れ
、
セ
ガ
社
か
ら
ミ

ニ
7
y
フ
ラ
イ
ト
邸
、
エ
ス

コ
貿
易
か
・
勺
ア
ッ
フ
ラ
イ
ト

型
で
そ
れ
そ
れ
発
必
と
な
る

ゲ
ー
ム
内
科
は
X
下
側
方

向
レ
バ
ー
で
"
キ
ュ
ー
バ

ー

ト
"
を
録
作
し
、
ピ
ラ
ミ

γ

ド
状
戸
山
削
ま
れ
た
キ

ュ
ー
ブ

明
畠
か
ら

「
ロ

ッ
ク
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」

水
鉄
砲
で
頂
上

• • 

~ 

赤

い

ポ

ー

ル

を

コ

ー

ス

に

そ

っ

て

1983年3月1日

鉄た 旬本殊ラドを
砲でこ発品産イゲテエ
じ たれ光明業ミ 1 1ベ
よ赤はと社(株}ンムマレ
るい'/ (f長(グ 機とス
ホボラる)本'- .， Lト
l五 lイ。か 社 が ロ た 山
でルマ ら大 、ヅ7へ
山を i 三 ~i P}jク lの
頂、に fl 、品 ・ケ登
ま水み よ岡持ク i項

で
登
ら
せ
て
い
く
と
い
う
ゲ

ー
ム
。

透
明
の
ボ
y
ク
ス
内

に
約
四
十
五
度
に
傾
斜
し
た

山
の
お
局
が
あ

η
、
そ
の
よ

に
ポ

l
ル
の
逸
る
コ
ー
ス
が

下
郎
か
ら
上
部
へ
向
け
て
波

形
に
続
い
て
い
る
。

フ
レ
イ
ヤ
ー
は
手
前
の
水

鉄
仰
の
引
き
金
を
引
い
て
ぷ

を
発
射
し
、
そ
れ
に
よ
り
ポ

車室
全対 空
号車そ
ろの?
;衝5
会突 す
?戦J

タイトーからゴットの本格フリッパ一発売へ

河
-

車
同
士
の
激
突
を
テ

1
7

則
一
と
し
た

T

V
ゲ
I
ム
綴

「カ

釧

一
i
ジ
ャ
ノ
ポ
リ
l
」
が
、
大

活
一森
電
気
仙
脚
(
本
社
東
京
協
武

第
-蔵
村
山
市
、
大
森
勝
雄
社
長
)

か
ら
二
月
十
五
日
発
光
と
な

っ
た
。

こ
れ
は
自
動
車
を
操
作
し

て
他
の
市
中
に
ぶ
つ
け
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
他
の
市
中
を
や

っ
つ
け
る
と
い
う
ゲ
l
ム。

全
部
で
四
パ
タ
ー
ン
あ
り
、

各
パ
タ
ー
ン
の
聞
に
ボ
ー
ナ

ス
ゲ
l
ム
が
入

っ
て
い
る
。

ライカー
なども

ゲームマシン第207号1983~手3月 1 日(23) 

「ミステリーホールスr」

ト
メダルゲーム機

ス

第
一
パ
タ
ー
ン
で
は
車
と

動
物
、
第
二
パ
タ
ー
ン
は
動

物
と
オ
ー
ト
バ
イ
と
車
、
第

三
パ

タ
ー
ン
は
動
物
と
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
、
第
四
パ
タ
ー
ン

は
車
が
そ
れ
ぞ
れ
現
わ
れ
、

第
二
パ

タ
ー
ン
で
ジ
ャ
ン
プ

台
、
第
一
一一パ

タ
ー
ン
で
池
、

第
四
パ
タ
ー
ン
で
ジ
ャ
ン
プ

台
と
池
が
山
山
て
く
る
。
衝
突

し
て
他
市
中
を
伎
に
ぶ
つ
け、

あ
る
い
は
池
に
議
と
せ
ば
得

点
と
な
る
。
そ
の
川崎
合
、
災

織
か
ら
山
，
で
る
と
他
市
中
は
繊

、、
と
す
る
『
コ
イ
リ
ィ
』
、
触
門
銀
に
桃
ぴ
移
れ
ば
倣
の
攻

れ
る
と
他
な
い

『
U
C
C
」
、
祭
を
防
げ
る
。
え
だ
し
川
線

キ
ュ
ー
バ

l
ト
を
ス
ト
ノ
プ
に
来
れ
ば
自
動
的
に
似
卜
に

さ
せ
る
「
ロ
ン
グ
ウ
ェ
イ
」
反
る
。
こ
う
し
て
令
部
の
キ

告
ど
が
出
現
す
る
。
他

険

な

ュ

l
プ

(て
十
八
倒
)
の
色

山崎
A
U
は
マ
ジ
ッ
ク
ボ
l
ル
を
を
変
え
る
と
一
パ
タ
ー
ン
終

っ
か
む
と
締
魔
者
た
ち
が
し
了
。
パ

タ
ー
ン
を
追
う
ご
と

ば
ら
く
動
き
を
停
止
し
、
ま
に
ゲ
|
ム
内
等
は
縦
し
く
な

た
ピ
ラ
ミ

y
ド
の
外
に
あ
る

つ
て
い
き
、

二
度
塗
り
か
え

宇翼
Fa--σ〉

百 三
定旅よ
重行?
の三
ヌLで

分

回
転
式
、

(立
方
体
)
の
上
面
の
色
を

変
え
て
い
く
も
の
。
キ
ュ

l

加
藤
級
金
工
業

(本
社
大

パ
ー
ト
は
ま
ず
頂
上
に
現
わ
阪
府
茨
木
市
、
加
藤
繁

一
社

れ
、
キ
ュ
ー
ブ
を

一
例

ず

つ

長

)
か
ら
定
震

・
凶
転
式
来

ピ
ヨ

ン
ピ
ョ
ン
跳
び
は
ね
て
物
機

「
ス
ペ
ー
ス
ス
テ
i
シ

い
く
と
、
挑
び
乗

っ
た
キ
ユ

ヨ
ン
」
と
、
定
鐙
型
来
物
出
向

|
ブ
の
耐
の
色
が
変
わ
っ
て
『
ス
ク
ー
タ
ー
」
が
発
光
さ

い
く
。
以

っ
て
ピ
ラ
ミ

y
ド
れ
て
い
る
。

の
外
い
跳
ぴ
出
す
と
ア
ウ
ト
。

「

ス

ペ

ー
ス
ス
テ
l
シ
ョ

途
中
心
別
氏
お
と
し
て
、

せ

ン

」

は

宇
宙
空
間
に
あ
る
ん
虫
ず

っ
か
く
変
え
え
キ

ュ
ー
ブ
の
小
曲
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
来
り
宇

色
を
も
と
い
い
反
し
て
し
ま
・
7

宙
旅
行
の
気
分
を
味
わ
う
こ

「ス
リ

Y

7
」
や
「
サ
ム
』
、
と
を
テ

1
7
と
し
た
も
の
で
、

追
い
か
け
て
き
て
つ
ぶ
そ
う
中
央
に
あ
る
絡
の
周
り
を
同

-
ル
を
う
ま
く
上
部
へ
と
巡

ん
で
い
く
。
コ
ー
ス
の
故
終

に
あ
る
穴
に
ボ
l
ル
が
入
る

と
、
得
点
が
デ
ジ
タ
ル
表
示

さ
れ
る
。
ゲ
ー
ム
は
タ
イ
マ

ー
制

(
一
分
附
か
ら
二
分
間

ま
で
調
節
可
能
)
だ
が
、
時

間
内
に
・
ニ
組
以
上
頂
上
に
到

達
す
れ
ば
一
回
(
切
答
可
能
)

だ
け
併
ゲ
l
ム
が
で
き
る
。

問
機
は
電
取
持
可
対
象
外
。

定
価
七
十
八
万
円
。

転
し
て
出
慣
が
い
と
な
り
、
さ

ら
に
当
て
る
と
残
が
い
は
蛍

に
ぶ
つ
か
り
炎
上
し
て
消
え

る
。
斜
め
か
ら
衝
突
す
る
と

他
市
中
は
ス
ピ
ン
す
る
。
た
だ

し
動
物
に
接
触
す
れ
ば
ア
ウ

ト
。
ま
た
他
惑
も
プ
レ
ー
ヤ

ー
の
患
に
当
た
っ
て
く
る
の

で
注
意
。
他
省
十
は
三
極
類
あ

り
、
破
崎
明
さ
れ
る
と
ま
た
同

種
の
恵
が
現
わ
れ
る
。
ボ
タ

ン
を
抑
す
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
す
る
が
、
ジ
ャ
ン
プ
台
に

乗
っ
た
時
は
ジ
ャ
ン
プ
の
長

一胞
を
操
作
す
る
ボ
タ
ン
に
な

り
、
他
市
中
を
上
か
ら
押
し
つ

ぶ
せ
る
。
ボ
タ
ン
を
使
う
た

び
に
燃
料
が
減
っ
て
い
き
(州

市
下
怖
に
淡
・
・
小
)
、
燃
料
が

な
く
生
れ
ば
ア
ウ
ト
。
人
間 • • 

「
ス

ク

ー

タ

ー

」

も

転
す
る
乗
物
出情
。
全
体
の
配

色
は
シ
ル
バ
ー
と
ブ
ル
ー
を

絡
調
と
し
て
{子
市
の
感
じ
を

出
し
、
さ
ら
に
無
重
力
問
官
官

演
出
す
る
た
め
動
き
は
絡
を

翰
に
斜
め
凶
伝
。
屯
チ
tuに

よ
る
効
拠
点げ
と
燃
に
付
い
で

い
る
J

一色
の
ラ
ン
フ
が
点
滅

す
る
。
定
ハH
は

ニ
人
で
そ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
パ
タ
ー
ン
も

あ
る
。
キ
ュ

ー
バ
l
卜
.
ニ
仰

ア
ウ
ト
で
ゲ
l
ム
終

f
、

一

定
得
点
以

k
で
一
限
追
加
さ

れ
る
。

定
価
は
ミ
ニ
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト
型
百
十
六
万
円
、
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
型
(
再
生
口
問
)
問
十

七
万
円
。
基
板
定
価
は
未
定
。

ぞ
れ
別
々
に
乗
り
込
む
。
定

価
九
十
三
万
円
。

「
ス
タ
ー
ヂ
1
」
は
赤
と

災
色
の
ス
ク
ー
タ
ー
が
各
一

台
、
計
二
台
の
ス

7

1
ヂ
ー

が
同
時
に
作
動
す
る
も
の。

動
き
は
そ
れ
ぞ
れ
前
進
と
後

進
を
し
な
が
ら
、
経
い
よ
下

運
動
を
繰
り
返
し
、
ス
ム
ー

ズ
な
れ
品
行
感
を
楽
し
め
る
。

作
曲
川
中
に
メ

ロ
デ
ィ
ー
(
ニ

曲
}
が
流
れ
る
。
定
H
H
は
各

ス
ク
ー
タ
ー

一
人
で

M
.一人
。

パ
ラ
ソ
ル
付
き
。

内
札
価
ぃ
ハ
サ
万
円
。

' 
スクーター

ロヲク・クライミンダ

• • 

カージャンボリー

打
込
ま
れ
て
い
る
。
唆
面
の

下
部
に
は
左
中引
に
動
く
U
F

O
が
い
て
、
こ
の
中
央
を
メ

ダ
ル
が
通
過
す
れ
ば
ミ
ス
テ

リ
ー
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
メ
ダ

ル
(
ニ
、
四
、
六
枚
に
切
血
管

可
能
)
が
払
出
さ
れ
る
。
メ

ダ
ル
が
最
下
部
に
務
ち
る
と

ス
ラ
イ
ド
板
に
乗
っ
た
メ
ダ

ル
を
穫
と
す
ゲ
!
ム
に
な
る
。

定
価
七
十
九
万
円
。

「
ニ
ュ

l
マ
ジ
ッ
ク
ル

ー

レ
ッ
ト
幻
」
は
悶
入
用
の
ル

l
レ
y
ト
ゲ
ー
ム
で
、

「ニ

ュ
l
マ
ジ
ッ
ク
ル
ー
レ
ッ
ト
」

と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
同
じ
だ

が
、
中
央
の
ル
ー
レ
ッ
ト
部

分
に
改
良
が
加
え
ら
れ
た
も

の
。
手
前
の
パ
ネ
ル
に
で
対

人
ゲ
ー
ム
の
ル
l
レ

γ
ト
と

M
じ
M
8
mで
、
プ
レ
イ
ラ
ン

プ
点
灯
中
に
附
け
る
。
ラ
ン

プ
が
消
え
る
と
ル
ー
レ
ッ
ト

の
ポ

l
ル
が
例
り
山
山
し
、
や

が
て
停
止
し
た
側
所
に
叫
聞
け

て
い
れ
ば
二
倍
か
ら
三
倍
の

メ
ダ
ル
が
払
出
さ
れ
る
。
メ

ダ
ル
投
入
は
九
十
九
枚
ま
で

ク
レ
ジ
ッ
ト
が
で
き
る
。
キ

ヤ
ピ
、平
ッ
ト
は
ル
ー
レ
ッ
ト

部
分
と
四
つ
の
操
作
節
分
に

分
解
が
で
き
、
楽
に
移
動
が

で
き
る
。

定
価
百
五
十
六
万
円
。

の
乗
っ
た
オ
ー
ト
バ
イ
と
衝

突
し
、
務
ち
た
人
聞
を
赤
十

字
の
狭
ま
で
運
ぶ
と
燃
科
が

満
タ
ン
に
な
る
。
こ
の
ほ
か

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
も
出
現
。
他

前
中
を
五
台
磯
崎
明
す
る
と

一
パ

タ
ー
ン
ク
リ
ア
と
な
る
。
ボ

ー
ナ
ス
ゲ
l
ム
は
ジ
T
ン
プ

台
か
ら
飛
ん
で
他
卓
を
つ
ぶ

す
と
高
得
点
。

各
得
点
は
衝

突
の
仕
方
に
よ
っ
て
異
な
る
。

三
台
ア
ウ
ト
で
ゲ
ー
ム
終
了

だ
が
、
一
定
得
点
以

t
で市
中

戸

A
H
が
追
加
さ
れ
る
。

仲
輔
副
似
阪
光
の
み
で

1
・
一万

五
千
円
。

に
な
っ
て
計
六
個
あ
る
。
ゲ
に
応
じ
て
ボ
ー
ナ
ス
プ
レ
イ

l
ム
は
ド
ロ
ッ
プ
タ
l
ゲ
Y

が
あ
る
。
定
価
九
十
六
万
円
。

ト
一
τ
つ
打
つ
ご
と
に
サ
ッ
カ
「
ミ
ス
テ
リ
ー
ホ
ー
ル
ズ
」

l
ポ
l
ル
(
ラ
ン
プ
)
が
ゴ
は
三
人
間
の
マ
ネ
|
プ
ッ
シ

i
ル
へ
と
進
む
が
、
貧
色
の
ャ

i
型
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
出
問
。

ポ
ッ
プ
パ
ン
パ

l
を
叩
け
ば
後
械
上
部
に
あ
る
メ
ダ
ル
投

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
(
ラ
ン
プ
)
入
口
か
ら
-
枚
ず
つ
メ
ダ
ル

さ
れ
る
。
パ

ス
ラ
ン
プ
点
灯
を
務
と
す
と
、
メ
ダ
ル
は
ポ

時
に
は
ボ
タ
ン
操
作
で
パ
ス

ッ
ク
ス
内
奥
の
壁
画
を
伝
つ

も
で
き
る
。
ま
た
白
色
タ
l

て
洛
ち
て
い
く
。
こ
の
壁
面

足
で
キ

ッ
ク
に
見
立
て
ら
れ
、
ゲ
ッ
ト
を
全
部
ヒ

γ
ト
す
れ
は
パ
チ
ン
コ
台
の
よ
う
に
メ

プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
下
部
左
ぱ
、
フ
リ
l
キ
Y
ク
も
可
能
。
ダ
ル
一
枚
が
通
過
で
き
る
ほ

右
と
中
央
部
に
そ
れ
ぞ
れ
対
ゲ
l
ム
終
了
時
に
ゴ

l
ル
敏

ど

の
間
隔
で
無
数
に
ク
ギ
が

山
脚
タ
イ
ト
l

(
本
社
東
京
、

コ
l
ガ
ン
社
長
)
か
ら
米
国

ゴ
7
ト
リ
l
ブ
社
製
フ
リ
ッ

パ
l

『
ス
ト
ラ
イ
カ
l
」
、

多
人
数
用
の
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム

機
「
ミ
ス
テ
リ
ー
ホ
|
ル
ズ
」
、

岡

『
ニ
ュ

l
マ
ジ
ッ
ク
ル
ー

レ
ッ
ト
お
L

が
そ
れ
ぞ
れ
二

月
中
旬
発
光
と
な
っ
た
。

フ
リ
ッ
パ

l
『ス
ト
ラ
イ

カ
l
」
は
サ

γ
カ
ー
を
テ
ー

マ
と
し
た
も
の
で
、
プ
レ
イ

フ
ィ
ー
ル
ド
が
そ
の
ま
ま
サ

Y
カ
i
コ
ー
ト
に

な
っ
て
い

る
。
フ
リ
ッ
パ
ー
は
選
手
の

ストライカー

--20 

シ、、

ミステリー取ールズ

踊駐噂場

;芝ガつくれ貯ーブルも戸ツフライトもこ認さ

テーブルキャビネット アップライトキャビネット

--晶晶 (デラックスタイプ)

スベースステーション

三..: e:.. ~t.ヤ相川';10:"'õ :

管理業務の即戦力.ノ
ゲームオペレータ業専門

レンタル機器管理システム

に注.11
震を痛めてからでは遅いのです

:"，ーマジックルーレツト83

ギッタリ?ヨ

大型金庫粋はアメリカでは常畿

圃0;ド__ i 金山 !II卜 1

1+'JIIYlEtl 月 1171 H11 

三和銀行湿原支唐

当座306737

有限会社 芝エンジニアリング

(各，~ーツは最高級品を使用)

ギャラガタイプ操作パネル

振込先

" ・"附uC'':':J .， ・・日・..~ h~'1制.・13EL$EIF州、ι t

I :例"、υ，ュ'‘"‘ω.J:む・l.エ:州、ωi
: uυ::.Ub:~ 1 : 1-1: rυ同114
Iφ_'-101‘iφll1rlζれ側 、.J ~，::.):，.，、 I

日東Iレクト口二クス(栂G号

~ )-ιb .111-1 " 
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仕入・売上・在庫・販売の管理が容易にできます。
・これは三菱電機製16BIT汎用パソコン

ですので買11売ソフト ウエアパッケージ
を蛾入すれば、 今、話題のOA・ワープ

ロと して、給与計算等の一 般経理事務

にも御利用いただけます.

・簡単な操作ですのでどなたでも御使用

いただけま す。

・三菱電機製パソコン (MR1602) 
プりンタ (MP02PR)
CPM 86 
M.BAS1C 
MRP.16(管理プログラム}

市その他、た〈さんのソフトウエアが
完備されています。

f且当 石松 ・増佃

ソフトウヱア

掛御申1:1:鼻、 御質問を随時お受tすいたします.

聞週 懸マイコン戸ンドサイエンス
明 04東京都中央区銀座ト同叶oi¥.洲興需銀座ピル

τEL 03-545-ー391 1 (代}

1人で摘み降ろι

定価 98，000円

発売記念価格 69，800門

中都渇事

只今

t人で遺び、タテ績み・ヨコ摘み

OK !:換い喫茶庖でもOK!

ゲーム来品、自動販売機中味、問屋卸
{ライター、アクセサリー、ミエカー、テピッ子、PL)

喝所もとりません。マルチパン・

小型パンでもOK!
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fメダルゲーム場運J営基準.
尊重 されるべき

• ' 

のと12 48 
版

本基準でいうメダルゲーム場とは、メダルを使用し

て技術介入性のない遊戯を行い、その結果が同種メダ

ルで還元されるようなメダルゲーム機械(子ども用の

単純なゲーム機械を除()を設置する営業形態のゲー

ム場をいう。メダルゲーム喝の運営は、関係官ITの指

導を灘霊するとともに、次に掲げる各項目を遵守して

行うこととする。

本運営基準でいうメダルゲーム場とは、メダルを使

用して遊戯を行い、その遊.の結果がメダルで還元さ

れるようなシステムを採用した営業形態のゲーム場を

いう。メダルゲーム織の運営に当つては、関係官IT等
の指場を孤軍すると共に、少なくとも次に挙げる各項

目を厳守しなければならない

本運営基準でいうメダルゲーム織とは、独立した営

換区画で、 メダルを使用して遊戯を行い、その遊戯の

結果がメダルで還元されるようなシステムを採用した

営業形態のゲーム場をいう。

1 賭博行為の禁止

③ 取得メダルの財物への交4換など覇者博行為とみな

される行為はー切しない。

⑥ 35:伝文書、 r~名についても勝博行為を述惣させ
るようなものを線用しないなど、賂慨を未然に防止す

るようにする。

1 賭博行為の禁止

③ 取得メダノレの財物へのちE侠など賭附TY..~と看倣
される行為は一切しない。

⑤ 貧 伝 文 言、応名についても賂剛T為をi車恕する

ようなものを採用しないなど、目者博を未然に防止しな

けれ{まならない。

2 取得メダルの績かりの規制

取得メダルに対して f預りi正J を発行しない。

3 18歳未満の者の制限
@1最後者の伺{半のない18歳未満の者に対しては、

メダルゲーム機械で遊戯させないようにする。

⑤ 午後11時以降Ij:、 18歳未満の者のゲーム域内へ

の立入をm止する。

4 メダルゲーム機械の併設

一般のコインゲーム場にメダルゲーム機械を併設す

るときは、できるだけ区画を分けて設置する。

5 使用メダルの規格

偽J~対策のため、ゲーム場で使用する j ダルは 、 [直
後30m..以上とするか、または強磁性体の材質を使用す

る.

6 庖内照明

邸内照j支は、床而i10ル yクス以下に主らないように

自己泌する。

H H1P寺より午後12

4 偽貨対策としての使用メダルの基準

ゲーム場で使用するメダルi主、直径3伽柵以上とする

か、また強i磁f全体の材質を使用 しなければならない。

7 営雛時間

営業時Ijjll主、休日の自~EI を除き、

時S主主主'とする。

8 ゲーム機械の再販

ゲーム機械の再販の際は、取引のどちらか}方が必

ず古物il請の営業許可を得ていることを要する。

9 管E里責任者

一つのゲーム坊に訟法するゲーム機械待の訟Is;規絞

を20台絞1止とし、そこに管理主資任者を常置する。

10 届出

新たにメダルゲーム場を開設するときは、!ij11紙様式

により所聖書符祭器に屑:Uをする。

5 鹿内照度の基準

府内照度l立、床而で10ノレックス以下にならないよヲ

に自己泌すること。

7 ゲーム機の再販規制

ゲーム機の再販の際l立、必ず取引のどちらか一方が

古物商の営業許可を得ていなければならない。

8 営業規模の基準

一つのゲーム場に設依するゲーム機等の最低規絞を

20台とすること。

9 開業届出司書類の提出

新たにメダルゲーム場を開府する場合l.i、別紙様式

により、所事書聖書事持者に属H1をするものとする。

11 掲示

上記 1の @.2、3の@ゆおよび9に関しては、場

内の容が見やすい所にその偽示をする。
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3 18愈未満の者の入場制限

@ イ泉t費者の同伴のない18歳未満の者に対しては、

ゲーム場内に容として立入らせてはならず、またゲー

ムをさせてはならない。

⑥午後11時以降は18歳未満の者のゲーム場内への

立入りを一切祭止する。

第三徳郵便物恕可ゲ ームマシン第207号1983年3月1日(25) 

時代メカ+
，
 .
.
.
 

d-e
，、。
'
e
dw拠

e
e
e
 NAO版

(n話相57flト7J.l)

リライト版

(sg手1153年3月)

カ出
、E

E
E

‘，B
E
E
B，

T

D

 

H

V

M

閃

A
V

ハU

日出I時より午後12
6 営難時間の基準

営業1時間は、休日の前自を|徐き、

時までとする。

N
A
O
は
独
自
に

10 規制項目の掲示

上記、1の③、 2、3の@砲に関しては、ゲーム場

で容が蚊む見やすいところへ拘示しておくニと。

臨
時
け
ご
と
を
ゲ
|
ム
内
容
と
し
て

い
る
ギ
ャ
ン
ブ

ル
機
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
使
用
さ
れ
る
危
険
性
が
緩

め
て
向
い
こ
と
は
当
然
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
ギ
ャ

ン
ブ
ル
機
を
設
置
し
、
賭
博
行
為
そ
の
他
問
題
と
な

る
こ
と
が
ら
を
排
し
て
巡
営
し
て
い
く
「
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
場
』
が
出
現
し
て
か
ら
、
す
で
に
十
年
以
上
経

過
し
た
。

こ
う
し
た
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
場
が
金
悶
に
増
加
し
つ

つ
あ
っ
た
昭
和
問
十
八
年
寸
二
月
、
当
時
の
全
日
本

遊
聞
協
会
・
健
全
娯
楽
推
進
委
員
会
(
中
商
昭
雄
委

員
長
)
と
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
協
議
会
(
中
村
総
裁
代
表

幹
事
)
が
、融
宵
祭
斤
の
品畑
滋
の
も
と
に
作
成
、
制
定

し
た
の
が
も
と
の

「
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
場
巡
営
基
準
」

で
あ
る
。
こ
の
「
基
準
」
は
こ
の
時
初
め
て
出
来
た

わ
け
で
、
会
問
の
メ
ダ
ル
ゲ

i
ム
場
巡
営
に
と
っ
て

画
期
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
。
ま
た
符
察
庁
は

全
闘
の
肺
門
祭
本
部
な
ど
へ
の
滋
迷
の
中
に
こ
れ
を
入

れ
、
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
場
の
正
し
い
迷
営
に
協
力
す
る

姿
勢
を
示
し
た
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
は
こ
の
「
基
準
」
を
守
っ
た
メ
ダ

ル
ゲ
|
ム
相
場
で
の
み
使
っ
て
い
い
の
で
は
主
い
か
、

と
い
う
の
が
行
政
指
滋
の
勉
旨
で
、
町
寸
ら
な
い
の
は

問
剛
胆
で
あ
る
と
い
う
考
、
ぇ
方
で
あ
る
。
賭
博
な
ど
の

犯
罪
に
結
び
つ
き
ゃ
す

い
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機
の
設
鑑
、

迷
営
に
つ
い
て
、
問
題
を
起
き
な
い
よ
う
行
政
指
導

を
経
て
作
成
、
制
定
さ
れ
た
こ
の
「
基
地
帯
」
は
当
然

守
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
短
め
て
重
要
な
基
準

で
あ
る
と
言
え
る
。
現
実
に
終
察
庁
は
毎
年
十
月
末

の
「
風
俗
澱
境
実
態
調
査
」
の
中
で
、
こ
う
し
た
基

畿
の
趣
旨
に
沿
っ
て
全
国
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
マ
シ
ン
と

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
場
の
笑
態
を
絢
査
し
、
そ
の
結
果
を

発
表
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
「
基
準
」

は
さ
ほ
ど
守
ら
れ
て
お
ら
ず
、
十
分
守
る
よ
う
鵬首
察

庁
は
業
界
側
に
帥
亙
口
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
全
日
本
遊
図
協
会
(J
A
A
)

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

(O
P
)
部
会
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

機
に
よ
る
途
法
営
業
撲
滅
を
訴
え
て
き
た
が
、
子
ど

も
周
ギ
ャ
ン
ブ
ル
(
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
)
機
と
ア
ー
ケ

ー
ド
/
メ
ダ
ル
ゲ
|
ム
場
併
設
基
準
の
両
方
が

一
応

否
定
さ
れ
た
段
階
で
、
五
十
三
年
春
「
リ
ラ
イ
ト
版
」

が
作
成
さ
れ
、
従
来
の
「
廿
揖
準
」
を
よ
り
厳
し
く
守

っ
て
い
く
方
向
を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
J

A
A
は
五
十
五
年
末
に
解
散
、

o
p郎
会
は
日
本
ア

ミ
ュ
!
ズ
メ
ン
ト

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(N
A
O
)

を
発
足
さ
せ
た
。
本
来
継
承
さ
れ
る
は
ず
の
こ
の
『
器

準
」
は
し
ば
ら
く
叙
訟
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
、
や
っ

と
五
十
七
年
七
月
作
成
さ
れ
た
が
、
今
度
は
子
ど
も

用
メ
ダ
ル
ゲ

i
ム
機
、
併
殺
を
前
提
と
し
た
も
の
に

な
り
、
努
察
庁
の
指
導
か
ら
綴
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。

「
N
A
O
版
』
は
N
A
O独
自
の
も
の
で
あ
る
。

-詳細は本社また

は、営撲所宛に

カヲログをご鶴
求下幸、、。

本社 伊東京都港区南青山2・24・15青山タワーピル2F干107fi03(401 }6181 

営業所東京都台東区竜泉 3ー 7- 3〒110~03(876}3405 
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酔己
置重量E電子セレクター810-E

あらゆる角度から研究しつくしました。

イタズラ・不良疑貨から解放されます。

コインセレクターに頭を痛める事leI:無くなりました。

-電気的嬢続仕様コインの種類 外径(mm) 厚さ (mm)

￥500 26.5φ 1.8 

￥100 22.6O 1.7 

1 I置博行為の繁止

③ E主f費、間被を問わず、取得メダノレの財物への交

換I;J:一切しない。

⑥ 前tnの規制を、ゲーム場内の最も見易い場所に、

拘示する。

2 宣伝文及び唐名の規則

③賭博行為であるかのような誤解の生ずる恐れの

ある瓦{云文容は、使用しな、、応名についても 、問機

に西日!Aする。

3 取得メダルの預かりの規制l
@取得メ ダルに対して、 「預かり統」は発行しな

⑤ )y，PTIのシステムをゲーム場内に掲示する。

4 }宮内照度規準

③府内照度は、床面で101レックス以下にならない

よう自己隠する。

5 営業時間

③営業時|旬l主、できるかぎり休日の前日を除き 、

日の出時より午後121侍までとする.

6 18歳未満の者の入場制限

@ 保吉産者の同伴のない18歳未満の者Ij:、ゲーム場

内に、答として立入らせてはならない (ゲームをさせ

てはならないL
⑥ 午後11時以降は、 18歳未満の者めゲーム場内へ

の立入りを、 一切祭止する。

@ 前二I質の規JtiIを、ゲーム場内に掲示する.

7 偽貨対策

③ {為貨として使用されることを避けるため、ゲー

ム場て・使用するメダノレの直後を、 30....以上とする。30
柵以上とすることが困難な場合には、強磁f主体の材質

を使用することとする。

⑥ 前J\1(の完全~施のJ制限は昭和49年12月 31 日まで

とする。

8 使用後のゲーム機の再販規制

③使用後のゲーム機の訴販の際{卓、必ず取引のど

ちらか一方が、古物商の営業訴可を得ているものであ

ることとする.

9 最低営業規模

@ 一つのゲーム場に設鐙するゲーム機の最低規模

を、20台とする.

10 関係官庁の指導の厳重

@営業上の諸問題につき、関係官庁より指導のあ

ったときは、その方向に添うよう、 tbt普の努力をする。

11 開業届出書類の提出

@ 新たにメダノレゲーム場を閑!苫する場合l.i、別紙

機式により、所隠密祭器に届出をするものとする。

綿子番号 名 称 入出カ別 電源状態および入出力信号条件

+5V 
(電源、用端子} DC4.75V以上5.25V以下の電圧をfA供給すること。

OV 
入力

(実測でI草、正賞受入跨330mA.待機時4mA)
2 (電2亜局鳴子}

DUT 
正貨がj通過した場合、内部トランジスタが導通状態と

3 (識別信号周錦亭)
出力 なる.(1 0日ms土50ms問、 I.SV 以下) それ以外I~、カ y

ト;1'7状態である.

a (織81J信G号ND周溝手) 内部にてOV(電湯舟岩手)に短銃8れている.

-特長

従来のセレクターとの互換性も確保してあります。

メ力機憾では限界のあった選別機構を思いきって電

子化。

従来のイタヅラ(ハリガネ、 糸ツリ)を完全シャット

ヨフウト。

• .'J 

〈外部端子〉〈セレクター内部〉

-綿子説明

A上記の種類の硬貨を選択して下さい.

2. 

信頼と技術のふれあい

3. 

謹告
的直参事誼型UIiIを慎重頗賜打り厳にありがとうござ
いま<:1.軍事せレヲタ一割O-EIO:、主陣および吾
郎の'IllMにつ宮、持師、実南東詩集、覇軍曹を由挽
して担り、その-831..、盟，1.:畳録および虫輔さ打、
工策用有唱によって母B損されておりま11.
こnと{司じ蝿彊由コピーaモ正当主主曜剥も忽しに

曹車販亮し、<1<1こ眠、鳩入使用しE古lよ閉して眠、
主島日出績に係る尭羽書量d出願公告され疋線1こ活
に喧づく楠償金を飼捜し、草疋証iこ畢づ君使用喧
差し庄白色杭ることにも必り務11{j)でか1:1るコピ
-1iIの園入陸向を穆在吉崎ょう曹缶虫し彦習。

沼町臨海7月

実A 安代表叡揖揖

• • コーナーの魅力アップで売り上げ増進.ノ
ゲーム環境の活生化がプレイヤーをトリコにした。

テーカン・オリジナルキャビネット〈ラパ・カラー〉の魁力f
(僅体組込)

・18インチカラー・テーブルタイプ

• • 

tI:::. 
CI 

平家は格別のお引立てを賜わりJ写くお礼申し上げます。

きて、弊社では「ラノ{J タイ プの箆体をご好評のもとに販'./e
しておりますが、これは事字社が形状、鋭機、色彩並びにこれら

の結合に纂づいて、新規伎と創作性を持たせ、独自に考祭、研

究、製品化したオリジナル術品であり、昭和56年10月以来、販

売しているもので、 「ラパJ タイプのデザインは周知伎のある

公知意匠として、広〈業界の認めるところであります。

従って、この 「ラノ{J デイプの箆体(脚部を含む)のデザイ

ンを弊社の許可なしに無断で盗用、模倣、または類似する商品

として、製造、販売、改造、輸出する等の行為は、意匠法、商

標法、不正餓争防止法に抵触し、事字社の正当な線利を侵害する

ことになりますので、これらの行為のないよう十分ご配慮をお

願い申し上げます。

これらの行為があった場合は、弊宇土は臨11閤たる態度で対処す

る所存でございますので、ここにお知らせいたします。

昭和58年2月

テーカン

柿原孝

株式会社

代袋取締役

謹

マ95-2418

〈仕織>W830/D520/H600-700%(調建司自ti)18インチ

τEHKAN。
株式富松7-iJ;;;J

竃売本語/〒101東京都干代国区神田東松下町41署地

TEL (03)256・0371TELEX: ，)27174 TEHKAN 

2418 

園ラパ・カラータイフ

OQ-〈仕織>W600/ 0650/ 



1983年3月1日 ゲームマシン

. 

北

HH 
H H HH 

I11 
'E 

111 
I11 

F 

冒，

!H! I !H! I !H! IJlH I HdH I HdH主
' 

同
凶
闘
M@ 

-プレーヤーが勝った場合
コンビューター1人しずみの場合、

1リプレイ

コンビュータ-2人しずみの場合、
2リプレイ

役満で上がれば無条件で、 10リプレイ

・コンビュータが先にトップになった場合
プレヤーは負けになります。 可7'95・2絹O

Nichibutsu 
白旗物産械式会祖

礼申聾営業所 ~l..(漢市銀草区中の~ 1 条7丁目1 ・ 1京王もなみマンシヨ ン ft(OII )824-2571 (代〉 〒062

仙台営業所仙台市本町2TEl 1 4~2 1 号 図南ピル 1 F ft(0222)65-5571(代 )干980

京都営業所 京都府久世郡御山町大字市@小字新珠減122・1ft(0774)44-6262(代〉〒613

奈良営業所奈良市大宮句3TEl4番25号やまとピル3F ft(0742 )33・6311(代〉〒630

広島営業所広島市東橋町 2TEl6替地 巴物ピル ft(082)264-4531<代〉〒730

(株 )ニチブツ九州 福岡市1曹多区博多駅南4-4-17ヤノウラピル1F ft( 092 )472 -7221(代〉〒812

NICHIBUTSU U.S.A CORP. 15407 $0. BROAOWAY. GAROENA. CALlFORNIA. 902特.USA TEL.(213)538之162

本 社大阪市 北区 天神橋 1丁 目 12番 9号〒530
霊堂(06)353-5211(代 )TELEX523-6891 NCBCOLJ 

東京日本物産(株) 策京都中央区包本橋小 舟町15番地8号

ft( 03) 664-527H代 ) 〒 103

f I・

量

:) 

• 

.. 

• 

• 
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ミニアップ デビューグ

ピアノタッチ操作盤
スビーカー上部取付

ジョイスティッフ
(新霊長特ジエラコン採用〉

しSーア

?44 
板厚 18鯛

レ"ー LS・7
色 オレンジ

フルー

二) :; .j • 組み込み例

・ ~ さ 1 ， 020棚奥行き 430-

幅 430- つ
-アジャスターイサき

-レバ-Jfネル・コイ ンシュー ターは、

オ プションです。

株式会社

.明
セイミツ

也宅九

※修理改造に際しτ1主電気用品取締法を遵守LましJ.， 
l~ ι品商会l

(旧社名 三和エレクトロ ニクス株式会社)

埼玉県戸田市大字美女木3481・It:t(0484)21・S200
テレックス 2723073振込銀行 三和銀行高島平宝庫普通口座130S47

大阪府東大阪市高井田本通5・2

M:.M783 6362附.

本紙「ゲームマシンJ の昨年度発行分を1冊の

本にしだものです。これ以前の合本('d77年版~

81年版:t.1(益力足立ガら残っておりま更す。笠き定業

界情報の年別フ戸イルとしてご活用下さい。

1982年版合本

限定販売20知

特価12，000円
アミューズメント通信社

大阪市北区神山町9-16山名ピル

合 (06)314-0 3 0 9 干530

ー是

畿新日本企画

本 社大阪市淀川区東三国6丁目1君主将号干532t:t(C陪)396-1621(代)

東 京支庖 東京都台東区浅草織5-4-4ジュ エル秋葉原 〒111t:t(03)866-6175(代)

福岡営業所福岡市博多区憎多駅東3Tel3・16川清ピル304号 〒812ft(ω2) 471-8612-3 
む つ 営 業 所 膏 森 県 む つ 市 新 町12-4 干035tf(01752)2-7780 
東大飯営望書所 東大阪市吉田7-2-35ホウイトシャト ー1~嵩 〒578ft (0729) 65・0533
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探
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い
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だらいでいて の喫 る本いのでなた んそ楽 なつらのこ 甘 私 話
つ「」「な「た「のそ o o o で茶 o o で浮い 「か「また「い o o だのが o o いぽ「つ偽に o o く o o 分 o o し「
た俺 さのキわ森だうえ探うは庖森参し介か浮」ふすがそのそまい上あた真ょっえし然 JAあ何は偽そつあうてね
なと あかミ」ロが呼、{貞んなで口つよさし介 うよだうかうあ」何つだ逆 」 ち、やだった」な然うてでん 1頁
」し 、'- Iま さねばまさ」か会主住た 」 んらさ ん 」 れ よ 」 じ 」 をでキ」 もそらとでし いをかまち」け何

た ど 緩 ん 」 れ あ ん つう介な っ。ん 、で、 や 考、ミ 考んなおいがん信」すゃなを
こ う 介 l立 た 蘭 で た は さ 」 てあてそ ああな え酒が えないもる今でじ よおい考
とでのそことしこずん おな呼う るたい ろがい たこでつのーしこ 。う かえ
がす知う とむよとだと ったんだかしと とあて ことしてを緒よむ笑かして
迂かり言はかう」つあ しはでつま日は 言 いれ 、 とこよ l卓会に う は は し らる
闘しあ つなっ」 たの や島もた つあい うば音 Iまれ」いくこ」ど L ら」か
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y 

「
そ
の
表
悩
が
好
き
ょ
。

図
っ
て
る
よ
う
で
微
笑
ん
で

る
よ
う
で
、
ま
る
で
ジ
ョ
ン

・

ウ
ェ
イ
ン
み
た
い
」

「
あ
の
イ
モ
」

「
ま
あ
、

し
よ
っ
て
ら
っ

し
ゃ
る
わ
ね
」

「
ま
だ
、
ハ
ン
フ
リ
1

・

ポ
ガ
l
ド
の
方
が
い
い
ね
」

「
そ
う
、
落
ち
て
も
グ
レ

ゴ
リ
l
・
ペ
ッ

7
ど
ま
り
と

~ 

「
お
も
っ
て
い
る
っ
て
い

う
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず

意
識
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
、
意
識
し
て
い
る
か
ぎ
り

一
悉
速
い
と
こ
ろ
に
い
る
と

お
も
う
の
は
錯
覚
に
過
ぢ
な

い
の
で
は
な
い
か
し
ら
」

「
そ
ん
な
も
の
か
ね
」

「
そ
う
よ
」

「
と
こ
ろ
で
ど
う
し
て
俺

の
こ
と
を
知
っ
て
る
ん
だ
い

気
味
が
慈
い
な
」

「
き
あ
、
ど
う
し
て
か
し

勺
」

「
キ
ミ
と
雄
介
は
ど
ん
な

関
係
な
の
さ
」

「
ま
あ
、
関
係
だ
な
ん
て
」

「
関
係
と
い
う
言
紫
を
血
一
一忠

誠
す
る
こ
と
自
体
が
特
に
お

か
し
い
関
係
が
あ
る
こ
と
を

誕
明
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
の
が
キ
ミ
の
為
法
だ
と
す

る
と
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
」

「
理
懲
っ
ぽ
い
の
ね
」

「
で
は
、
キ
ミ
は
ど
う
し

て
縫
介
を
知
っ
て
ん
の
さ
」

「
勤
め
先
が
同
じ
な
ん
で

す

「
そ
う
、
し
か
し
た
だ
そ

れ
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
ん

だ
ろ
う
」

「
ご
あ
い
に
く
さ
ま
。
た

だ
そ
れ
だ
け
な
ん
で
す
」

「
そ
れ
で
」

「朝
、
通
勤
の
電
車
で
森

口
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た
の

本
当
に
偶
然
に
」

淳
介
は
女
の
こ
の
タ
ン
ブ

ラ
ー
も
自
分
の
タ
ン
ブ
ラ
ー

も
氷
だ
け
に
な
っ
て
い
る
の

に
気
が
つ
き
。

「
ち
ょ
っ
と
」

ボ
ー
イ
が
小
走
り
で
や
っ

て
き
た
。

「
お
代
り
」

「何
に
い
た
し
ま
し
ょ
う

-カ
」

「
伺
じ
も
の
で
い
い
よ
」

煤
事
に
火
を
つ
け
よ
う
と

し
て
、
女
の
こ
に
も
ラ
i
ク

マ
イ
ル
ド
の
ロ
ン
グ
を
す
す

め
る
。女

の
こ
は
煙
車
を
ふ
か
ぶ

か
と
吸
い
こ
ん
だ
後

「
そ
う
し
た
ら
森
口
さ
ん

が
話
か
け
て
ら
し
た
の
。
あ

.. 、

た
し
会
社
の
受
付
を
し
て
ま

す
か
ら
森
口
さ
ん
が
ど
ん
な

部
署
で
ど
う
い
う
仕
事
を
な

さ
っ
て
い
る
か
ぐ
ら
い
は
知

っ
て
い
ま
す
し
会
社
の
外
で

あ
っ
て
も
会
釈
程
度
の
挨
拶

は
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
会

釈
だ
け
の
知
合
い
に
過
ぎ
な

か
っ
た
ん
で
す
」

「
だ
か
ら
話
を
し
た
の
は

今
朝
、
が
は
じ
め
て
な
ん
だ
け

ど
、
す
ご
く
切
羽
詰
ま
っ
た

感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
」

「で
、
社
の
近
く
の
喫
茶

健吉

底
で
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に
ち

ょ
っ
と
し
た
パ
イ
卜
を
し
て

く
れ
と
い
っ
て
五
万
円
波
さ

れ
、
あ
の
行
き
止
ま
り
橋
の

喫
茶
庖
へ
行
っ
て
森
口
さ
ん

の
友
だ
ち
で
あ
る
島
本
浮
介

さ
ん
と
会
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
だ
が
、
社
の
労
で
の

つ
ぴ
き
な
ら
な
い
用
事
が
出

来
た
か
ら
、
会
社
を
休
ん
で

森
口
さ
ん
が
来
る
ま
で
そ
の

喫
茶
庖
に
い
て
ほ
し
い
と
級

ま
れ
た
の
」

「
そ
れ
は
何
と
な
く
お
か

し
い
感
じ
が
し
ま
し
た
わ
」

「
で
も
ね
、
あ
の
人
ふ
だ

ん
す
れ
ち
が
っ
て
も
彩
が
薄

い
と
い
う
の
か
温
和
な
だ
け

の
人
で
し
ょ
う
、
そ
れ
が
今

朝
そ
の
諸
を
し
た
時
に
は
す

ご
く
迫
力
が
あ
っ
て
、
そ
う

ね
、
必
死
と
昔守
え
ば
古
風
だ

け
ど
、
で
も
そ
ん
な
感
じ
で

あ
た
し
一
方
的
に
制
作
さ
れ
っ

ぱ
な
し
で
到
底
断
れ
る
雰
囲

気
で
は
な
か
っ
た
わ
」

「
で
、
ど
う
し
て
す
ぐ
俺

に
認
を
し
て
く
れ
な
か
っ
た

ん
だ
」「

は
じ
め
の
う
ち
は
ね
、

す
ぐ
に
森
口
さ
ん
が
や
っ
て

く
る
も
の
と
ば
か
り
お
も
っ

て
た
の
」

「
で
も
ず
っ
と
釆
な
か

っ

た
の
だ
ろ
う
。
奴
は
」

ボ
l
イ
が
持
っ
て
来
た
パ

ー
ボ
ン
の
お
代
り
を
軽
く
口

に
ふ
く
ん
で
咽
喉
に
流
し
、

小
学
生
の
よ
う
に
素
直
に
鎖

い
て
い
る
女
の
こ
を
可
愛
い

女
だ
と
お
も
い
な
が
ら
、
あ

ま
り
問
い
つ
め
る
か
た
ち
に

な
る
の
も
野
暮
だ
な
と
そ
う

い
う
自
分
の
姿
勢
に
な
か
ぱ

厭
気
が
さ
し
な
が
ら
淳
介
は

訊
ね
る
。

「は
い
。
森
口
さ
ん
は
急

い
で
る
械
子
で
瑚
俳
も
半
分

以
上
残
し
た
ま
ま
で
喫
茶
底

を
と
び
出
し
て
行
っ
た
ぐ
ら

い
で
す
か
ら
。
詳
し
く
般
か

め
る
暇
も
な
か
っ
た
で
す
し

あ
た
し
の
考
え
で
は
島
本
さ

ん
が
あ
の
喫
茶
底
に
い
る
限

り
は
何
も
問
題
は
な
い
と
お

も
っ
て
い
ま
し
た
わ
」

「
じ
ゃ
あ
、
俺
が
あ
の
庖

を
出
る
時
に
は
世
一戸
を
か
け
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

の
か
な
」

「
戸
を
か
け
ら
れ
な
か

っ

た
の
よ
。
な
ん
と
な
く
」

相停
介
も
ジ
ヤ
ツ
ク
ダ
ニ
エ

ル
を

一
気
に
流
し
こ
ん
で
し

ま
Z
・7
。

• リ
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連載小説(22)
言
っ
て
欲
し
か
っ
た
よ
う
ね
。

ど
っ
ち
に
し
て
も
み
な
ず
っ

と
普
の
映
画
の
話
よ
ね
」

「
管
は
よ
か

っ
た
な
ん
で

は
言
わ
な
い
け
ど
ね
」

「
そ
う
か
し
ら
、
話
を
う

か
が
っ
て
い
ま
す
と
何
と
な

く
、
今
ど
き
の
若
い
も
の
は

な
ん
て
怠
い
た
そ
う
な
雰
囲

気
を
感
じ
ま
す
こ
と
よ
」

「
亭
と
つ
い
・
?
こ
と
か
、
勺
は

一
番
速
い
と
こ
ろ
に
位
越
し

て
い
る
と
お
も
っ
て
い
た
ん

だ
が
ね
」

守i

震燭事と働物

Cars & A刊 mals AnIm副sBikes & Cars 

動物とブルトーザー ジャンプ台と泡と黍用車 ボーナスパターン

.Jump stand，P。伶d& Car's 

-庫刷~ffiij

' 
-ゅ a 1.1 

曹

Animals & Bulldozer.$ 

平
素
は
格
別
の
わ
ね
列
立
を
閥
均
り
辱
く
が
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
ぴ
弊
社
が
発
売
数
し
ま
し
た
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
「

F
U
N

N
Y
M
O
U
S
E
-
フ
ァ
ニ

l
マ
ウ
ス
」
は
弊
社
が
開
発

・
製
品

化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
の
ゲ
!
ム
を
弊
社
の
許
可
な
く
無
断
で
模
倣
し
た

り
こ
れ
に
類
似
す
る
商
品
を
製
造

・
販

売

・
輸
出
入
し
た
り
、
ま

た
こ
れ
ら
の
機
械
を
使
用
し
て
営
業
す
る
こ
と
は
、
著
作
権
法
・

エ
業
所
有
権
法

・
不
正
競
争
防
止
法
に
捻
触
し
弊
祉
の
正
当
な
権

利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
に
充
分
な
ご
配

慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
方
一
、
逮
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、
弊
社
は
断
固
た
る

態
度
で
そ
れ
に
対
応
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
こ
こ
に
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

当
業
界
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
一
月

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
カ
を

東
京
都
・
中
野
区
中
野
三
丁
目
三
十
三
番
十
五
号

中
央
リ
l
ス
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役

桝

本

哲

夫• ' 

‘ 
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英文版業界ニュース

務委I俗芸:
OnJy wilhin Ihree monlhs from Ihe 

slarl of ils鑓 les10 Ihe end of Decem-
ber lasl year，“Pole Posilion" 
chosen Ihe mOSI popular video game 
for lasl year. ln Ihe wake of“Space 
lnvaders" which had been No. 1 for 
bOlh '78 and '79 in a row， '‘Pac Man" 
for '80 and “Donkey Kong" for '8J， 
il also has become anolher big hit ma-
chine -Ihe firsl No. 1 cockpit type 
1ll3chine' 

Togelher wilh No. 2“Dig Dug" and 
No. 3“Galagaぺ“PolePosition" was 
Nalllco's producl， demonstrating that 
Nalllco is a powerful deveJoper. 

No. 4 -Sega's“Pengo"由 isa g剖ne
in which a cheerful hero appears. Wilh 
No.2“Dig Dug" at the top'， there are 
several ot hcr comical top ranking 
galllcs - Scga 's“Pcngo"， Nintendo's 
“Donkey Kong" which has remained 
popular since the ycar before laSI， 
"Donkey Kong Jr.， a ‘sequal' to 
“Donkey Kong"， Universal's “Mr 
Do!" and Dala East's“Hamburger" . 
Top ranking space games are -
Namco・s “Galaga" (No. 3) and 
Konami's“Time Pilol" (No. 5). Addi-
tionally， there are mah.jong Iype 
games ー “Junpuler"，“T剖 kyoku-
mahjong" and “Ron 1I".“HanapUlerヘ
“Koi Koi"，“Hana Awaseヘelc.are a 
video game version of Ihe exisling card 
games modeled after Japanese playing 
(flower) cards. ln Japane鈴， Ihese 
games are stably popular. (Mah.jong 
and flower cards are popular indoor 
galllbling games intended for aduhs.) 

11 is worth watching Ihai Tailo's 
“Front Line"， a sophiSlicaled fighling 
game， is Sleadily gaining popularily. It 
is likely that the reason of such popu・
larily Iies in Ihe gamc s own convinc-
ing attractiveness - due neither 10 
comical nor space war game fcatures 

Namco， Taito， Sega， Nintendo， 

Data East， Kona01i and Universal will 
be recognized for their efforts that 
have led 10 development of new video 
games， since they have conlributed to 
thc AM industry as a whole. The 
manufaClurers， including them， 
expecled 10 dcvelop slill morc innova. 
llve games. 
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c Game Video Unauthorized 
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authorized copies of PC boards for 
“Donkey Kong Junior"， and supplied 
them to Nissei Shoji. In a similar man. 
ner， Ohmi Electronics supplied copied 
“Moon Patrol" PC boards. 1n addition 
to these three persons， the police au. 
thorities are investigating those con. 
cerned asking their voluntary appear. 
ance. Thus， the criminal investigation 
will steadily proceed. 

Arrested Be 10 Beginning 

(31) 

11. Hamburger (Burger Time) 
(Data East) 
(SanrilSu) 

(NichibuISu) 
(Nichibulsu) 
(Dala East) 
(Sanritsu) 
(Sanritsu) 

(Seta) 
(Sega) 
(Sega) 

In '81 the best video game was 
“Donkey Kongぺwhilein '80“Pac 
Man" was No. 1. Tn the previous sur. 
vey， it appeared that the main current 
of video games shifted from space 
games to ones in which comical char. 
acters appear. The current survey， 
however， showed that space ga01es 
have regained their popularity， while 
vidco games employing the already 
available games， and video drive games 
have also appeared in the top ranking. 
Thus， it was known that the variety of 
popular game types is increasing 

Game 
Game Machine's "The Year's Best 

Three AM  Machines" Survey Results 

12. Junputer 
13. Taikyoku-mahjong 
14. Hanaputer 
15. Pro Tennis 
16. Ron TT 
17. Koi Koi 
18. Hana Awase 
19. Turbo 
20. Monaco GP 

Video No. 

are 

CHECKER 
Model: BP-101U 

Fully automatic physical computer 
BLOOD PRESSURE CHECKER. 
Reading updales on 18r9" LED dis. 
play for SYSTOLIC. DtASTOLIC 
8nd PULSE RATE. Reading accu. 
r8te to盆3mHgunder normal oper. 
ating conditions. 
Developed and monufac川崎d
LTI 

by 

PRESSURE 
PULSE RATE 

& 

12m， 
副司'7~DmpuτEA lABs 

Ohtake Bldg. No. 26.30， 2・chome.
M'yasaka， S.119・v・ku，TOky。
Tel: 1031 42S.()844 
T.'e災:2427003 LETRON J 
Cabl.: LEITRON TOKYO 

BLOOD 

InternatIonal Modif 
Available: 
To meet all foreign 
qUlrements 
To acceρt all 
To disρlay 副1
guage 

According 10 Ihe announcement 
made by the police aUlhoritics， by 1an. 
uary 28， Hiroshi Watanabe， prcsident 
of Dream Ltd. of Tokyo， Haruo Inoue， 
prcsidcnt of Falcon Company Ltd. of 
Tokyo， and Ryoichi Tagashira， pre. 
sident of Ohmi Electronics lndustries 
Ltd. of Shiga Prefecture， were arrested 
by reason of violation of the copyright 
law， etc. Dream and Falcol1 made un・

“The Year's BeSI Three AM Ma-
chines" questionnaire survey has been 
yearly conducted by Game Machi"e. 
The resuJts of Ihe survey for '82 
showed that in the calegory of video 
games， Namco's“Pole Position" was 
No. 1 for that year. 

The survey is based on responsεs to 
questionnaire from operators 

across Japan concerning the year's best 
earning and 010S1 popular AM ma-
chines in three categories - video 
games， arcade games other than video 
games， and kiddie rides. The results arc 
based on the totul unalysis of 133 ef. 
fective responscs 

The video game categoJ'y received 
most J'espol1ses from which the follow. 
ing results were obtained. 

1. Pole Position 
2. Dig Dug 
3. Galaga 
4. Pengo 
5. Time PiJot 
6. Donkey Kong 
7. Fronl Line 
8. Donkey Kong 1r. 
9. Burnin' Rubbcr 
10. Mr.Do! 

booths c刈)uldbe filled， 50， they had to 
postpone the deadline to January 31. 
Many problematical points remain' un-
cleared as to how the NAO staffs同-

sponsible for the show treated applica-
tions， etc. For instancc， they， at firSi， 

accepted applications for exhibition 
frOO1 companies which are said to have 
hampered the sound AM business in 
Japan， but latcr rりectedthese applica・
tions. On the other hand， howevcr， the 
NAO staffs withdrew the basic policy 
that copiers・applicationsbe rejωted. 

11 路 saidthat the coming NAO 
Amusement Expo. '83 is primariJy in-
tended 10 exhibit new pieces of kiddie 
rides for the spring/summer seaωn， 
and a few arcade games and videゅ
g，ames only as an eXlra. 

(Namco) 
(Namco) 
(Namco) 

(Sega) 
(Konami) 

(Nintendo) 
(Tailo) 

(Nintendo) 
(Data EaSI) 
(Univer紹 1)

Position" "Pole 

our 

For the first time in Japan， unau・

thorized∞pying of video games is 
beginning to be accused of criminal 
responsibilities as such deed may in-
fringc upon the Copyright Law. By 
January 28， three copiers were al last 
arreSled. II is most conspicuous that 
the Tokyo Diぬ凶s幻tri川ClCour叫t'sjudgeme剖n
011 December 6 re閃屯ogmz似z幻l川ngc.∞0削mput伐k討r 
p戸rogr悶amsm v刊ideog伊amesas be釘ing1刷ite町rト. 

ary works (nOI appealed， therefore lhe 
judgemenl was finalized)， is already 
becoming a legal basis. Concerning the 
fact lhat unauthorized copying of 
video games are beginning 10 be cirmト

nally accused of， the Japan Amuse. 
menl Machinery Manufacturers As. 
sociation (JAMMA) has weJcomed it， 
saying thal it is an epoch-making 
event， a great step forward towards 
eliminalion of copies. 

Concerning ils video game“Moon 
Palrolぺ1re01Co巾・ ofOsaka， and 
∞ncerning ils video game“Donkey 
Kong Junior"， Nintendo l..eisure Sys-
lem Co.， Ltd. of Tokyo， respectively 
named Nissei Syoji Company of Osaka 
as a dealer of unaulhorized cop】esof 
these video games， and accused them 
in lasl summer. The legal bases referred 
to by Trem and Nintendo are the 
copier's violation of the ωpyright law， 
the trademarks law and the unfair 
competition prevention law. The 
Osaka prefectural police authorities 
searched the office of Nissei Shoji on 
December 14， seizing the pieces of evi-
dence， such as copied PC boards. Then 
the policc authorities extended their 
search to t.he manufaclurers of these 
PC boards. At that time， as per the 
鈎idjudgement by the Tokyo Dislrict 
Courl that computer programs in 
video game machines be regarded as 
literary works， the police authorities 
concluded Iha t the O1anufacturers of 
Ihese copied PC boards have violated 
the copyrighl law， arresling them . 

• 

コースlま平飽コースと山岳コースガあり、 2重り型ii.1こさし

かかると、ペタJレガ皿く怠るなどの本格的サイクリング

ガ気経!と楽しめ、体力づくりにも役立つサイクリングレ

ースです.

-E五~j.7þ週月=島署(IIII]~・

-.J・)o1.J1恒石r67J

フレイヤー豚戴'を』ニ手に操作して谷間載、 草原緩や穆漢聖l~

S昔5勝ち4革がら、ジープや続車に寮り穆り、蔽俸を占領'9るま

でのコミカル~fl懇副置が楽しめる迫力ある載争ゲームで'11.

• 

“NAO Amusement Expo '83" 
To Be Held As Scheduled 

The Nihon Amusement Machine 
Operator's Association (NAO) an-
nounced Ihat at the end of January， it 
finally closed its e対libitionapplication 
to the “NAO Amusement Expo. '83"， 
and could somehow fill up 184 booths 
(one booth: 2.7m x 2.7m) which had 
been provided at the start of the plan. 

According to the NAO people， by 
January 20 which was the deadline set 
at lhe beginning， only 84% of the total 

1M 

83 

従来のルーレツトより鰭11る箇所がふえ，配当内容も鐙

かに怒り，楽しさが一段と戸ツブしましだ.

ルーレット部分1d:4つに分解が出来，ロケーション移動

ガ簡単Z革新E宣言fです.

【ミステリー・ホ-JI，A】
1人から3人きで同時にプレイガ楽しめ、片側だけのコ

ンパクト主主デザインです.プレイヤーはさE石に働いてい

る‘U.F.O'を狙って、中央を通過さぜるとミステリーボ

ーナスガ払い出されます.

-~唱組猛反J1疋;;;1">>'.1置:tc.
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ミスター・ド9肱υシコが夫.."

・モンスターを集めておいて、まとめてリン

ゴでつぶ曹と高得点.
・モンスターは島根のパワーポールでも遅浩
できます.

食画面タリアー@方漕
1.チェリーを総て食べると、画面クリ))-1
2.モンスターを鎗て遅過すると、画面クリP

-1  

を総て遅浩すると、ミスタ
ー・ドつガ増え、画面クリ戸- 1

(錨はセンターターゲットを貧べるか、 1
5000点毎に出現します。 J

SPECIALVをとると再ゲームができ、
画面クリ戸ー/

-ミスター・ド~，，~~
宅シスター事週."よ"，

ミスター・ドゥ

蜘lislery 11 
• Drop an apple to crust司manymonsters 

at one time -a high score is award剖 .

• Monsters回 nalso be wip倒 butby 
throwing the power ball. 

合 Thescr伺 nis cl伺 redwh側 :

1. Eating all cherriesl 

2. Wiping out all monsters! 

Wiping out all 目園圃 awards

another Mr. Do! and the scr伺 nis clear剖 1

盛willap附 when加 entertarget i s 
eaten or every time when 5，000 points 
have been scor凶 .

印刷al、。'-awardsa replay and the screen 

is cleared! 

園内属売、鎌式会主t~イトー

※各機種共テーフルタイプとアップライトタイプがあります。※Eachmachine has a table type and an upright type. 

ユニバーサル販売株式会社

株式会社ユニバーサル

本社苧103東京都中央区日本橋場留町 1-7 -7 

エ 場 〒323栃木県小山市涜持561(第 3工察団地)

市〕 札慢営機所 C(O川)841・8934!仰 名古屋支社

"-'"新湯営業所 C(0252)7ト6006附 大阪支栓

北関東省調陸続 C(0285)23・3551附 小豆島営業所

穴宮営 舞 踊 霊堂(0486)“・094鮒咽 山口営 県所

鯵 岡営費属新 C(0542)83・6781附 九州支社

隻橋営舞 踊 C(0532)46・6103a唱 沖縄営業所

宮 (03)661・0330附

宮 (052)461・2341骨0

C( 06) 304-395鵠申

告 (08796)2・日6勝。

宮 (0834)32-0011甘申

告 (092)471-618紛唱

C(09889)7-66S鋭喧

EXPORT DIVISION 
UNIVERSAL SALES CO.. L TO. 
1.7・7.Nihonbashi Horidomt.chO. ChuO.ku， TOkyo 103， Japan 
Phone : 03.661・1447.600・C.b同 :UNIMANIFACT 
TOIO. : J27348 IUNICOI 

UNIVERSAL U.S.A. INC. 
3250. Victor Stt・et，San回 Clara.C.llfo'ni・95050.U .S.A 
Phone : 408・727-4591-5 T.I・x:1722471UNI USA SNτAl 


		2019-07-11T12:29:20+0900
	Masumi Akagi




